
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──クエストの受注は以上で完了です」

　受付嬢アリナ・クローバーはにっこりといつもの営業スマイルを浮かべた。

「それでは、いってらっしゃいませ！」

　ダンジョンに向かう冒険者を見送り、アリナはふうと息をついた。イフール・カウンターを見回すと、昼前という時間帯のせいもあってか冒険者の姿は多くない。

　長期休暇取得期間の終わりと共に、アリナの長期休暇（三日）も終了し、いつもの日常に戻っていた。ここ最近は、比較的平和な日々が続いている。

「さて、お昼までに受注書を片付けちゃいますか」

　時計を見るとあと一時間ほどで昼休憩になる。午前中に受けた受注書の処理を済ませてしまおうと書類をまとめていると、アリナの立つカウンターへ後輩受付嬢ライラが近づいてきた。

「はー、なんだか長期休暇前が噓うそみたいに平和ですねぇ、アリナ先輩……」

　ライラもあらかた冒険者を捌さばき終えて、事務室へ向かうようだ。繁忙期に比べたら十分の一もない量の受注書を持って、二人で事務室へ向かった。

「長期休暇終わっても、まだずるずると忙しいと思ってたんですけど。何しろ空前絶後の新ダンジョン五つ同時発見でしたし……」

「うん、私も結構覚悟して出勤したんだけど……意外とさくっと忙しくなくなったわね」

　アリナが長期休暇に入る前、史上初ともいえる新ダンジョン五つ同時発見がなされ、イフール・カウンターはとんでもない受注ラッシュに見舞われていたのだ。人手不足のなか、死に物狂いで激務をこなし、処刑人となって片っ端からダンジョンを攻略して、なんとか三日だけ休暇を得たものの、まだまだ繁忙期は終わらないと思っていた。

　なにしろ長期休暇前は、大量の受注書をどうにかこうにか片付けただけだ。解決までに時間がかかりそうな厄介なミスとか、記入者に修正してもらう必要があるところとか、後回しにできるものは全く手をつけずに残したまま。とにかく期日の迫った目前の最優先書類をこなしただけと言っていい。

　加えて、攻略済みのダンジョンに転がる〝残り物〟の遺レリ物ツクを狙う冒険者も一定数存在していて、そんな彼らが集まることによるささやかな忙しさがゆるゆると続くのはいつものパターンだ。

　まして今回は新ダンジョンが五つ。小さな忙しさも五倍となれば残業の可能性も出てくるだろう。アリナはそんな覚悟をして出勤したのだが──

　しかし蓋を開けてみれば、冒険者の受注ラッシュはあっさりと波が引き、噓うそのように平和になっていたのだった。

「ま、クエスト受注は忙しくなくなったとはいえ、休暇前に後回しにした残務が、大量に残ってるけどね……」

「うー、それを言わないでくださいよぉアリナ先輩……」

　どんよりとライラがため息をつき、事務室のデスクに座る。事務室には受付嬢たちが使うデスクが全部で六つ並んでいるが、隣同士のアリナとライラのデスクにだけ、書類の山ができあがっていた。これが〝休暇前に後回しにした残務〟──長期休暇をとりたい一心で、とにかく後回しにできるものは片っ端から後回しにしたツケである。

「ま、まあ……そんなに急ぎの仕事じゃないし、ゆっくりやればいいでしょ、ゆっくりやれば」

「そ、そうですね……あはは」

　二人でそろって現実から目をそらし、代わりにデスクに築かれたもう一つの〝可か愛わいらしい山〟に視線を移した。

　色とりどりの包装が施された、お菓子たちの山である。いや、そのカラフルな山にはお菓子だけではなく、ドライフルーツや茶葉、珍しい小物なんかもある。

　それまでの重苦しい空気をぱっとなくして、ライラが目を輝かせた。

「あっアリナ先輩っ、またお土産が増えてますよ！　焼き菓子ですかね、これは」

「それ、今朝ノーラ先輩が置いてたわよ」

「へえー！　ちょっとお礼言ってきます」

　ぱたぱたとライラが先輩受付嬢のもとに走って行く。

　この続々と増えていくお菓子の山は、全てイフール・カウンターの先輩受付嬢やカウンター長が配っていったお土産なのである。そう、これこそまさに長期休暇明けの恒例行事──職場の〝お土産配り〟だ。

「やっぱり焼き菓子とのことですよ、アリナ先輩～」

　席に戻ってきたライラが、上機嫌にさっそくノーラ先輩からのお土産を開けて食べ始める。

「ん！　これおいひい！」

「うっ、もうすぐお昼だけど、目の前に置かれた甘いものが食べたい……！」

　ライラがさくさくといい音をたてながら厚手のクッキーを食べているのを見て、甘党のアリナも我慢できず、もらったお土産の包みを開けた。ふわっと甘い香りがして、それだけでアリナの心はなんだか幸せに満たされる。これこそ殺伐とした書類の山の狭間に誕生したオアシス……アリナはクッキーを一枚つまんで、口に頰張った。

「んまっ」

　アリナの翡ひ翠すいの瞳がぴかんと光り、もともと大きな両目がさらに一回り大きくなる。

「職場で食べるお菓子って……なんでこんなに背徳的で美お味いしいんだろう……っ」

　そっと書類の山を遠くへ押しやり、なるべく視界に入れないようにして、アリナは砂糖がもたらす一時的で中毒的な快楽に身を震わせた。
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　やはり先輩受付嬢たちは年頃の女性というだけあって、皆お土産がお洒しや落れかつ乙女心のツボを押さえている。普段自分では積極的に買わないものなので、より特別感もあるのだ。

「幸せですねぇアリナ先輩……」

「幸せだねぇライラ……」

　あふふ、うふふ……と微ほほ笑えみながら、二人は完全に大量の残務の存在を脳内から抹消し、しばしうっとりとお土産を楽しんだ。

　そこに、こつんと小瓶がデスクに置かれる。

「アリナちゃんにライラちゃん。これ、私からもお土産よ」

　しとやかな声が上から降ってきた。見ると悪いた戯ずらっぽい微ほほ笑えみを浮かべた先輩受付嬢が、アリナとライラのデスクに可か愛わいらしい小瓶を置いていたのだ。

「アレッタ先輩」

　アリナは慌てて口の中のクッキーを飲み込んだ。

　話しかけてきたのは、先輩受付嬢の一人、アレッタだ。彼女はアリナの五つ年上で、この激務のイフール・カウンターに七年も配属されている最年長受付嬢の一人だった。

　大先輩に突然話しかけられて驚いたのもあるが、アレッタ先輩は同性でも思わずドキッとするほどの美しく大人びた容姿の持ち主である。

　完成された顔立ちに、陶器のような白い肌。形のいい唇と大きな瞳を持ち、人形のような長い睫まつげに縁取られている。ほっそりとした肩は華きや奢しやで、手入れの行き届いた長い髪はゆるく三つ編みにして肩に垂らしていた。

　受付嬢は美人が多いと言われているが、そのなかでもアレッタ先輩はひときわ綺き麗れいだった。顔だけでなく姿勢やスタイルも完璧で、どこかの富豪の令嬢だと言われても納得できる出いで立たちだ。

「あら、驚かせちゃってごめんね。おいしそうに食べてたから、邪魔したら悪いとは思ったのだけど」

「い、いえいえ──あ、お土産、ありがとうございます」

　受け取ったのはリボンの巻かれた可か愛わいらしい小瓶だ。ほのかに色づいたとろっとした液体が入っていて、底には大きくカットした果物が沈んでいる。

「珍しいですね。果実酒ですか？」

「ええ。これ、アルゴーニュ地方特産の、桃の果実酒なの」

　冒険者の集う街イフールにおいて、〝酒〟といえば酒屋にどんと置いてある酒さか樽だるか、大きな瓶に入っているような、そういう豪快なものを指す。

　対してアレッタ先輩がお土産としてくれたこの果実酒は、聖水でも入ってそうなお洒しや落れな小瓶に丁寧に詰められていた。だから、きっと少量でも値の張る高級な酒なのだろう。

「稀き少しようだからイフールには売ってなくて、現地でしか買えないのよ。長期休暇で旅行に行ったときに、ついでにみんなの分も買っちゃった」

　にこっと笑うアレッタ先輩は、休み前はまっすぐおろしただけだったはずの長髪が、いつの間にかゆるふわ三つ編みにされ、可か愛わいらしいリボンで留とめられている。長い休みのうちに体も心も完全回復とばかり、髪色は艶つややかに光り、肌つやもきれいで、血色も健康的だった。

「蜂蜜も入ってて甘いのよ。美お味いしくてごくごくいけちゃうから気をつけてね」

「あ……ありがとうございます」

　何か言いようのない、アレッタ先輩の纏まとうキラキラしたオーラに圧倒されて、アリナは目を数回瞬まばたきさせる。そうしているうちに彼女は他の受付嬢たちにお土産を配りに行った。

「なんか、アレッタ先輩きれいでしたね……」

　ライラも同じことを思っていたのか、アレッタ先輩を眺めながらまだサクサクとクッキーを食べている。

「うん……綺き麗れいだし、なんていうかこう……キラキラしてるっていうか……」

「わかります、わかりますよアリナ先輩……残業まみれでろくに休日を満喫できなかった我らには到底出せない、あの謎のキラキラ感……！」

「……お土産かぁ……」

　ぼそり、とつぶやいて、アリナは頰ほお杖づえをついた。ぼうっとお菓子の山を眺めていると、珍しくて美お味いしい食べ物をもらったうれしさで誤魔化していたとある感情が、むくむくと大きくなっていく。

「イフールじゃ買えない……現地の……特産の…………お土産」

　アリナからぷすぷすと発する黒い気配を感じ取ったのか、はっと隣のライラが何かを察し、慌ててアレッタ先輩から受け取った果実酒を手に取った。

「お、美お味いしそうな果実酒ですよね。仕事が終わったら、一緒に飲んでみましょ、ね、ね」

　だが、一度〝その感情〟を意識してしまったアリナの耳には、話をすり替えようとするライラの言葉はもう届かない。

「休暇……！　旅行……ッッ！」

　お菓子の山の向こうに視線を移せば、先ほどアリナに果実酒のお土産をくれたアレッタ先輩が、お洒しや落れな髪をなびかせて、他の受付嬢のデスクにお土産を配って回っている。

　アレッタ先輩からお土産をもらった受付嬢もまた、アレッタに自分の買ってきたお土産を渡して、きゃっきゃと楽しそうに互いの旅行の話で盛り上がっていた。

　その空間は、まるでその場だけに女神の光が注がれているかのように、キラキラ輝いて見えた。アリナには到底醸かもし出だせない、休日を充足させた者だけが放つ光だ。

　まぶしくて直視できないその光景から、アリナは思わず目をそらした。

　先輩たちに比べて自分はどうだ。結局三日しか休めず、実家に帰省することしかできず、楽しげな旅行にもいけず、おいしそうなお土産も思い出も手に入らなかった。

　そう考えていると、だんだん鼻の奥がつんとして、じわぁっと目の前の景色がにじんでくる。涙で瞳がうるみ、アリナは声を震わせた。

「長期休暇……っ、旅行……っ、いいなぁぁぁぁぁぁ……っ」

　しまいにはぶわっと涙をながし、アリナはデスクに突っ伏した。

　全く長期休暇を満喫できなかったアリナにとって、先輩たちからのキラキラしたお土産は、ちょっとダメージの大きい地雷だったのである。
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「……というわけで、先輩たちからお土産をたくさんもらったのよ」

　午前のクエスト受注業務を終えて、昼休み。アリナはイフール・カウンターの裏手にある、小高い丘の上の小さな広場で昼食をとっていた。

　大勢の人々が集う大都市イフールの一角でありながら、昼食時となっても人気のない珍しい空き地。数本の街路樹のなかにベンチが一つぽつんと置いてあるだけの寂しい場所だが、賑にぎやかなイフールの街を一望できるアリナお気に入りの休憩場所である。

「なるほど。そのお土産の山はそういうことか」

　ベンチに座るアリナの隣では、大都会でもなかなかお目にかかれない程には顔立ちが整った、爽やかな銀髪青年が苦笑している。

　軽鎧ライトアーマーに身を包み、そばには大盾と長剣を立てかけている冒険者だ。全冒険者の上位一割しか到達することができない一等級冒険者の階級を持ち、加えて、冒険者ギルドの精鋭《白銀の剣》のリーダーをも任されているジェイド・スクレイドである。

「にしても、ずいぶんたくさんあるんだな」

　ジェイドもまたアリナと一緒に昼ご飯を食べながら、黙って話を聞いてくれていた。

「うん、いっぱいもらったの……」

　アリナは小脇に積んだお菓子の山を恨めしそうに見下ろす。

　珍しい具材のパイや、色とりどりのドライフルーツ、ご当地の甘い果実酒の小瓶……それらはイフール・カウンターの先輩受付嬢やカウンター長が、長期休暇で旅行した際に買ってきてくれた土産品だった。遠方の地の稀き少しような飲食物は、どれも食べるのが楽しみで、当然もらって嬉うれしいものばかりだ。

　が、そんな土産物たちを見つめるアリナの表情は暗い。

「いっぱい……もらった…！　先輩たちが長期休暇をめいっぱい楽しんだ証あかしを……ッ！」

　アリナはそのキラキラした土産物たちを素直に喜べないでいた。なぜなら──

「本当なら私だって！　一週間くらいまるまる休んであちこち旅行して！　珍しくて美お味いしそうなお土産買ってみんなに配ってるはずだったのに────ッッ！」

　叫びながらアリナの大きな翡ひ翠すいの瞳はうるうると涙がにじみ、昼食のパンは悲しみと悔しさのあまり、ぐしゅっと握りつぶされる。

　先日やってきた長期休暇取得期間──一年に与えられた有給休暇とは別に、二ヶ月の間に合計七日の有給をとることができるすばらしい期間のことだ。業務に支障のない限り連続で休暇申請することが推奨されていて、大抵の受付嬢はまるまる一週間休んだりしている。

　その長期休暇取得期間において、アリナは不幸にも未曽有の残業地獄に見舞われ、七日どころか三日しか休みがとれなくなってしまったのだった。つまりとれたはずの四日の休日を残業に潰されたうえ、ようやく残業を終わらせた頃には疲ひ労ろう困こん憊ぱい。旅行にいく元気など当然なく、なんとか帰省だけはできた……といった有あり様さまだったのである。

「三日なんて実家帰って日頃の残業ですり切れた心と体を休めてそれで終わりよ！　それすらわけわかんないトラブルで邪魔されるし、あんな田舎に物珍しいお土産なんて当然ないしっ、ないし……っ」

　うっうっ、とアリナは肩をふるわせ泣きじゃくると、やおらぐいっと涙を腕で拭い、勢いよく立ち上がって、昼間のイフールにむかって思いの丈をぶちまけた。

「残業の！　馬鹿野郎ぉぉぉぉ──────ッッ!!!!!!」

　別にアリナは、お洒しや落れで稀き少しようなお土産を配って、ドヤ顔したり、楽しかった旅行の話を披露したりしたかったわけじゃない。

　ただ、休みを満喫したかった。思わず髪型をお洒しや落れにしちゃったり、うっかり肌つやがよくなっちゃったりして、休みを満喫した者だけが持つ、あの充足感とも自信の表れとも言えない正体不明のキラキラしたオーラを、纏まといたかった、だけなのだ……！

「……っ……！」

　ひとしきり叫んでもまだ悔しさは消えず、アリナはむすっと唇を突き出して乱暴にベンチに腰を下ろした。握りつぶしてぺったんこになったパンだったものを、ヤケクソのように口に放り込んで、もっもっと無言で嚙かみ続ける。

「……残業のばか」

「まあ……その……なんだ。気持ちはわかるぞ……」

　アリナの慟どう哭こくに、ジェイドはそう答えることしかできなかったようだ。ジェイドもまた、アリナの長期休暇取得のため共に残業を戦った身。膨大な書類を終わらせようと、アリナが睡眠時間すら削ってどれだけ頑張ったかを見ているだけに、下手な慰めなんて気休めにもならないことをわかっているのだろう。

「こんなことなら、さっさと休暇申請を出すべきだった……長期休暇取得期間に入ったとたんに申請したら、なんだかがっついてるみたいでアレかなって遠慮したのが、間違いだったのよ……」

　実際、先輩受付嬢たちは長期休暇取得期間に入った瞬間、我先にと休みを申請していた。そのときのアリナは、生き急ぐかのような先輩たちの行動が不思議でならなかったのだ。だって休暇申請ができる期間はまるまる二ヶ月もあるし、そのときは残業で休みが潰れそうな気配なんて、微み塵じんもなかった。

　が、そんな考えのアリナはまだまだ甘かった。社会人経験の長い先輩たちは知っていたのだ。本来とれたはずの休暇を〝取りっぱぐれる〟ということが、一体どれだけ悔しいか。

「アリナさん、今回はいつも以上に嘆いているな」

「当然よ……！　一旦目の前に〝一週間の休暇〟っていうごちそうをぶら下げられた後に、ごそっと半分以上とりあげられたら、余計に悔しさと悲しさが倍増するでしょ……っ」

「残酷だな、残業ってのは……」

　昼休憩の聖地にどよんと重い空気が漂う。しばしの沈黙が続いた後、ふいに口を開いたのはジェイドだ。

「──じゃあさ、改めて有給使って、どこか旅行に行くってのはどうだ？」

「旅行ぉ？」

　ジェイドの真意が読めず、じとっと見上げる。アリナと視線が合うと、ジェイドは何な故ぜかさっと目をそらしながら何でもないように続けた。

「ほら、リーティアンとか。職員旅行じゃ楽しめなかっただろ。どうせアリナさん、今年の有給なんて余りまくってるだろうし、こういうときに使わないと」

「どうせってなによどうせって……まあ余りまくってるけどさ」

　受付嬢に与えられた有給休暇は、一年のうちに使いきることが推奨されている。使い切れなかった分はある程度来年に繰り越せるが、繰り越せる日数には上限がある。アリナの有休は繰り越せる日数を大幅に超えて余っているので、このまま使わずに一年を終えるのは損なのである。

「ふん。だからって、何であんたとリーティアンに旅行しなきゃいけないのよ」

　鼻をならして、アリナは腕を組んだ。

　まあそんな冷たい言葉もジェイドとアリナの間ではもうほとんどご挨拶みたいなもので、いつものお決まりの言葉とともに顔をしかめたアリナは、しかし次に返ってきた言葉に一瞬耳を疑った。

「いや、俺じゃなくてライラとか、ナーシャとかと一緒にさ。ルルリも行きたがってたし」

「……へ？」

　きょとんと目を瞬まばたく。

　一緒に旅行に行くのはジェイドではなくライラやナーシャやルルリ。そう言う彼の提案に、アリナは無視できないほどの強い違和感を覚えた。何かおかしい。アリナはその違和感を突き止めようと黙り込んだ。

「……おかしい。なーんかおかしい……」

　じぃっとジェイドを観察するが、ジェイドの表情にこれといっておかしなところは見つからない。

「な、何だよ。おかしいこと言ったか？」

「……うん、やっぱりおかしい。だって、こういうときジェイドなら真っ先に『アリナさんとデート行きたい～！』とかなんとか言ってくるはずでしょ」

「うっ」

　アリナの指摘を受けて、ジェイドは石像のように固まってしまった。数秒後にハッと我に返ったように小さく息を吸うと、慌ててジト目のアリナから目をそらす。

「なによ」

「いや……まさかそんなこと言われるとは」

　頭をかきながらジェイドは苦笑する。

「そりゃ、もちろんアリナさんとデート行けたら嬉うれしいけどさ、たまには気心の知れた者同士、女子旅とかいいんじゃないかと思って。リーティアンは女の子憧れの観光地だし」

「……」

　ここまで言ってなお、いつものように『つ、つまりこれはアリナさんと旅行に行っていいってことか……!?』などと無駄に目を輝かせることをしてこないジェイドに、アリナの覚えた違和感はさらに増していく。ジェイドはアリナからさりげなく目をそらすばかりだ。

「治安もいいし、行動や恰かつ好こうに注意していけば、そうそうトラブルにも巻き込まれないだろう。護衛役としての男手もいらないはずだ」

「……ふーん。まあそうね」

　どうやらこれ以上追及しても無駄そうだ。諦めて、アリナは肩をすくめた。

「職員旅行の時はルルリも行けなかったし、長期休暇で私の実家に行くー！　とか息巻いてたライラも力尽きて結局行けなかったし、いいかもね」

　アリナにライラ、ナーシャ、ルルリ……考えてみれば今までにない面白いメンバーだ。きっと仕事の鬱憤なんか忘れて、リーティアンを思いっきり楽しめるだろう。アリナがこれまで大事に大事にとっておいた有給を使うに値する。ジェイドの提案は悪くなかった。

　でもやっぱり、なんかおかしい。

「と……ところでアリナさん、そろそろ昼休憩終わるんじゃないか？」

「はっ！　そうだ、まずいまずいっ」

　ジェイドに指摘されたアリナは、ようやく午後の業務再開までに五分しかないことに気づき、それまでの疑問も吹き飛んで、慌てて弁当箱を片付けるのだった。
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　空の弁当箱を抱え、イフール・カウンターの裏手に続く小さな階段を駆け下りながら、はたとアリナは足を止めた。

　先ほどまでいたお気に入りの広場を振り返ると、ジェイドがこちらに軽く手を振って、反対方向へ去って行く。やがてそこには誰もいなくなり、昼間の静かな街の喧けん騒そうが、風にのってかすかに聞こえるだけとなった。

　仕事の昼休憩は、必要に迫られない限り職場の外でご飯を食べる──そう決めているアリナにとってこの広場は、長らく何者の侵入も許さない聖地だった。しかし、ここ最近は一人でいることのほうが少なくなっていた。

　ジェイドがいたり、ライラがいたり、ルルリやロウ、ナーシャがいたりする。一人で過ごす聖地は、いつの間にか皆と顔を合わせる場所となっていた。少し前までは、昼休みにまで誰かと喋しやべるなんて鬱陶しいし、一人黙々と、疲れた心と体を休ませたいと思っていたはずだった。

　しかし気づけば、気の知れた誰かと話して過ごすのも悪くないと思えるようになっていた。

　仕事の愚痴を吐いたり、全然関係ない話をしたり、話を聞いたり聞いてもらったり──そんなやりとりによる回復方法もあるのだと、アリナは最近知った。

　だからジェイドと話す昼休みも別に嫌じゃない。ただ、今日は、拭えない違和感だけがそこにあった。

「……」

　アリナは眉をひそめる。

　いつもなら脊髄反射みたいな反応速度で、デートだなんだと言ってくるのに。今日はやけにしおらしくて、調子が狂う。まったく、変態クソストーカーとしてあるまじき失態である。

　むす、とアリナは唇を突き出した。

「なによ、ジェイドのくせに」

　なんなら、いつもみたいにそう言ってくるのを、ちょっと待ってたのに。

「……別に、ジェイドとリーティアン行きたくないなんて、言ってないじゃん……」

　もう誰もいなくなった広場にぽつりと文句を言って、アリナはイフール・カウンターに駆けていった。
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「はー……。まいったな」

　広場を後にしたジェイドは、頭をかきながら腰のポーチから二枚のチケットを取り出した。

　リーティアン行きの、二人分の乗船券だ。

　今まさに話していた、リーティアンへ行くために必要なものである。リーティアンのあるリル島には転移装置クリスタル・ゲートがないため、数日に一度でている連絡船でしか渡れない。

　人気の観光都市へ行く唯一の交通手段として、リル島行きの乗船券は人気が高い。決して気軽に買えない値段がするのだが、そのうえでなおすぐに売り切れてしまうのだ。

「アリナさん……変なところで鋭いんだよな……」

　事務処理の細かいミスは見落としがちなアリナだが、ジェイドが本心を隠しているとき、彼女は必ず何かに気づく。気づきながらも、しつこく最後まで問い詰めないところが彼女の優しいところだし、ジェイドはそれにいつも甘えてしまう。

　その乗船券を眺めながら、ジェイドは数日前のことを思い出していた。




『──長期休暇終わってからのアリナ先輩、すんんんんごい落ち込んでるんですよ』

　アリナの長期休暇が終わり、イフールに帰ってきてすぐのことだった。ライラから話があると呼ばれたジェイドは、そんな相談を受けたのだ。

『どうやら三日しか休みをとれなかったのがよっぽどこたえたみたいです。先輩たちの配ってるお土産で泣き出しちゃうところとか見ちゃうと、もう可哀想かわいそうで可哀想かわいそうで……』

『それは確かに……可哀想かわいそうだな……』

　普段のアリナからその光景がありありと想像できた。

『だから、アリナ先輩を旅行に連れて行ってあげてほしいんです。リーティアンとか！』

『リーティアン？』

『……あの、ほら。リーティアンでの職員旅行、私とナーシャ先輩がめちゃくちゃにしちゃったじゃないですか……』

　気まずげに両手の人差し指を突き合わせるライラの言った通り、アリナがずっと憧れていた人気観光都市リーティアンでの職員旅行は、ナーシャの画策によってさんざんタイムリープを繰り返したあげく、魔神まで復活して、結局旅行どころではなくなってしまったのだ。アリナがリーティアンを楽しめたのは、せいぜい初日の半分くらいだろう。

　ライラやナーシャがそのことをずっと気にしていたことは、ジェイドも知っていた。だからライラの提案には全面的に賛成だ。

『ああ、リーティアンに行くのはいいんだが……一緒に行くのは、俺、なのか？』

『え？』

　ジェイドが尋ねると、ライラはやはり鳩はとが豆鉄砲を食ったように目をきょとんとさせて、首をかしげた。

『逆に、ジェイド様じゃなくて誰がアリナ先輩と行くんですか？』




　ジェイドは手元の乗船券に視線を落とす。

　もしアリナが本当に旅行に行きたがっているならと、一応入手はしておいた。しかし今日こうして実際話したジェイドは、この乗船券を取り出す事が出来なかったのだ。それどころかとっさにライラたちの名前を出してしまった。

「アリナさんと旅行か……」

　ぽつりとつぶやく。

（いつもだったら、言えたんだろうな）

　でももう言えない。それだけはわかっていた。

　脳裏に浮かぶのは、アリナの故郷フィールアで見た、彼女の笑顔だ。幼い頃から親しかったという冒険者シュラウドがアリナの前に現れ、二人で話していたときの、アリナの嬉うれしそうな顔。頰を朱に染めて動揺する顔。

　それは、残業で疲れ切った受付嬢の顔でも、安定職に就いて立派に自立している社会人の顔でも、怒りのままにボスをたこ殴りにする処刑人の顔でもなかった。ただただ、十七歳の少女が見せる、純粋な素顔だったのだ。

　あんな顔を見たら、ルルリやロウから恋愛音痴の烙らく印いんを押されているジェイドだって、さすがにわかってしまう。

　アリナがシュラウドに対して抱いてきた感情が、単なる親しみだけではないのだということが。

　死んだと思っていた思い人が、どんな形であれ戻ってきた──なら、それはもうゴールの見えたハッピーエンドだ。そこに赤の他人のジェイドが割り込むなど、無粋もいいところなのである。今まで散々辛つらい思いをして、その辛つらさを一人で抱え込んで生きてきたアリナには、幸せになってほしいとジェイドは心からそう思っている。

（……なら、アリナさんの隣にいるべきなのは、俺じゃない）

　だからこそジェイドはそういう結論を出した。心のどこかで激しく反論しようとしてくる何かをねじふせ、二人分の乗船券を腰のポーチに押し込んだ。

　乗船券はあと二枚追加して、四人分のものをライラに渡しておこう。それでみんなで楽しんできたらいい。

（切り替えろ）

　戦闘時にいつもやっているように、ジェイドは心の中で己に言い聞かせて、視線を鋭くし、顔を上げる。

「俺にはやらなきゃいけないことがあるだろ。旅行なんて、行ってる場合じゃない」

　脳裏にはフィールアでの苦々しい戦いの記憶が焼き付いていた。〝あの方〟──いや、四聖の一人【剣聖】に手も足も出ず、完敗した記憶だ。不完全とはいえジェイドは神域デイアスキルをもっていた。それでもなお、アリナを守ることも、一いつ矢し報いることすらも叶かなわなかったのだ。

（強くならないといけない）

　固い決意とともに広場を後にしたジェイドは、イフールの大広場で停留している馬車に乗り込み、冒険者ギルド本部に向かった。
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「……午後の受注はだいたい片付いたわね」

　冒険者を見送って、アリナは一息つく。午後の受注業務も三時を回り、カウンターに来る冒険者が少なくなってきた。

「そろそろあの後回しにしてた山、片付けるかーっ。……はー、今日は残業かなぁ……」

　気が乗らないが、いつまた新ダンジョンが発見されて受注ラッシュに見舞われるかわからないのだ。さっさとやってしまわないと自分の首をしめることになる。

　重いため息をつきながら事務室に向かおうとしたアリナに、ライラが血相を変えて駆け寄ってきた。

「アリナ先輩、大変です！」

「ライラ？　どうしたのよ慌てて」

「それが……！　大変なんですよ！　私たちのあの後回しにした書類が──！」

　そこまで聞いて、さぁっとアリナは青ざめた。

　ライラの慌てようから見るに、緊急事態なのは一目瞭然だ。まだ日はあるからと放置していた書類に何か重大な問題があったのは明らかである。

「な、なに!?　まさか、期限の早い書類とかお金関係の書類が紛れてたとか……!?　書類をどこかになくしちゃったとか!?」

　考えられるミスの可能性はいくらでもある。

　公務に携わる者にとって、書類の紛失は重大なミスだ。他にも業務の種類によっては、処理を終わらせる期限が法律で定められている場合もある。もしクエスト成功報酬の金額関係の書類が紛れてしまっていた場合、先日までの支出計算まで合わなくなってくる。

　なにしろアリナはこれまであらゆるミスを犯してきた。思い当たる全てのミスが結構なトラウマ級のものばかりで、胃がきゅっとなる。血の気が引いていくアリナに、ライラは力無く首をふった。

「いいえ、そんなもんじゃありません……！」

「じゃ、じゃあ……」

　アリナにすらまだ犯したことのないミスがあるというのか。震えるアリナに向かって、ライラは意を決したように顔を上げ、こう言った。

「後回しにしてた書類の処理が……ほとんど終わってるんです！」

「な、なんてこと!?　書類の処理が終わって──……は？」

　一旦驚いてから、アリナはもう一度冷静にライラの言葉を理解して、ぱちくりと目を瞬まばたいた。

「処理が終わってる？　ミスじゃなくて？」

「ミスもなにも、超完璧に処理が終わってるんですよ！　こっち来て下さい！」

　ライラに腕を引かれながらアリナは事務室に飛び込んだ。午後の事務室はまったりとした時間が流れていて、先輩受付嬢たちがデスクで受注書の処理を行っている。とても重大なミスが起きた空気とは思えなかった。

「ほら、ほら。見て下さいこれ……！」

　ライラに言われるがまま、アリナは自分のデスクの上にうずたかく積まれた書類の一枚を確認し──息を吞のんだ。

「ほんとだ……処理が……終わってる……」

　さらにもう一枚、もう一枚と確認していき、結局、書類の山の最初から最後まで、手をつけていなかったはずのものが全部処理済みとなっていたのだ。

「どどど、どういうこと？」

　何か重大なミスが起きたときよりも、アリナはよっぽど混乱した。残業で思考がふにゃふにゃになっているときは、〝眠っている間に妖精さんが仕事全部やってくれないかな～〟などと無駄なことを考えたりもするが、こうして実際、見えない力が働いていきなり仕事が終わっていると、不気味以外のなにものでもない。

「これは夢……!?　そんなことって──」

「アリナちゃん、ライラちゃん、休暇前は大変だったわね」

　ふわりと女子力の高いいい匂いとともに、しとやかな声がかけられた。はっ、とそちらを向くと、アレッタ先輩が書類の束を持って、にこりと笑っている。

「驚かせちゃってごめんなさい。実はその書類、私がある程度片付けちゃったの」

「ええ……!?」

「まあ、解読できない謎の走り書きメモがある書類は、手をつけていないんだけどね」

　くすっと上品に笑って、持っていた数十枚の書類の束をアリナに渡す。その書類には、それぞれメモが書き留められていた。

　メモといっても、物理的に解読不可能な文字らしきものが書き殴られていたり、『遅　２～　サセ』などと記入者以外には全く理解できない暗号文が書かれていたりする。確かにこれは担当者以外手を出せないだろう。

「あ……、ありがとう、ございます……？」

　アレッタに言われてもまだ信じられず、アリナは困惑しながら彼女の笑顔を見上げた。

　それもそのはず。このイフール・カウンターにおいて、〝他の受付嬢が担当している仕事に手を出す〟という行為は、暗黙の了解で一切禁じられているからだ。

　だから今回アリナたちが長期休暇前に受け付けた膨大な量の書類は、たとえそれが人手の足りない時に起きた不運であろうと、アリナたちが最後まで責任を持って片付けなければならないのだ。今回のようにアレッタ先輩が代わりに処理することは、イフール・カウンターにおいては違反である。アリナももう期待なんてこれっぽっちもしていなかったのに。

　呆ぼう然ぜんとするアリナに、アレッタ先輩はいたずらっぽくウインクして、形のいい唇に人差し指を当てた。

「私がアリナちゃんたちの仕事を片付けたの、スーリには内緒よ。あの子、こういうの嫌いだから」

　アレッタ先輩がちらっと目をやった先には、黙々と事務作業をしている受付嬢がいる。

　アレッタと同期で、イフール・カウンターに七年配属されている最年長受付嬢の一人であり、主任の役職を持つスーリ先輩だ。

　スーリの腰まで届く長い金髪は、どんな激務の日でもお手入れされていて、受付嬢の制服にはしわ一つなかった。その隙を見せない様は身なりだけではない。スーリ先輩の事務作業はいつも早く、完璧である。

　主任は現場の受付嬢たちをまとめ、円滑に業務が遂行できるよう目を配る立場にある。イフール・カウンターの現場リーダーだ。

　そして彼女は徹底した〝個人体制〟の考え方を持っていた。〝個人体制〟とはどんな仕事も一人で最後まで受け持つこと。受付嬢同士が仕事を分け合う〝協力体制〟を許さないのだ。

「はい。ありがとうございます。助かりました」

　アリナも声を抑え、アレッタ先輩に礼をする。アレッタ先輩は、スーリ先輩と同期ということもあってか、主任の方針に反することをしながらもあまり悪びれた様子はない。

「こちらこそ、私たちが休んでいる間に、人手がないなか踏ん張ってくれて助かったわ。これくらいは手伝わないと罰が当たっちゃうもの。──あ、一応あなたたちの目で書類の確認はしておいてね」

「は……はい」

「ああそうそう。もうすぐ冒険者ランク査定があるわね」

「……？　それがなにか？」

　年に一度行われる、冒険者ランク査定。冒険者の一年間の実績と収入に応じて、与えられているランクを見直す手続きである。

　全冒険者を対象とする大規模な行政イベントであり、冒険者にとってもランクの上下によっては向こう一年間の仕事の幅が大きく左右される、大事な手続きだ。

　とはいえ、受付嬢にはあまり関係ない。冒険者ランクに関してはギルド本部事務局が全面的に担当しているからだ。

　きょとんと首をかしげるアリナに、アレッタは意味深に笑って見せた。

「ええ、ちょっとね。今回はアリナちゃんに、期待しちゃおっかなって」

「……？」

「それじゃ、残りの仕事もがんばってね」

　にこりと優雅に笑ったアレッタは、困惑するアリナを残して自席に戻っていった。
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「すごい……全部完璧です。やっぱり、〝先輩〟は〝先輩〟、なんですねぇ」

　ライラの感嘆の声を聞きながら、アリナも自分の書類の山を確認していく。しかしどこまで見てもミスは一つもなく、処理は丁寧に終わっていた。なんならこちらが気づかず犯していたミスを修正してくれた形跡もある。

「何はともあれありがたいです。こんなことって、あるんですね。先輩たちは手伝ってくれないものとばかり思っていました」

「うーん……イフール・カウンターに来て三年目だけど、私もこんなことは初めてだな」

「どんな心境の変化なのでしょうか？　というか今後も先輩たちがこれくらい手伝ってくれたら、私たちの残業だって減るんじゃないんですかね……!?　だっていつも先輩たちは自分の分がさっさと終わってるんですから。少しくらい手伝ってくれてもいいですよね!?」

「……」

　まあ、ライラの気持ちはよくわかる。だがアリナは軽率なライラの願望に首を横にふった。

「それは難しいと思う。アレッタ先輩が何を考えているのかわからないけど、これは今回だけの特別だよ」

「……やっぱりそうなんですか？」

「ライラももう気づいてると思うけど、イフール・カウンターは基本的に、〝個人体制〟の考え方なの。自分の分が終われば、それで仕事は終わり。誰かが担当している業務には絶対手を出しちゃだめ」

　実際、先輩受付嬢たちは、自分が担当した膨大な書類は、誰に押しつけることもなくきっちり自分で終わらせて、さっさと定時で帰っている。他人の業務に手を出さない代わりに、自分が受け持った分は、絶対自分だけの手で終わらせているのだ。

　激務の続くイフール・カウンターで長年戦い続け、鍛えられてきた先輩たちはやはり優秀だ。彼女たちに比べてアリナやライラは経験値や事務能力が圧倒的に劣るため、受注ラッシュや予期せぬイベントが起こるたびに、残業祭りなのである。

「まあ確かに、先輩たちも繁忙期は私たちと同じ量を平気でこなしてますもんね……そのうえで私たちの分までやってくれなんて、言えないかぁ……」

「イフール・カウンターの〝個人体制〟の方針は、私が入所したときからずっとあったし、簡単には変わらないと思う」

　何しろ受付嬢が従事する公務というものは、徹底した〝前例主義〟という考え方が基本にある。例年行われてきたことを、例年と同じように遂行するのだ。失敗の許されない重要な仕事だからこそ、リスキーな挑戦や変化より保守を選択する。イフール・カウンターにおいて〝個人体制〟がよしとされ脈々と受け継がれてきたのなら、きっとこれからも変わらないだろう。

「だから私がライラを手伝うのは教育係として見てる今だけだし、今だってちょっと手を出しすぎてるくらいの、異例中の異例ってこと」

　本当だったらもうライラを放り出して自分の仕事に専念していいのだが、アリナが新人の頃にそれで辛つらい思いをしたこともあって、今もなおライラの手伝いをしているのだった。

「ア……アリナ先輩ぃぃ……！　ありがとうございます……！」

　ひっしとライラに抱きつかれながら、アリナはふむと顎に指をあてて考える。

「……そう。だからこそ、アレッタ先輩の突然の行動が理解できない……」

〝今回はアリナちゃんに、期待しちゃおっかなって〟──そう言ったアレッタの意味深な言葉も気になるところだ。ベテラン受付嬢が、今更三年目のアリナに、何を頼ることがあるのだろうか。考えながら、はっとアリナは恐ろしい可能性に気づいた。

「まさか、なんだかんだまた残業が始まって、私一人に残業を押しつけようとか……!?」

「その可能性は大いにありますね。いや、その可能性しかありませんね」

「で、でも！　今までだって突然の残業はたくさんあったけど、わざわざこんな宣戦布告みたいなことは、先輩たちはしてこなかったし……！」

「そうですね……確かに、先輩たちは誰かに残業を押しつけることってなんだかんだしないですよね。まあアリナ先輩は一日の集計担当を押しつけられて、結果的に残業とかになったりはしてますけど」

「うーん……もやもやする」

「アレッタ先輩が私たちの残務を片付けてくれたのは、単純に機嫌がよかったからじゃないですか？　それとも、やっぱり少しくらいは罪悪感があったとか？」

「……」

　どれもこれも違う気がする。だが、考えても答えは出ないだろう。

「ま、とりあえずアレッタ先輩のおかげで今日は残業せずに帰れるんだから、ありがたく好意として受け取っておくか……」

　なんだか晴れない気持ちを抱えたまま、アリナは肩をすくめて事務作業にとりかかった。
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「──〝強くなりたきゃ四聖に頼れ〟、か……」

　冒険者ギルド本部、ギルドマスター執務室。

　応接用に設しつらえられた高級な革張りのソファに、ロウ・ロズブレンダは寝転がっていた。

　炎のように真っ赤な髪と、漆黒のローブに身を包む、冒険者ギルドの精鋭《白銀の剣》の後衛役バツクアタツカーを務める黒魔導士だ。

「簡単に言ってくれるよな～」

「ロウ、お行儀が悪いのです」

　そんなロウをぴしゃりと𠮟りつけたのは、重厚なテーブルを挟んで向かいにちょこんと座る、一見幼い子供に見える白魔導士の少女、ルルリ・アシュフォードだ。

　童顔に加えて同年代の平均身長よりずっと低い華きや奢しやな体のせいで、子供が冒険者ごっこをしているようにしか見えないが、彼女もまた、《白銀の剣》の回復役ヒーラーを任されている優秀な冒険者だった。

　ルルリは来客用に出されたお茶を一口飲んで、ロウをキッと睨にらみつけた。

「確かにこのふかふかソファは、寝っ転がりたくなるのもわかりますが……！」

「へいへい」

　体を起こしてソファに座り直す。ロウは先程からずっと、数日前のアリナの故郷フィールアにて、シュラウドから言われた言葉の意味を考えていた。

「どう頼れって言うんだろうな。そもそも四聖と接点を持つことすら、一般人には不可能に近いってのにさ」

【剣聖】の分身体と戦い、手も足も出ずに負けた白銀に、元四代目【大賢者】たるシュラウドは〝今以上に強くなりたいなら四聖を頼れ〟という言葉を残したのだ。

「……惨ざん敗ぱい、でしたからね」

　ルルリもその日の苦い記憶を思い出して顔をしかめている。

「シュラウドさんが助けてくれなかったら、今頃私たちは……」

「だなー」

「だ、『だなー』じゃないのです『だなー』じゃ！　ロウは悔しくないのですか？　ジェイドだって、最近はなんだか思い詰めてる感じですし」

「まあ、悔しいけどさ。それより気になるのは【剣聖】の目的なんだよな……」

「目的？　それなら、シュラウドさんは〝この時代を壊すことだ〟って言ってましたよ」

「けど現状、表向きじゃ大陸は平和だよな」

「平和なのはアリナさんが魔神を倒してくれたおかげなのです。そうでなければ今頃先人たちと同じ末路をたどっているのです」

「そうだけどさ……」

　煮え切らないロウの返事に、ルルリはちょこんと小首をかしげた。

「何が気になるのです？」

「いや、あんだけ強い【剣聖】なら、さっさと大陸なんて壊せそうだなって」

　は、とルルリは目を軽く見開いた。

「確かにそうなのです……」

「【剣聖】が何者なのか知らねえけど、まだ誰も魔神の事を知らないときから、魔神の情報を持ってて、封印の解除の仕方も知ってた。そんで、【剣聖】はこの大陸の破壊を望んでる……俺なら、さっさと全魔神の封印を解いて、さっさと総攻撃して、大陸を破壊するけどね」

「ふむ……」

「なのに、実際魔神の封印を解き始めたのはアリナちゃんが神域デイアスキルを発芽してから。しかもご丁寧に一体ずつ封印を解く。そのせいで全ての計画が失敗してる」

「【剣聖】にもコントロールできないことがあったのではないですか？　たとえば、魔神の封印の解き方を知っていても、魔神がどこに封印されているのか知らなかった……とか。もしくは、裏クエストを受注できなかったとか、裏クエストは同時に複数受注できないとか」

「そういえば裏クエストなんてもんもあったね。あれ、結局なんだったんだ」

「うーん、謎ばっかりなのです」

　ロウは両手を後頭部に回し、ソファに深く身を沈めた。

「どうも俺には、【剣聖】がこの大陸を本気で壊そうとしているようには思えないんだよな」

「じゃあ、何をするつもりなのです」

「知らね」

「むー……」

「ただ、そうだな。なんの根拠もないけど、感じるのは、なんか、まるで……もっと大きな何かを、狙っているような……？」

「何かって何をです」

「知らね」

「むう───……」

　考えすぎてルルリが目を回し始めたので、ロウは苦笑した。

「まあここまでにしとくか。今考えても仕方ないしな。情報が少なすぎる」

「けど、ロウは無駄に勘がいいので馬鹿に出来ないのです……」

「無駄にってなんだよ無駄にって」

　じっとりとルルリを睨にらむと、彼女は面白そうにくすくす笑った。ロウはため息をついて頭をかきながら、その視線は執務室の奥に立てつけられた一枚のドアに向く。

「……にしても、二人とも出てこねえな」

「そうですね。かれこれ一時間以上経たっているのです」

　ルルリもまた、そのドアに……重厚な扉に目を向けた。

　物理的にも頑丈だが、その扉にはさらに幾重にも重ねられた魔法陣が刻みこまれ、淡い光を放っている。何者の侵入も許さない施せ錠じようのシールドに、防音効果のシールド、外部からの攻撃を防ぐシールドまである。緊急時はひとまずあの部屋に逃げ込んでおけば、たいていの危機は回避できるだろうという物々しい守りだ。

　ギルドマスターの執務室には、執務机と応接用のソファテーブルがあり、普段の仕事はもちろん、客人を迎え入れ、談笑や交渉など十分にできるものがそろっている。

　そのうえでなお、あの重厚な扉の向こうには、応接用の個室があった。

　そう、つまり、万が一にも他人に聞かれたくない、最重要機密の話し合いに使われるものだ。

　ジェイドとグレンは、数時間前にあの部屋に入り、フィールアでの報告を行っていた。魔法陣のおかげで中の話し声は一切こちらには聞こえないし、いまだに出てくる気配もない。

「グレンは大丈夫なんかね」

「確か、グレンは【剣聖】のお弟子さんだったのですよね。自分のお師匠様が〝あの方〟の正体だったなんて知ったら、悲しいです……」

「……そうだな」

　フィールアで敵対した【剣聖】。突如ロウたちの前に現れた彼は、自分こそが〝あの方〟の正体だと暴露したのだ。

　これまで汚い手をつかって幾度も魔神を蘇よみがえらせ、《白銀の剣》やアリナたちを窮地に追いやってきた〝あの方〟。グレンは以前、魔神核を手に入れるために〝あの方〟の手足となって暗躍していたことがある。その野望もアリナの大鎚ウオーハンマーによって断たれ、その際に〝あの方〟に関する一切の記憶を失っているのだ。

「魔神の力で、死んじまった娘を蘇よみがえらせたい……だったっけか、グレンが願っていたのは。あのときは、なんでそんな馬鹿げた甘言にまんまと乗っちまったんだって思ったけど、自分の信頼していた師匠である【剣聖】から言われたんじゃ、縋すがってみたくもなるよな……」

「あんまり考えたくないのですが……もし最初から全て【剣聖】の計画通りで、そのためにグレンを弟子にしたのなら……やはり【剣聖】は、あまりに残酷なのです……」

　ルルリの沈んだ声を聞きながら、ロウは来客用に出されたお茶を一口すすった。
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「……〝あの方〟の正体が……【剣聖】……」

　報告を一通り終えたジェイドは、グレンのかすれた声を聞いていた。

　ギルドマスター執務室の奥に作られた、最重要機密の情報を取り扱う部屋の中である。

　重厚に守られた部屋には窓はなく、テーブルと椅子が置いてあるだけだ。ジェイドはグレンと向かいあって座り、フィールアでの一連の出来事を報告していた。

　最後まで黙って聞いていたグレンは、顔から血の気を引かせ、なかなか言葉が出ないようだった。

（……無理もない）

　グレンに冒険者の手ほどきをし、剣術を教えた師匠が【剣聖】だ。そして、〝リン〟という孤児の女の子をあてがい、グレンに父親となるよう諭したのも【剣聖】なのである。

　血はつながらないものの、グレンはリンを娘として愛していた。彼女の死後、自らの命を犠牲にしてでも娘を蘇よみがえらせようとするほどに。

　長い沈黙の後、グレンは絞り出すようにジェイドに聞いた。

「……偽にせ物もの、という可能性は……──いや、実際に戦ったお前が言うんだ。そんなことはないだろうな」

「ああ。俺が見た限りでは、誰かがなりすましているとは思えなかった」

　グレンに同情はするものの、ジェイドは見たままを話すしかできない。

「と言うより、【剣聖】は人間離れしすぎていて……〝人の形をした何か〟にしか見えなかった」

「……そうか」

「記憶は戻らないか？」

　グレンが〝あの方〟の手足となり、魔神復活をもくろんでいた時は、少なくとも〝あの方〟と名乗っていた【剣聖】と直接やりとりをしている。その記憶を、グレンは何らかの方法で消されてしまっていた。

「……戻らない。一度消えたものは元に戻らないのかもしれないな」

　はあ、とグレンは大きく息を吐き出した。頭を切り替えるように、わずかに上を向く。

「〝あの方〟の正体はわかった。その強さも。完全な人間ではないとはいえ、失踪していた四代目【大賢者】……シュラウドが復活したのは不幸中の幸いか……」

「そうだな。命拾いした」

「嬢ちゃんは大丈夫なのか？　シュラウドとは特別仲が良かったのだろう」

「ああ、アリナさんなら大丈夫そうだ。しっかり割り切ってたよ」

「さすがだな」

　ため息をつくと、グレンはふいに小さく自嘲した。無骨で大きな右手で両目を覆うと、力なく首をふった。

「皆、本当に強いな。年寄りはダメだ。昔に囚とらわれ、いつまでも取り残されている……」

「そんなことないだろう。左腕と引き換えに、グレンは過去から前に目を向けたはずだ」

「……ああ。そうだったな」

　アリナに盛大に𠮟られた時のことを思い出したのか、ふっとグレンが小さく笑った。ようやく強こわばっていた彼の表情が緩む。

「四聖と接点を持つなら、今が絶好の機会だ」

「！　できるのか」

「可能性は低く、ほぼ賭けだが……ここから離れた〝聖都ウォリア〟に四聖たちが住んでいることは知っているな」

「ああ、四聖たちが代々居を構えている町だな」

「公務がないとき、四聖はウォリアにいる。そして今はちょうど、訪問や食事会や各ギルドからの報告会が一通り終わって、ひまを持て余している時期のはずだ。ウォリアにいる可能性が高い」

「そうか、そこでうまく【聖母】か【守護者】と接点を持てれば……」

「ああ。だがすぐにまた公務が始まるはずだから、急いだ方がいい。本当はギルドマスターとして四聖と話す場を設けたいところだが、【剣聖】がどう動くか分からない以上あまりおおっぴらに行動するわけにもいかないからな」

「わかった。ロウとルルリと一緒にすぐにウォリアに行く」

　立ち上がったジェイドに、グレンは大きく頷うなずいた。

「そちらは任せた。俺はこちらで、ナーシャの力を借りながら魔神核についてもう少し調べようと思っている」

「魔神核……そういえば一つだけ残っていたな」

「ああ。これまで魔神から回収できたものと、砕けてしまったものがあるが、少し前に俺が装着した魔神核が残っている。ナーシャの話では、本来あれは悪意のもとに作られたものではないというからな。正しく使えるようになれば、利用価値はある」

「……確かに、魔神の力を正しく使えるようになれば、十分【剣聖】の対抗手段になる……」

　顎に指をあててつぶやいたジェイドは、途中ではっと顔を上げた。

「だからといって、あまり無茶はするなよ、グレン」

　グレンはすでに一度、魔神核を装着している。その際は別人格に意識を乗っ取られ、暴走していたのだ。同じような事が起こらないとも限らない。

　ジェイドの言葉に、グレンがふっと苦笑した。

「当然、同じ轍てつは踏まん。まあその言葉は、そっくりそのままお前に返すがな」

「え？」

「あまり死にかけてばかりいると、嬢ちゃんにまた怒られるぞ」

「ああ、わかってる」

　ジェイドも苦笑して、二人は堅けん牢ろうな部屋から出た。
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「──というわけで、ウォリアに向かうことになった。明日にでも出発するから、準備してほしい」

　ギルド本部からイフールに向かう馬車のなかで、ジェイドは同乗しているルルリとロウに説明していた。

「なるほど、ウォリアね。了解」

「……【聖母】や【守護者】がいるということは、【剣聖】もいる可能性が高いということなのですよね。うまくいくといいのですが……」

　不安そうなルルリの肩を、ロウがぽんと叩たたいた。

「ま、起きてないことを心配したってキリがねーし。イフールにこもってたってどのみちこのままじゃ負けて殺されるだけなんだ。少しでも可能性があるなら腹決めていくしかないっしょ」

「そ……そうですね、そうなのです！　私も頑張るのです！」

　ぎゅ、と小さな握りこぶしを作るルルリに、「よーしその意気だ」とロウが笑う。

「──ところで、ウォリアに行くのはいいんだけどさ、リーダーは明日出発でいいわけ？」

「？　ああ、急がないと、四聖がウォリアから離れてしまうし」

「まあリーダーがいいならいいんだけど」

「何かあるのか？」

「いやだってほら、もうすぐランク査定だろ？」

「そういえばそうでしたね。でも白銀は冒険者ギルド専属だから、査定もなにもないのです」

　冒険者ギルドの精鋭である《白銀の剣》は、収入も実績も全てギルド側が把握しているのだ。そのため、毎年何か必要な手続きを迫られることはなく、勝手にギルド本部が処理しているのである。

「風の噂うわさだけど、今年からランク査定は、ギルド本部だけじゃなくてクエストカウンターも申請受付場所にするらしい……って聞いてさ」

　それだけで、ロウが何を言わんとしているのか、ジェイドもルルリもわかってしまった。

「じゃあ、イフール・カウンターもなのです……？」

「そ。そしたらさ、何しろ全冒険者が対象だろ。アリナちゃんやばいんじゃないかなって」

「確かに……それは……なかなかにまずそうだな……」

　もしロウの話が本当だった場合、ランク査定はライセンスカードを有する全冒険者が対象となる。その数は、新ダンジョンに群がる冒険者の比ではない。

「残業の手伝い頼まれるんじゃないのか？　どうする？」

「……」

　ジェイドは数秒押し黙って迷ったが、すぐに首を横に振った。

「……いや、ウォリアに行く。この機会は逃せない」

　ふう、とため息をついて、ジェイドはアリナに罵倒される覚悟を決めた。夕日の落ちる窓の向こうに目を向けて小さくつぶやく。

「……ごめん、アリナさん……」
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　イフール・カウンターのクエスト受注窓口が開く三十分前。事務室では受付嬢たちが集まり、月に一度の朝礼が行われていた。

「えー。今日は重要なお知らせがあります」

　前に立つカウンター長が、こほんともったいぶった咳せきをする。

「みなさん、一ヶ月後に年に一度の冒険者ランク査定が始まるのは知っていますね」

「……アリナ先輩アリナ先輩、ランク査定ってなんです？」

　隣の席のライラが、つんつんとアリナの腕をつついて、小声で話しかけてきた。

「……」

　アリナは『あんたまた重要な回覧を適当に流し読みしたわね？』という気持ちを込めてじろりと睨にらむと、言いたいことが伝わったのか、ライラがテヘっと可か愛わいらしく舌を出した。

「テヘじゃないのよテヘじゃ……」

　ため息をついて、アリナは小声でライラに説明する。

「冒険者ランク査定。ライセンスカードを持つ全冒険者が、一年間の収入とかクエストクリア実績とかを漏らさずギルドに報告して、ランクの審査をするのよ」

「へえー」

「まあ査定の担当はギルド本部事務局だから、受付嬢はあんまり関係ないんだけど……なにしろ全冒険者が対象だからね。この時期、本部の事務局はパンクしてだいたい死んでるし、各カウンターから、何人か手伝いにも行かされるのよ。去年も先輩が二人、行ってたかな」

「じゃあ、今年はお手伝い誰にしようか？　みたいな話ですかね。カウンター長のは」

「そうじゃない？」

　適当に答えて肩をすくめると、ちょうどカウンター長が、ずばり本題を切り出した。

「えー実はですね。今年からランク査定をクエストカウンターでも受け付けることとなりましたわけで」

「ね、ほら──………………は？」

　アリナは一瞬耳を疑った。

　あの男、今なんて言った？

　ランク査定を、クエストカウンターで受け付けるって言った??

「ちょちょちょ、ちょっと待ってください！　いきなり査定なんて、できないですよ……!?」

　抗議の声をあげたのは先輩受付嬢の一人だ。

　カウンター長の突然のお知らせに、さすがの先輩受付嬢たちも動揺が隠せないのか、事務室にざわめきが広がった。いや、アリナやライラなんかより、先輩たちのほうがよっぽど焦あせっている様子だ。

　特に顔面から血の気を引かせて真っ青になっているのは、先ほど抗議の声をあげた、先輩受付嬢である。彼女は昨年一昨年とギルド本部事務局に査定事務の手伝いに行った受付嬢の一人だった。

「まあまあみなさん落ち着いて。もちろん本番までに、本部職員が査定の研修会を開いてフォローしてくれるそうです」

「そ、そうだとしても……！」

「もちろん、受付嬢が実際にややこしいランク査定をするわけではなくてですね。最初の書類提出を受け付け、明らかな不正書類をはじいたり、書類不備や誤記の修正等をうながしてですね、仕分けして本部に渡すという簡単な役目を担になうだけでして」

「その窓口が問題なんですよ！」

　ついには先輩受付嬢の一人が立ち上がって声を荒らげた。彼女もまた、査定の手伝いに行った受付嬢の一人だ。脂汗が浮き、まるで命の危険とばかり、瞳孔が開いている。

「カウンター長は査定窓口を見たことがないからそんなのんきでいられるんですよ！　あれを……あれを、クエストカウンターでやれって言うんですか!?　窓口に立つ職員が、初日から重鎧をフル装備して構えているあれを！」

　たちまち事務室に大きな動揺とざわめきが広がる。

「重鎧ヘビーアーマー!?　冒険者でもない一事務職員が!?」

　それを聞いたライラも驚いて目を丸くする。

「重鎧ヘビーアーマーなんて序の口です。カウンターは、魔法壁と対属性強化ガラスで厳重に守られた要塞仕様で……！」

「対属性強化ガラス!?」

「窓口が開けば、たちまちそこは怒声と罵声が応酬する戦場と化し！　場合によっては剣とか魔法とかとんできて、窓ガラスの一枚二枚は平気で割れるし壁も焦げるし……！」

「窓ガラスが割れる!?」

「助すけっ人との私たちは、安全な事務室の奥で書類を処理するだけだったから、被害がなかっただけで……！　窓口に立つなんてとてもできません！」

「な……なんですか、それ……!?」

　ライラの呆ぼう然ぜんとしたつぶやきが、一転して静まりかえった事務室にぽつんと響いた。

「あー、はい。不安は分かるわけです」

　カウンター長だけが顔色を変えずにぽんっと手を打ち鳴らした。

「ランク査定の受付窓口が、毎回ひどいことになるのは、聞いているわけです。冒険者にとっても、ランクの上下はその後のお仕事にダイレクトに影響しますから、誰もがランクを上げたいと意気込んで来られるわけですね。ですが私たちは公務ですので、当然、審査は感情や同情を抜きに、適正に行わなければならない。そこで毎年冒険者の方たちがあらぶってしまうわけです」

「……」

「もちろん危険性については毎年問題となってきました。これまで、厳重な守備魔法のおかげで、施設の破壊はあっても職員への直接の被害は発生していません。が、問題はそのような身の危険のある場所で仕事をさせられる、劣悪な労働環境にあるわけです」

　劣悪な労働環境は、その通りだ。気を荒立てた全身フル装備の冒険者に取り囲まれたら、普通の一般事務職員が、平常心など保てるはずがない。

「そこで、今回は穏便に業務を遂行するため、新しい防護システムを導入することになりました──こちらへ」

　そう言ってカウンター長は、事務室を出てカウンターの方へと向かって行った。残された受付嬢たちは不審に思いながらも、彼のあとをついていく。カウンターに出ると、いつも通り五つの窓口が並んでいるそこに、一つだけ異質な物体が異様な存在感を放って鎮座していた。

「これ……って……」

　転移装置クリスタル・ゲートだ。

　ただし、街でよく見る蒼あお水晶でできた転移装置クリスタル・ゲートではない。大きさは成人男性ほどで、その色は、まるで血を吸ったかのように毒々しいまでの赤だった。

（赤い転移装置クリスタル・ゲート……昨日までこんなのなかったのに……いつのまに……）

　カウンター長はその赤い転移装置クリスタル・ゲートの横に立ち、何かスイッチのような物を持っていた。

「赤い転移装置クリスタル・ゲート。見たことがない人もいるでしょう。こちらは、冒険者ギルドが有する地下牢ろうにのみ設置されている、特別な転移装置クリスタル・ゲートです」

「ち、地下牢ろう!?」

　あまりに物騒な言葉が飛び出してきて、受付嬢たちはさらに混乱する。

　地下牢ろうとは、冒険者ギルドが有する、凶悪な囚人たちを捕らえる地下施設である。地下牢ろうは、かつてはＳ級ダンジョンの地下迷宮だった。

　迷宮の名の通り、完全攻略するまでに五十年の歳月と一万人以上の犠牲が出たダンジョンだ。

　地下迷宮は複雑に道が入り組んでいるばかりでなく、ランダムに道が〝シャッフル〟されてしまう地獄のような迷路であり、そこを確実に移動するために、地下迷宮内のみの移動用として作られたのが、赤い転移装置クリスタル・ゲートだった。

　それは地下牢ろうとなった今もそのまま活用され、いつのまにか赤い転移装置クリスタル・ゲートは、地下牢ろうを象徴するような代物になったのである。

「まあ簡単に説明すると、地下牢ろう専用の転移装置クリスタル・ゲートといったところでしょうか。本来地下牢ろうにのみ設置されるのですが、今回査定期間のみ、特別に各カウンターに設置されます。これが発動すると、強制的に地下牢ろうに人を転移させるわけですね」

「わけですねって……」

「え、こわっ……」

　受付嬢たちがもはやドン引きするなか、カウンター長は穏やかに説明を続けていく。

「本来は特別な許可の下りた者にしか赤い転移装置クリスタル・ゲートは反応しないのですが、今回は少し作り替えてもらい、こちらのボタンを押すことによって、誰でも転移装置クリスタル・ゲートを任意の対象者に強制的に発動させることができます」

　カウンター長が示したのは、いかにも急ごしらえといった感じの、ボタンが一つだけついているスイッチだ。

「カ、カウンター長……まさか……新しい防護システムって……」

　ここまで説明されれば、誰もが一体どんな〝防護システム〟なのか、だいたいわかってしまった。先輩受付嬢の一人がおそるおそる尋ねると、カウンター長はやはり顔色一つ変えず、大きく頷うなずいた。

「ええ。厄介な冒険者に絡からまれたら、問答無用で地下牢ろう送りにできます」

「「「「……………………」」」」

　しん、と今後こそ完全なる無音にイフール・カウンターは支配された。

　受付嬢たちが理解したらしいとわかると、カウンター長は満足げに人差し指を立てた。

「地下牢ろうには〝番人〟が待機しています。地下牢ろう送りとなった冒険者には、牢ろう獄ごくのなかで頭を冷やしてもらい、おそろしい番人に見張られながら書類を書いてもらうわけです。もちろん、複雑な手続きを踏まなければ牢ろうからは出られないので、少なくとも査定期間中は大人しくしてもらうわけですね」

　もはやこれ以上の防護システムはないであろう、対冒険者用最終兵器ともいえるブツを目まの当あたりにして、受付嬢たちは引きつった笑いしか出てこないのであった。

「……こ……これはまた……何段階かすっ飛ばした防護システム……」

「ちょっと予想の斜め上を行くやつでてきましたね……」

「……査定の窓口を担当する本部職員の、憎ぞう悪おと怒りと本気具合が垣かい間ま見みえる……」

　ドン引きして頰をひくひくさせる受付嬢たちのなか、一人、ぷるぷると全身を震わせる受付嬢がいた。

「す……すばらしい……っ!!」

　アリナである。

　物騒すぎる防護システムに言葉を失うばかりの受付嬢たちのなか、ただ一人だけ目をキラキラさせて、アリナが両手を広げた。

「話の通じない面倒なヤツをボタン一つで地下牢ろうへ一掃!?　ずっとずっと、夢見てたやつ……っ！」

[image: ]

「……あの、アリナ先輩、一応言っておくと、思ってること全部顔と口に出てますよ」

　ライラが一応指摘するが、夢見る乙女のようにうっとりしたアリナには、その声は届かない。

「査定期間中と言わず、常設してほしいくらい……いや！　この地下牢ろう送りシステムが窓口業務において有益だって証明できれば、常設も夢じゃない……!?　面倒なクレーマー冒険者も、チクチク嫌み言ってくるネチネチ冒険者も、逆ギレ冒険者も！　もうおさらばってコトー!?」

「………………ま、まあこれは実際使用するというより、冒険者の暴走抑止効果を期待しているわけですね」

　ウウン！　と咳せき払ばらいをして気を取り直し、カウンター長が言葉を続ける。

「地下牢ろう用の転移装置クリスタル・ゲートがここに置いてあったら、さすがに怖くてうかつに暴れられないでしょう？　というわけで、まずは研修から、受けてもらいましょう」
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　それから数日後。

　ギルド本部研修棟、すり鉢状になっている大きな講堂に、アリナは座っていた。

「にしても、ランク査定かぁ……」

　同じく隣に座るライラが物もの憂うげにため息をついていた。周囲には、他のカウンターからもちらほらと受付嬢たちが到着しはじめていて、講堂のなかは小さな喧けん騒そうに包まれている。

「また残業が始まるんですかねぇ……」

　ライラのぼやきを聞きながら、アリナは窓の外に目を向ける。この研修は言わずもがな、一ヶ月後のランク査定事務のイロハを学ぶ研修である。

　イフール・カウンターでは、ランク査定事務の経験がないのはアリナとライラだけで、他の先輩受付嬢は何度か助すけっ人とに行った経験があるとのことだった。なので今回の研修参加は二人だけである。

「まあ、今回は、全冒険者が対象だからね……いつもの新ダンジョンに群がる冒険者より、圧倒的に絶対数が多い。正直想像つかないわ」

　一口に冒険者と言っても、その働き方は様々だ。いち早く新ダンジョンに突入し、未踏のダンジョンで魔物を倒したり遺レリ物ツクを探ったりする者ばかりが〝冒険者〟と呼ばれるわけではない。

　踏破済みのダンジョンで取りこぼしの遺レリ物ツクを狙う者、ダンジョン付近の魔物を倒して懸賞金を稼ぐ者、独自のこだわりを持って特定の魔物にひたすら挑み続ける者、鍛錬のため同じダンジョンを周回する者、冒険者同士で戦闘し技を磨き合う者……彼らもまた、〝冒険者〟にくくられる。

　新ダンジョン発見とともにイフール・カウンターに殺到する冒険者は、あくまで全体の一部。そんな彼らが殺到するだけでも毎回すさまじい忙しさになるというのに、全冒険者が対象となると、正直、一体どれほどの地獄絵図となるのか想像もつかない。

「まあ、イフール中のクエストカウンターとギルド本部が窓口になるから、ある程度バラけるとはいえ……やっぱりウチに集まるんでしょうね」

「一番大きいし、イフールの中心にあるから行きやすいですしね。ですが……大丈夫ですよ！　あの空前絶後、史上最多の新ダンジョン五つ同時発見による繁忙期を乗り越えた、私たちなら！」

　なんだか頼もしい言葉とともに、ライラが鼻息荒く握りこぶしを作っている。

「……まあそれもそうだけど。そうだ。研修の資料、余ってたらジェイドとナーシャ用に多くもらってこよう」

「そうですね。事務最強のジェイド様がいれば、今回の査定だってチョチョイのチョイですよ──あ、そうだ、ジェイド様といえば」

　何か思い出したように、ライラがアリナの顔をのぞき込んできた。

「アリナ先輩、ジェイド様から何か旅行のお誘いありましたか？」

「え？」

　突然の質問にアリナは目を瞬まばたく。

「特にないけど」

「ええ～おかしいな」

「あ……そういえば、有給とってライラとかナーシャとかルルリ誘って、リーティアンに行ったら、とは言われたかな」

　先日の昼休みでのことを思い出し、そのまま伝えると、なぜかライラは不服そうに頰を膨らませた。

「──む。さてはジェイド様、なにか日和りましたね……」

「なによ。何か企たくらんでるわね？」

「いえいえなにも！　ただ、ジェイド様、たぶんおそらくきっと想像ですが、リーティアン行きの乗船券、ちょうど二人分持ってますよ。お願いすれば、連れて行ってくれますよ！」

「はあ？　なによその唐突なうさんくさい情報は」

「アリナ先輩、長期休暇はまともに休暇らしい休暇も取れず、悲しんでたじゃないですか。きっとジェイド様もそんなアリナ先輩の繊細な乙女心を察して、先回りで乗船券とってるんじゃないかな～って」

「……ふーん」

　怪しい。明らかに怪しい。

　じとっとライラを睨にらみ、問い詰めようとしたとき、ちょうど講堂にチャイムが響き渡った。

　ランク査定研修の始まりである。
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　ぬ、と音もなく講堂に現れ、ランク査定研修の講師として教壇に立った男を見て、受付嬢たちから困惑と動揺のざわめきが広がった。

　アリナもまた例に漏れず、彼の出いで立たちには驚きを隠しきれなかった。

「あの人、もしかして、冒険者ですかね……？」

　隣のライラも困惑した様子で首をひねる。

　ランク査定の事務研修を受けようと集まった受付嬢たちの前に現れたのは、筋骨隆々とした大男だったのだ。

　一応、事務局職員の制服は着ているものの、ボリュームのある筋肉のせいで肩も胸回りもぱつぱつで、胸筋に力をいれたら簡単にボタンがはじけ飛びそうである。正直言って、事務局職員の制服は似合っていない。軽鎧ライトアーマーか重鎧ヘビーアーマーの方がよっぽど似合うだろう。

　眼光は鋭く、纏まとう空気は重く、他を圧倒する覇気に満ちている。首は太く、手は大きく分厚く、肌は浅黒く日焼けしていて、見るからに盾役タンクにむいていそうな体型をしているのだ。

「ハイお静かに」

　講師の男は、手をぱんぱんと叩たたいて受付嬢たちのざわめきを静め、軽く一礼した。

「こんにちは。今日のランク査定研修の講師を務めるバリーです。こんなナリなので初めて会った人には百発百中で冒険者に間違えられるのですが、私は冒険者ではありません。魔物などとは戦ったこともない、ギルド本部事務局所属の、一般事務職員です」

「い、一般事務職員……」

　この筋肉ダルマの大男に最も似合わない言葉である。だがそんな反応にももう慣れっこなのか、バリーは淡々と自己紹介を進めていった。

「私は本部事務局配属となって二十年ほどで、毎年、冒険者ランク査定を担当しています。自分で言うのもあれですが、現在の査定担当職員のなかで誰より経験年数の長いベテランです。なので今日の研修は、みなさんにとって有意義なものとなるでしょう」

（に、二十年……！　長い……）

　アリナはバリーの経歴に少なからず驚かされた。いくら本部職員とはいえ、毎年部署異動の大シャッフルがある中で、二十年も一つの部署を担当し続けるというのは異例中の異例である。それほど彼は、ランク査定業務になくてはならない存在だということか。

（大ベテランからの直接の事務研修……！　これは思いがけない収穫があるかも）

　なにしろイフール・カウンターの先輩受付嬢ですら狼ろう狽ばいするほどの、過酷を極めるランク査定を、二十年もこなし続けているベテランである。もしかしたら、大量の事務を効率的かつ素早く処理する方法を伝授して貰もらえるかもしれない。

　アリナは思わず前のめりになって彼の言葉を待った。

「えー、まあ自己紹介はこれくらいにして、時間ももったいないですし、さっそくランク査定の研修を始めていきましょう。……まずは私の手をよく見て」

　期待の眼まな差ざしのなか、バリーはすっと演台から前に出ると、おもむろに二本の指を出してチョキの形にして見せる。およそ事務作業時にはすることのない手の形に、アリナは眉をひそめた。

　あの不可思議な手。もしかしたらそこに効率的かつ素早い事務作業の秘ひ訣けつが──

「はい、皆様わかりますね。こちらは〝暴れる冒険者も一瞬で黙らせる目潰しの形〟です」

「ってちょっと待てぇぇぇぇいッッ!!!!」

　気づいたとき、アリナは大声で大ベテランにツッコミをいれていた。

「……？　なにか？」

「いや『なにか？』じゃなくてですね！　なんかすごい物騒な手段を聞いた気がするんですけど……!?」

「物騒……でしょうか。私が知りうるなかで最も平和的で、かつ力の弱い女性でも使用可能な対冒険者用戦闘術なのですが」

「いやいやいやもう戦闘術言っちゃってるし」

「あ、あの！」見かねた受付嬢の一人も、思わず挙手して立ち上がった。「査定の研修って、たとえばこう、書類の正しい記入の仕方についてとか、処理の仕方とか、書類分類の方法とか！　そういう査定事務のイロハを教えてくれるものでは……!?」

「ああ、査定の事務処理の方法でしたら、事前に席の方へお配りした資料に、全てわかりやすく記載しています。受付嬢の皆様にお願いするのは査定のなかでも第一段階といえる、最も簡単な事務処理ですから」

「……!?」

　は、とアリナは手元の書類に目をやる。講堂に入ったとき、すでに座席にセットされていたものだ。ぱらぱらとめくると、それは確かに、細かく丁寧に書き込まれたランク査定マニュアルだった。

「ただ、ランク査定は圧倒的に処理量が多い。そしてそれ以上に、クソミソカスなゴミ冒険者はそんな簡単な書類すらしっかり書いて来ることができない──おっと失礼しました。書類仕事に慣れていない冒険者が大変多くいらっしゃるので、書類不備ばかりなのです。カウンターでは、そういう簡単な書類不備などをふるい落とし、整えてほしいわけです。事務自体は一部ややこしい部分もありますが、受付嬢ならばすぐに慣れて処理できるようになるでしょう」

　バリーは後ろに手を組み、ゆっくりと教壇を歩き始める。

「ランク査定とは、必要なことが記入された書類を、必要な分だけ提出していただくことが大前提なのです。そこをクリアしてはじめて、収入や実績から一人一人適正ランクの審査を行うことができます。査定業務で最も難解かつ面倒なのはこの審査でして、ここにこそ、我ら専門知識を持つ査定担当職員は力を入れたいのです。しかし……毎年毎年、馬鹿みたいに不備書類が多いことで、〝大前提〟を整えることにたくさんの時間と力をつかってしまう……それが悩みの種であったのです」

　なるほど、つまり、〝これといった専門知識は必要ないが、純粋に人手が足りない部分〟を受付嬢に助けてもらおうというのが、今回のクエストカウンターでのランク査定受付ということか。

「じゃ、じゃあ今日の研修って、一体何を教えてもらえるのですか……？」

　受付嬢の一人が、不安そうに声を震わせた。当然の疑問だ。配付資料一つで済むのなら、わざわざギルド本部の研修棟を使い、イフール中の受付嬢を集めてまで行われる意味がない。

「いい質問ですね」

　きらりとバリーの目が鋭く光った。

「私としたことが、いきなり概要説明もなく本題に入ってしまい、大変失礼しました。ここに来られている方たちはみなランク査定の経験がないと思いますので、まずはランク査定とは何か？　というところから説明していこうと思います。えーまず、こちらをご覧ください」

　バリーの合図で、壁にとある映像が投影された。

　少し古い写真のようだ。ギルド本部の事務室と思われるそこに、デスクで事務作業をする一人の青年の姿がある。背は高いが、肉付きは薄く、筋肉の盛り上がりは皆無で、むしろ骨と皮しかないんじゃないかというくらいのガリガリの青年である。色白で血色は悪く、風が吹けば倒れそうな、見るからに貧弱な若い職員だった。

「えー……こちら、二十年前の私です」

「「「「!?!?」」」」

　突如告げられた驚きよう愕がくの事実に、受付嬢たちは映像と現在のバリーを何度も交互に見比べた。

「ここから二十年、ランク査定を担当しました。するとこうなります」

　す、と制服のポケットからリンゴを一つ取り出して、バリーはそれを片手で握る。

「フンッ!!!!」

　たちまちリンゴを握る腕の筋肉が盛り上がり、血管が生々しく浮き上がって、ぺぎょっとへんな音がしたかと思うと、リンゴは果汁を吹きだして簡単に砕け散った。

「「「「……」」」」

「もちろん私は事務方一筋。夜な夜な筋トレに励んでいるわけでもありません。査定時期に繰り広げられる冒険者との過酷な〝バトル〟により、自然と肉体は鍛えられていきました……──いいですか。冒険者ランク査定は、戦争です」

　しん、とすっかり静まりかえった受付嬢たちに、バリーは断言した。

「〝書類仕事に慣れていない冒険者が、経費計上まできっちり自分でやってきてくれたうえで、ギルド本部職員の指導の下に頑張って正しい書類を作成し、不備をなくし、晴れて提出完了。あとは査定を待つだけ〟……なーんていう甘っちょろいものではないのです……！」

　ずごごごご……とそこはかとなくどす黒いオーラのようなものが、バリーの鍛え上げられた全身からにじみ出た。彼の鋭い双そう眸ぼうは怪しく光り、やがてその分厚い手で大きな握りこぶしを作った。

「ランクを一つでもあげんとする冒険者の！　巧妙な虚偽報告！　書類偽造！　罵ば詈り雑言！　挙げ句の果てには武力行使！　〝経費なにそれおいしいの？〟こういうものとの戦いです……！　ランク査定とは、本部職員対冒険者の、年に一度の大・戦・争なのです！」

「……」

「誤解なきよう、最初に言っておきましょう。ええもちろん、冒険者とは、素晴らしい職業です。悲しきかな全職業の中で殉職率は毎年一位……彼らは己の命を懸けてダンジョンに挑み、イフールの暮らしを豊かにする遺レリ物ツクを回収してくれたり、我々の生活を脅おびやかす魔物を退治してくれたりしているのです。さらには、武具、酒、各種アイテム……それらを購入し、彼らはイフールの経済をよく回してくれている。我々は冒険者に感謝しなければならない。〝冒険者の街〟イフールの名に偽りはありません……しかァし！」

　んばっと両手を広げ、バリーは講堂を揺るがさんばかりの声を轟とどろかせる。

「この期間、この冒険者ランク査定が始まって終わるまでのこの期間においてだけは！　彼らは人間ではありません！　獣です！　己のランク上昇に妄執する獣。基本的に対話は不可。獣には獣を。攻撃魔法には攻撃魔法を。物理攻撃には物理攻撃を！　情け容赦は無用です。情けなど見せた者から、戦場に散るものと心得てください！」

「……」

「もちろん、か弱き受付嬢のみなさまに、冒険者と真っ向から戦えなどとは言いません。そのために、今回は新システム──地下牢ろう専用転移装置クリスタル・ゲートを実験的に導入します」

　ふう、と一旦息をついて興奮を静めたバリーは、制服のポケットから赤いスイッチを取り出した。

「すでに各カウンター長から話は聞き、実際にカウンター窓口に設置された赤い転移装置クリスタル・ゲートは見ているかと思います。この使い方を説明しましょう──まずボタンを押します。それだけです。それで憎き冒険者共は目の前から消失します」

　ぽち、とバリーは赤いスイッチを押おう下かする。

「ボタンを押す時は決して躊ちゆう躇ちよなどしないように。少しでも身の危険および業務妨害だと感じたら！　すばやく！　正確に！　日頃の恨みを込めてボタンを押しましょう！」

　再びバリーはヒートアップしてきて、もうその顔面は極悪非道な悪の親玉のように狂気の笑みを浮かべている。

「なあに、地下牢ろうに送ってもいきなり拷問して殺すだなんて事はいたしません。ちょっと身も心もひんやりした場所に、しばらくのあいだ籠もってもらって、〝頭を冷やし〟ながら、〝落ち着いて〟書類をつくってもらうだけですから……んふ、んふふふふふふふふふふ」

　バリーの目にはぞっとするほどの冒険者への憎ぞう悪おの念が見え隠れしていた。

　一体バリーはこの二十年の間に冒険者からどんな目に遭わされてきたのか……受付嬢たちは彼に同情するような、今年の冒険者に同情するような、そんな複雑な気持ちになるのだった。

　その後、査定歴二十年のベテラン職員バリーから、「さすまたで冒険者を撃退する方法」や、「羽根ペンで人体の急所を突く方法」、「催涙弾の使い方」などそれはそれは物騒な講義を一通り受けた後、研修会は終了となったのだった。
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「っていうことで、近々ランク査定なるものがあるのよ──って私が言うまでもなく、冒険者なら知ってるか」

「ああ、ランク査定のことならな」

　昼休み、いつもの休憩場所のベンチでジェイドと昼ご飯を食べながら、アリナはランク査定のことを話していた。ジェイドも当然ランク査定のことは知っているようで、神妙な面持ちで頷うなずいた。

「その時期になると、ギルド本部職員たちの目が死んでるんだよな……」

「やっぱり、ランク査定はいつもの繁忙期とはわけが違うみたいね」

　ごくりとアリナは生唾を飲み込む。

　ギルド本部事務局に配属される事務職員は、基本的に優秀な人ばかりだ。その職員たちですら手こずるのだから、ランク査定がいかに過酷な行政イベントかは推して知るべしである。

「しかし……やっぱり今年からクエストカウンターでもランク査定を受け付けるって噂うわさは本当だったか……」

　アリナの話を聞いたジェイドの表情は、どこか曇っていた。その表情は申し訳ないような、歯がゆいような、そんな複雑な表情だ。想定される今後の残業地獄に恐怖して……というわけでもなさそうである。

「知ってたの？　まあ査定マニュアルはジェイドの分までもらってきたから大丈夫よ」

　ジェイドの意味深な反応に、アリナは首を傾かしげた。問われたジェイドは、しばし押し黙る。やがて、ぐるりと視線をさまよわせてから、非常に言いづらそうに口を開いた。

「──その、アリナさん。大変言いにくいんだが……俺、今回は残業手伝えないんだ」

　きょとん、とアリナは目を瞬まばたいた。

　一瞬何を言われたのか理解できず、だがすさまじく恐ろしい言葉であることだけは理解できて、その衝撃に脳みそが一瞬停止した。

「へぁあぁああぁああああッッ!?!?」

　気づいた時には、アリナの絶叫が昼のイフールに響き渡っていた。

「ちなみにボクも手伝えないぞ」

　ひょこっと顔を出していらぬ情報を足してきたのは、どこからともなく現れたナーシャである。

「はぇえぇええぇええええッッ!?!?」

　さらに混乱したアリナは、思わず立ち上がってジェイドの胸ぐらを摑つかみ、がっくんがっくんと上下にゆする。

「ナナナナナーシャまで手伝えないってどうして!?　なんで!?　なんでなのよ!?」

「ぐ、ぐえっアリナさっ、おち、落ち着──っ」

　ジェイドが死にそうな声を出しながらアリナをなだめようとする。だが、アリナはそれどころじゃない。

　いつもの新ダンジョンを一つ二つ発見した程度の残業では、アリナはもう狼狽うろたえたりしなかっただろう。残業が手伝えないとジェイドに言われても、強がる余力くらいはあるはずだ。

　だが今回はそうじゃない。今回のランク査定はアリナすら予想不可能な残業地獄。どんな業務も余裕でこなしてきた先輩たちが動揺し、二十年選手のベテラン査定担当職員が狂戦士と化し、ギルド本部が冒険者の暴走抑止として地下牢ろう送り転移装置クリスタル・ゲートまで用意するような、そんな恐ろしいイベントが、これから起ころうとしているのだ。

　それをジェイドやナーシャなしで、一人で挑めというのか？

「俺たちは四聖に会うために、今日からウォリアに行く」

「四聖!?　なんで四聖!?」

「強くなるためだ。……シュラウドが言ってただろ」

「──あっ」

　言われてはたとアリナは思い出した。長期休暇でフィールアに帰ったとき、シュラウドが去り際に言っていた言葉である。今より強くなって【剣聖】に勝つには、四聖の力を頼れと彼は確かにそう言っていた。

　そうか、ジェイドたちは遊びでウォリアに行くわけではなく、本気で強くなろうとしているのだ──それを理解すると、アリナはもう何も言えなかった。

「ナ、ナーシャは!?」

　仕方ないのでアリナは矛先をナーシャに向けた。美しい金色の髪を持った半透明の少女は、悪びれた風もなく肩をすくめて見せる。

「ボクはこれからギルド本部の研究職員たちと、魔神核につきっきりになる予定なのだ。幸運にも魔神核が一つ残っている。正しく活用できるようになれば、大きな戦力だからな」

　魔神核……ということは、こちらもやはり遊びではない。

「く……っ」

　アリナは唇を嚙かみ、ジェイドの胸ぐらから手を離した。ここに来てようやく思い出したが、ジェイドもナーシャも暇人ではなかった。彼らなりの仕事や役割があって、今回はそれを果たそうとしているのだ。

　そうであれば、アリナはこれ以上我わが儘ままを言うわけにいかないのである。

「四聖に会えるチャンスは今しかない。本当はアリナさんの残業も手伝いたいんだけど……」

　ジェイドは心苦しそうに胸を押さえながら、それでもウォリアに行く意志は変えなかった。

「わ……わかった……！」

　しばし拳を振るわせ、唇をわななかせるアリナだったが、やがてはその無情な現実を受け入れて苦渋の決断で重く頷うなずいた。

「今回のランク査定は、ジェイドもナーシャもなしで、乗り越える……！　──っていうかそういえばあんたたちが受付嬢じゃないってこと、すっかり忘れてたわ」

　くっ……と顔をしかめるアリナに、ナーシャが引きつった笑いを見せた。

「そもそもアリナはボクたちのことなんだと思ってたのだ……？」

　アリナは弱々しくベンチに座った。すっかり生気を失った顔で虚こ空くうに視線を放り投げ、ぼそぼそとつぶやく。

「……はは。私、もし生きて残業を乗り越えられたら、有給とって思いっきり休むんだ……」

「アリナさん、盛大に死亡フラグを立てるんじゃない」

「ふむ、しかしあながち悪い案でもないぞ。ご褒ほう美びがあれば頑張れるのではないか？」

「そうね……」

　もしこのランク査定を乗り越えることができたら、自分にご褒ほう美びをあげよう。残業を乗り越えた先にある、生きる希望を作ろう。

　そう、一流の社会人とは、金オトナの力を上手に使って自分で自分の機嫌をとれる生き物なのだから。

（有給とって、旅行にでも行くか……）

　つい先日ジェイドから言われた言葉を思い出して、それもいいかもしれないとアリナは思い始めた。

　脳裏には長期休暇明けのキラキラしたオーラを纏まとう先輩受付嬢たちの姿がよぎる。私もあんな風になりたい。充実した休みをすごして、お洒しや落れなお土産を配って、ささやかなリア充マウントをとるのだ。

　職員旅行もタイムループと魔神復活のせいでほとんど楽しめずじまいだったし、今度こそは、何もない旅行を思いっきり満喫するのだ。

（……旅行……）

　ちらりと、アリナはジェイドを盗み見た。
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「ではボクはギルド本部に行ってくるぞ。アリナもジェイドも、頑張るのだぞ」

　す、とナーシャの姿が虚こ空くうに溶け消えた。ジェイドもベンチから立ち上がり、懐中時計を確認する。そろそろウォリアに発たつロウたちとの待ち合わせ時間だ。アリナの昼休憩も終わる頃だろう。

「よし、それじゃ、俺もウォリアに行ってくる。なるべくなら早く戻って、アリナさんの残業を手伝えるようにするからな」

　しかしぐったりとベンチでうなだれるアリナからは反応がない。やはり過酷な残業に一人で挑まねばならないというのが、よっぽどショックなのだろう。ジェイドはわずかに苦笑しながら頭をかいた。

　つい数ヶ月前は〝鬱陶しいから残業なんて手伝いに来るな〟と顔をしかめていた彼女からすると、だいぶ周囲に頼るようになってくれた証拠かもしれない。だからこそ、ここぞというときに手を貸さないのは、残酷な仕打ちのように思えるが。

「……待って」

　広場から立ち去ろうとしたジェイドは、ふいにアリナに呼び止められて、足を止めた。振り返ると、アリナはベンチに座ったまま何か言いたそうにもじもじと口を開閉している。

「どうした？」

「……ざ、残業が手伝えないっていうのはわかったわ。ジェイドが強くなりたいっていうのも、わかってるし、それは応援するし」

「ああ……ありがとう」

「その……残業がんばったら、ご褒ほう美びにね……えっと、えーっと、その……」

　アリナらしくなく、歯切れの悪い言葉だ。おまけに声も小さい。聞き取りづらくて、ジェイドはアリナに近づいた。するとますますアリナは慌てて、視線をうろうろ彷徨さまよわせた。

「そ、そそそそそそ、その………………い、いっしょに……」

「え？」

「………………一緒に旅行……行きたいな……」

　ジェイドから目をそらし、消え入るような小さな声で、アリナは確かにそう言った。

「……へっ？」

　旅行に行きたい──その言葉をジェイドの聴覚が拾い、脳みそが正しく理解した瞬間。がらがらぴしゃーん！　と脳天に雷が直撃したかのような衝撃が、ジェイドの全身を貫いた。

　アリナのその見たこともない姿は……赤面しながら、言いにくそうにしながら、精一杯ジェイドに欲しいものを伝えて甘えてくれるその可か愛わいらしい姿は、正直言って、これまでくらったどんな攻撃よりも、破壊力があったのだ。

「な……は……ああ!?」

（あ……あ……アリナさんが、俺と旅行に行きたい……!?）

　いやいやいや待て幻聴じゃないのか？

　ジェイドは荒れ狂う思考のなかで必死に冷静さを保とうと努力した。

　だってアリナにそんなお願いをされたことなんてこれまで一度もない。ジェイドに残業の手伝いを求めることはあっても、逆に言えば残業以外の要求を、ジェイドにしたことなんて一度もないはずだ。むしろ旅行だなどという極めてプライベートなイベントに関して、アリナは非常にこだわりがある。日頃のストレスから解放されることを最重要事項とし、のびのび一人で行くはずだ。

　それなのに……俺と旅行に行きたい？　俺と？　俺と？？？　なんで????

「……シュ……シュラウドじゃなくて……？」

　もう脳内で目の前の現実を処理しきることが出来なくなったジェイドの、思わず口をついて出た疑問に、アリナが動揺したように早口で答えた。

「シュラウドは今関係ないしっ！　あんたが言ったんでしょ有給とって旅行いったらって」

「あ、ああそうなんだけど……」

「……」

「……」

　お互い何も言えなくなり、終しまいには両者そろって固まって、沈黙がその場を支配した。

　そんななかで、ジェイドには二つの感情がせめぎ合っていた。アリナはシュラウドのことが好きなはずなのに、どうしてという困惑と──

〝本当は俺だって、アリナさんと二人で旅行に行きたい〟という素直な願望だ。

　ジェイドと一緒に旅行に行きたいなどと言い出したアリナの真意はわからない。もしかしたらシュラウドとの連絡手段がないから、誘いたくても誘えないのかもしれない。本当はシュラウドと行きたいけど、気軽には誘えないので、消去法的にジェイドを選んだ、とか。

　それとも、恥ずかしいからジェイドのことは誘えてもシュラウドのことは誘えない、とか。

　アリナの心の内は全くわからないが、しかし目を泳がせて耳まで真っ赤にしているアリナを見て、一つのことだけは理解できた。

（あ、そうか……アリナさん、すごい勇気を出して言ってくれたんだ）

　普段ならそんなこと天地がひっくり返っても言わないだろう。人に頼ることも甘えることも苦手で不器用なアリナが、耳まで真っ赤にして絞り出した言葉である。

　──ならば、ジェイドの答えなんて一つだけだ。

「わかった。旅行いこう！　アリナさん」

　がしっとアリナの両肩を摑つかみ、ジェイドは力強く頷うなずいた。

「行き先はどこでもいい。アリナさんが残業頑張れるなら、どこにだって連れてってやる」

　ジェイドがそう答えると、強こわばっていたアリナの表情がぱっと明るくなった。

「じゃ……！　じゃあ、リーティアンがいい」

「リーティアンだな。了解」

「ランク査定が終わったら、有給とるから。旅行ね。約束だから！」

「ああ。約束だ」

　珍しく嬉うれしそうに声を弾ませるアリナに、ジェイドはにっと笑って拳を突き出した。

「だからお互い、頑張ろうな」

「ん。がんばる」

　アリナも拳をつくって、ジェイドの大きな拳にこつんと当てた。
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　──かくして迎えた、ランク査定受付開始日。

　予想通り、朝からイフール・カウンターは冒険者でごった返していた。

「やあこんにちは。可か愛わいらしいお嬢さん」

　アリナのカウンターに進み出た冒険者は、中年の男だった。いつものクエスト受注ではそんなこと一言も言わないくせに、今日はやけにこちらの機嫌を窺うかがってくる。

[image: ]

「私のランク査定書はこちら。いやぁ、今年こそランクが上がるといいなぁ。って、そんなことを言いながら気づけば〝万年三等級おじさん〟になってしまったんだがな！　がっはっは」

　うるさいだまれ。

　冒険者のサムいジョークを右から左に聞き流しつつ、ごくり……とアリナは生唾を飲み込みながら、おそるおそる書類の記入内容を確かめていった。

　アリナたちクエストカウンターの受付嬢に求められているのは、査定申告書の提出時に明らかにわかる書類不備や誤記を指摘し、提出者に修正を促すことだ。査定に必要な情報が漏れなく正しく記入されている、という大前提を満たした査定申告書をランク帯で分類し、ギルド本部に引き渡す。つまり、簡単な篩ふるい分わけである。

　査定の書類は、提出者本人にしか書き換えられないことになっている。受付嬢が手を加えられるとしたら、年度や日付の記入漏れくらいだろう。なので、もし書類に不備があれば、本人に指摘し、納得してもらい、正しく書き直してもらう必要がある。すなわち今本人がいるこの窓口で書類不備に気づくのが最も手間のかからない最善手なのである。

　逆にもしここで間違いを見逃せば──冒険者に修正依頼書を郵送し、正しい書類を再提出してもらうか、もう一度来てもらって書き直してもらうかしなければならない。膨大な数の書類処理が予想される以上、修正依頼は最小限に済ませたいところだ。

　他の先輩受付嬢が立つカウンターからも、いつもは感じないような異様な緊張感が漂い、カウンター全体の空気が張り詰めている。いつもは冒険者など適当にあしらっている先輩たちも、本気の目だ。

　そうだ、すでに戦いは始まっている──

（名前、日付、住所、世帯構成、現在の冒険者ランク……よし。収入、実績、経費、扶養とローンの有無……うん、ぱっと見では特に変な記述はない……）

　初めての事務手続きなので、研修会で配布されたマニュアルをちらちら見ながら、提出された書類の内容を慎重に確認していく。しかし相手の冒険者は歴も長く、査定には手慣れているようだ。記入に迷いがない。一人目としてはやりやすい相手を引き当てたらしい。アリナは内心ほっと胸をなで下ろしながら、こくりと頷うなずいた。

「はい。特に問題なさそうですね。ではこちらで受領完了と──……ん？」

　受領の証あかしとする今日の日付印を押おう印いんしようとして、はたとアリナの手が止まる。それは曲がりなりにも三年間、受付嬢としてクエストカウンターに立ち、冒険者を相手にしてきた経験から感じた、小さな違和感だ。

「どうかしたかい？」

「ああ、いえ……」

　アリナはもう一度書類に目を落とした。気になったのは収入と実績の欄だ。

　基本的に、ここは自己申告であり、冒険者の常識と良心に委ねられている。だがもちろん、不正は許されない。明らかに不自然な数字を書けばギルド本部職員によって捜査が行われるし、クエストカウンターに保存されているクエスト受注の履歴から、正確な収入額を特定することが可能だ。そこで悪意ある虚偽申告がバレれば、ランク降格など痛いペナルティを受けることになる。

「ふむ、私の実績になにか疑問が？」

「そうですね……」

（冒険者ランク三等級なのに……クエスト成功実績ばかり……三等級にとってはかなり難易度の高いダンジョンもクリアしてる。収入も高い……？）

「今年はパーティーを新しくしてね、優秀な仲間に恵まれたんだよ」アリナの疑問に勘づいたのか、冒険者は一人でぺらぺらとしゃべり出した。「いや、逆に今まで仲間のフォローばかりさせられていたから、実績に結びつかず三等級止まりだったんだ。きちんと実力を発揮できるようになれば、この通りさ！」

「……」

「ほら、装備も新調できた。かなり痛い出費だが、やはり遺物武器レリツクアルマは素晴らしい性能だ」

　ちら、とアリナは冒険者の装備を盗み見た。輪郭をわずかに光らせ、淡い明滅を繰り返すそれは、確かに遺物武器レリツクアルマの証あかしだ。通常の武器には発することのできない不思議な発光である。

　遺物武器レリツクアルマとは、その名の通り遺レリ物ツクから作られた、量産不可の装備品。その稀き少しよう性と耐久性、そして装備として圧倒的な性能の高さから、通常武器に比べて価格がケタ二つ三つは余裕で違う高額なものとされている。場合によっては家一軒購入できるくらいの値段がつくこともある。

　それだけの代物だ。遺物武器レリツクアルマを装備することは一流冒険者の証あかし。装備しているだけで箔はくがつく。そして大切な資産にもなる。

（三等級とはいえ、遺物武器レリツクアルマを買えるほど稼いでいる……なら、これくらいの収入も実績もありえる、か……？）

　おそらくこの冒険者は今年でランクが上がるだろう。

　遺物武器レリツクアルマという圧倒的信頼感のある資産により、アリナは納得した。

「そうですね、私の思い過ごしのようです。では受領します」

　ぽんっと今日の日付印を押おう印いんし、冒険者はむふんと満足げに息を吐いた。

「よかった。では」

　爽やかな笑顔とともにそう言って、くるりと背を向け──

　前側半分しかない鎧をがちゃがちゃ言わせ、無防備な肌着の背中をこちらに丸見えにさせながら、冒険者がイフール・カウンターの出口に向かっていく。

「ってちょっと待てぇぇぇぇい！！！」

　思わずアリナは押おう印いんした日付印をその冒険者に投げつけた。日付印はぎゅんっと一直線に冒険者にすっとんでいき、肌着が丸見えの冒険者の背中に直撃してめり込む。

「うごっ」

　器用に前半分だけで切り取られているハリボテ鎧よろいのせいで、後ろ半分はがら空き──というか無防備である。重い日付印の直撃をくらった冒険者は勢い余って万歳しながら〝逆くの字〟に体を折り曲げ、がちゃがちゃやかましい音とともに倒れ伏した。

「な、何をするのだ!?」

「何をするのだじゃないわ！　なによその前半分しかない珍妙な鎧よろいは!?」

「ふ……これか？」

　カウンターに右足を乗せて怒鳴るアリナだが、冒険者は悪びれた様子もなく、何やら意味深にふっと微笑した。

「〝一流冒険者を気取るために遺物武器レリツクアルマがほしいが、べらぼうに高くて今の収入と貯金では手が届かない〟……そんなもどかしい私のような冒険者の救いにならんとした、珍しい商人から買い取ったものだ。あの高額な遺物武器レリツクアルマが、定価の半額で手に入ったのだぞ？」

「半額の代わりに装備も半分でしょうが！　盾役タンクのくせに後ろどうするのよ後ろ！」

「やはり受付嬢は受付嬢か。盾役タンクの真髄を知らんと見える」

「真髄？」

「よいか！　盾役タンクとは！　常に敵を向き、背に仲間をかばう者……！　後ろの守りだと？　そんなものは必要なぁい！」

「……」

　天を指さし独自の理論を高々と叫びながら、仁王立ちをする冒険者に、アリナはなんだかまともに反論するのも馬鹿らしくなってため息をついた。

　改めて説明するまでもないが、当然盾役タンクだから後ろに攻撃がこないなんてことは全くない。敵が前方にいる時ばかりではないし、複数の敵に囲まれて背後をとられることだってある。激しい爆風に巻き込まれようものなら、体の後ろ半分だけ熱風に焼かれて真っ赤っかである。

　少なくとも世間一般的に〝最強盾役タンク〟と認識されている、とある変態じみた生命力を持つ盾役タンクですら、ちゃんと全身装備である。それなのに彼以下の実力である三等級冒険者に、後ろの守りが必要ないなんてことは、絶対にありえないのである。

「後ろの守りは当然必要です。あと、その珍しい商人というのは、おそらく劣悪な装備を高額で売りさばいて冒険者から金を巻き上げる悪徳業者なので、あまり利用されないように」

　なんでいい歳とししたおっさんに十七の小娘がこんな説教をしなければいけないのだ。アリナは眉間にしわをよせながら、大きなため息をつく。つかつかつかと冒険者に歩み寄り、淡い発光を繰り返す冒険者の鎧よろいに人差し指をつきつけた。

「そしてそれ！　よ────く見たらそもそも遺物武器レリツクアルマじゃないから！」

　言うなりアリナは重鎧ヘビーアーマーの胸部分を摑つかみ、べりべりっと剝がした。

「きゃああ！　えっち！」

「やかましい！」

　冒険者が両手で恥ずかしげに胸を覆う。かまわず、アリナは剝ぎ取った鎧よろいの内側をちらりと見て、もうほぼ半裸になった冒険者に遺物武器レリツクアルマをひっくり返して見せつけた。

「見なさいこれ、内側に発光植物が貼り付けてあるから光ってるだけで、武器そのものが発光してるわけじゃないのよ」

「な……!?」

「つまりこれは雑につくられたニセ遺物武器レリツクアルマなの！」

「な……なんだと……!?」

　アリナは容赦ない事実をつきつけるや転がった日付印を回収してカウンターに戻り、改めて手元の提出書類を見る。さらにきらりと目を鋭くした。

「──そもそも。もしこの提出書類に記入された通りの収入と実績があるなら、普段の生活費や経費の分を差し引いても、本物の遺物武器レリツクアルマを難なく定価で買えるはずですね？」

「ぐうっ!?」

　それまで悪びれた風もなかった冒険者の顔に、ありありとした焦あせりの色が浮かび上がった。

「それをわざわざ半額で不良装備を買った──何か、特に収入の欄などに記入ミスなどあるのではないでしょうか？」

「い、いや……それは……」

「ちなみに、もし純粋な誤記ではなく、悪意ある虚偽報告だとわかった場合、大事な大事な冒険者ランクの降格や、悪質な場合は冒険者ライセンスそのものの剝奪といったペナルティがありますが。……このまま提出でよろしいですか？」

「ああああっと私としたことがぁ！　どうやら大きな勘違いをしていたようだはははは失敬失敬また書き直してくるよそれじゃ！」

　冒険者はすぐさまアリナのカウンターから提出書類を取り上げると、ハリボテ鎧よろいをがっちゃがっちゃとけたたましくかき鳴らしながら、脱だつ兎との如ごとくイフール・カウンターを走り去っていった。

「……まったく……」

　まあ大方、遺物武器レリツクアルマの信頼性を盾に、不当に吊つり上あげた収入額と実績を誤魔化してランクを上げようという魂胆だったのだろう。全く馬鹿馬鹿しい。アリナは強めに息を吐いて、乱れたカウンターの上をささっと直し、気を取り直して顔を上げた。

「お待たせしました。次の方！」

　しかし、アリナの呼び声に答える者はいない。これだけ長蛇の列が出来ているのに、アリナのカウンターに進み出てくる者はいないのである。

「？　次の方ー」

　聞こえなかったのだろうか。不審に思って声量をあげても、誰も出てこない。

　代わりに、冒険者たちの妙に慌てたざわめきが聞こえてきた。

「お、おい。あの受付嬢にハリボテ装備が通用しないぞ!?」

「おい誰だよ。今年は査定初心者の受付嬢だから、ごまかし放題だって言ったやつ！」

「お前行けよ！　俺より先に並んでるだろ」

「いやだよ！　せっかく三等級まであがったのに、今更ペナルティくらって降格なんてたまったもんじゃない……！　俺は書き直してくる！」

「あ、まて！　俺も──」

　こそこそひとしきり話したかと思うと、それまでアリナのカウンター目指して長蛇の列をつくっていたほとんどの冒険者が一斉にイフール・カウンターから逃げ出して、あっという間に人混みが消失してしまった。

　そんな彼らの半数くらいは、先ほどの冒険者のように前半分しかないニセ遺物武器レリツクアルマを身につけ、後ろが馬鹿みたいにがら空きで肌着が露出していたのを、アリナは見逃さなかった。

「………………」

　もしかしてだが──今日来ていたほとんどの冒険者が、収入や実績をちょろまかそうとしていたというのか。

「あ。アリナ先輩のところも冒険者さんたち、いなくなっちゃいましたか？」

　あきれるアリナのところに、ライラが顔を出した。

「ライラのとこも……？」

「ええ。これ虚偽申告じゃないですかって指摘したら、みんないなくなっちゃいました。どうやらクエストカウンターでの査定受付が今年はじめてだったから、受付嬢なら騙だましやすいって思われてたみたいですね……」

「……まあ確かにはじめてだけど……いくらなんでも雑すぎるでしょ……」

　バリーの顔が頭に浮かんだ。

　なるほど、少しでもこちらが隙を見せれば、舐なめられれば、今がチャンスだと言わんばかりに冒険者はアノ手コノ手でランク上げを図ろうとする。いや、ここがイフール・カウンターだからこの程度のアホらしい騒ぎで済んだのだろうが、本部を騙だまそうと画策する冒険者はもっと巧妙でやっかいに違いない。

　そんな冒険者共との馬鹿馬鹿しい戦いを、彼は二十年にわたって繰り返し、そのせいで残業を強いられてきたのか。それは確かに、殺意も抱こうというものである。
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「ああ!?　だから、どこがおかしいんだって聞いてンだよ!!」

　冒険者であふれて騒がしいイフール・カウンターに、ひときわ大きな怒声が響き渡った。

　相手を屈服させんとするその暴力的な口調は、思わず周囲の冒険者もぎょっとして目をやるほどに荒々しかった。一時、多くの視線が、その怒声のあがった先──アリナの立つカウンターに集中した。

「いえ、ですから、収入額の欄が無記入だと受付できないと──」

　真面目に説明しようとするアリナの言葉を遮り、ダン！　と大きな音をたててガラの悪い冒険者はカウンターを殴りつけた。

「んなこと知るか！　わざわざ査定書を持ってきてやっただけ、ありがたいと思わないわけ？」

「イフール・カウンターまでお越し頂かなくとも、ギルド本部に直接郵送という手段がございますが」

「ごちゃごちゃうるっせえんだよ！　冒険者様の貴重な時間を使ってやってんだ、感謝しろよ感謝ァ！　無記入だのなんだのグチグチグチグチ難癖つけやがってよぉ！」

「……」

　アー久しぶりにパンチ効いてる冒険者がキタナー。

　ぴくぴくとアリナの頰が引きつり、怒りとストレスで指先が震える。もう口角を吊つり上あげる表情筋が限界だ。

　これまでの会話で、この男とは、もはや理性と知性ある人間としての会話は不可能だとアリナのなかで判断が下った。たちまち音声を拾う両耳はぱたんぱたんと閉ざされて、相手の言語を理解する役目を持った脳みそが、「おやすみなさい」と休止状態に入る。

　そうして外部からの情報を一切拒否する石像となり、一定の表情を固定させるアリナに、冒険者はさらなる罵ば詈り雑言を浴びせてくる。

「こちとらやりたくもねえ書類仕事をやらされてイライラしてんだ……！　冒険者様にこんな面倒なことをやらせるんじゃねえよ！」

　お前こそこのクソ忙しいときに〝受付嬢様〟に喧けん嘩か売ってんじゃねえぞ。

「いいよなァ受付嬢サマはよお、俺たちがダンジョンで危険な目にあってる間に、安全なイフール・カウンターで茶でもしばきながら仕事してるんだろ？　ぬるい仕事だよなぁ！」

　──ぬるい仕事？

　聞き捨てならない言葉に、思わず石像モードが解除されて、ぴくりとアリナの眉が跳ね上がった。

　殺到する冒険者をさばき、こいつのような厄介な冒険者に毎日絡からまれ、ストレスを浴びながら、仕事への責任感で夜遅くまで残業する受付嬢が、ぬるい仕事だと？

　ガラの悪い冒険者は、さらに鬱憤を晴らすように、執しつ拗ようにアリナを責め立てる。

「イフールが栄え、安全に暮らせているのは、誰のおかげだと思ってる？　冒険者様のおかげだろうが！」

「……」

「てめえらを俺たちが食わせてやってんだよ！　俺たち冒険者は、受付嬢なんかよりはるかに崇高な職業だって知らねえのか？　少しは冒険者様の役に立ったらどうなんだよ、ええ!?」

「……………………」

「冒険者様がダンジョン攻略に専念できるように、馬車馬のごとく働くのが受付嬢の仕事だろうが。カウンターで偉そうにふんぞり返りやがって。こんなしちめんどくせえ書類くらい、受付嬢がつくりやがれ！　俺たちの収入なんて、クエスト履歴見りゃぁわかんだろうが！」

「………………………………」

　アリナが黙っていると、どうやら後ろの冒険者たちも強気になってきたらしい。長い時間待たされている不満もあってか、冒険者たちはストレスをぶつけるように、わっと苦情を叫び始めた。

「確かに、ランク査定の申告書作りなんてやろうと思えば受付嬢ができることだよな……！」

「こんな書類仕事なんかやってる間に、一体でも多く魔物を倒して稼げるってのに」

「そうだ、書類仕事なんて受付嬢が全部やればいいんだ！」

「俺たちゃ体張ってナンボの仕事なんだぜ！」

　観衆を味方につけたことでさらに調子に乗ったガラの悪い冒険者が、アリナを見下し鼻で笑った。

「なんだよおら、黙ってないで言い返してみろ？　冒険者様にニコニコ媚こびるしか能がねえ低俗な女がよォ！　図星だろ？　図星だから何も言えねえんだろ？　論破だ論破、はい論破～！　ぎゃはははははは──────ッ!!」

「えいっ」

　ぽちっ。

　冒険者の高笑いを遮って、アリナはふいに手元の真っ赤なボタンを押おう下かした。

「あ？」

　突如、きゅいんきゅいんきゅいん──という奇妙で不穏な音が、イフール・カウンターの隅に置かれていた赤い転移装置クリスタル・ゲートから聞こえてくる。それまでただのオブジェと化していた転移装置クリスタル・ゲートが、ひとりでに輝き始めたのだ。

「な、なんだあれ……」

「お、おい！　あれって、もしかして、地下牢ろうにある転移装置クリスタル・ゲートじゃ──!?」

「待てよ、なんでそんな物騒なもんがここにあるんだよ!?」

　さすがに冒険者ともなると、赤い転移装置クリスタル・ゲートを知っている者がほとんどのようだ。本来地下牢ろうにあるはずの転移装置クリスタル・ゲートがひとりでに作動し始めて、たちまち冒険者たちは血相を変える。

　そんななか、カッと転移装置クリスタル・ゲートが赤い光を解きはなった。その光の獲物となったのは、もちろんアリナのカウンターで罵ば詈り雑言を吐くガラの悪い冒険者である。

「なんだこりゃ!?」

　赤い光に纏まとわりつかれた彼の体は、まるで風に吹かれて崩れていく砂丘のようだった。頭の先、指先、足先から、少しずつ肉体が分解され、順次転移装置クリスタル・ゲートに吸い込まれていく。

「おいてめえ女ぁ！　何しやがった!?」

　焦あせる冒険者に、アリナは表情筋の最後の力を振り絞って、にっこりと笑顔を作り出した。

「おめでとうございます。地下牢ろう行きです」

「は？　地下牢ろう!?」

「そちらの赤い転移装置クリスタル・ゲートは、地下牢ろう行きの転移装置クリスタル・ゲートになります。通常の転移装置クリスタル・ゲートとは少し作りが違うので、転移完了までに少々時間がかかるのですが……確実に地下牢ろうまで転移できますので、しばしそのままお待ちください」

「てめ、何を言って……！」

「──さて」

　どん、とアリナは分厚く巨大な一冊の本をカウンターの上に置いた。

　それはここイフール・カウンターでクエスト受注をした全冒険者たちの受注履歴が綴つづられている、記録書だ。

　年季の入った記録書のページをめくりながら、アリナはにこにこと言葉を紡つむぐ。

「消える前にお伺いしますが。わ処た刑し人に頼らなければダンジョン一つ攻略できない冒険者が、一体なにに専念すると言うのでしょうか？」

「……！」

　ぐ、と冒険者が言葉に詰まった。痛いところを突かれたか、明らかな焦あせりと怒りで、みるみる冒険者の顔が真っ赤になっていく。

「アイバン様。お望み通りあなたの受注履歴を調べさせていただきました。今年は受注したクエストを何一つ達成できていませんね」

「なっ……」

「昔は名のある冒険者として稼いでいたようですが、それも十年以上前の話。今では収入は当時の十分の一以下でかつ毎年右肩下がり。今年入手した遺レリ物ツクは、はるか昔に攻略された超安全なダンジョンでたまたま拾った装飾の欠片かけらが一つだけ。魔物討伐による懸賞金獲得もゼロ。つまり魔物とも戦っていない。ダンジョンにも行かず、魔物とも戦わず、イフール・カウンターに来て受付嬢に八つ当たりするだけの暇人が、一体イフールのどのあたりに貢献しているのでしょうか？」

「てめ、てめええええ！　ぶち殺してや──」

「ひんやりする地下牢ろうで少し頭を冷やしてきてはいかがでしょうか。あちらに行ったら〝地下牢ろうの番人〟が待機していますので」

「……番人ッ!?」

〝地下牢ろうの番人〟。その言葉に、冒険者の顔色が明らかに変わった。それまで怒りで真っ赤になっていた顔からみるみる血の気が引いていき、その表情に、ちらりと絶望が顔をのぞかせる。

「はい。あとは番人の指示に従い──せいぜい頑張ってくださいね」

　にこ！　っと今日最大級の営業スマイルを冒険者に送ると、彼は歯をガチガチ鳴らしながら、もう隠しきれない恐怖に顔面を歪ゆがめさせた。

「ま、まて！　地下牢ろう!?　番人だと!?　あの……番人か!?　囚人には血も涙もねえっていう残酷非道なあの番人──やめろ！　やめてくれ！　俺はまだ死にたくない、俺は、まだ生きた、ぎゃ、ぎゃああああああああ!!」

　ついに赤い光は冒険者の体を完全に分解し、悲鳴とともに転移装置クリスタル・ゲートに飲み込んでいく。やがてそこにはガラの悪い冒険者がいた痕跡など一つも残さず、一転してイフール・カウンターは静かになった。

「「「「……………………」」」」

　後ろでやいのやいの言っていた冒険者たちは、その恐ろしい光景に、言葉を失っている。

「さて」

　穏やかな表情に戻ったアリナは、乱れた書類をまとめてとんとんと端をそろえ、何事もなかったようにカウンターの上を片付けて、そして──

　ギン！　と双そう眸ぼうを鋭く吊つり上あげ、ありありとした殺気を放出させる視線で、冒険者たちを睨にらみ付つけた。

「他にィ……文句のォ……ある、ヤツ、はァァァ??????」

「ヒ、ヒィィィッ!!!!」

　地獄の底から湧き出るような低い声で問うと、それまで調子づいていた冒険者たちが、か細い悲鳴を上げてすくみ上がった。かと思うと、鍛えられた軍隊のようにびしっと列をそろえて並び直し、皆冷や汗や脂汗をだらだら流しながら、持ってきた書類を握りしめ、あっという間に大人しくなったのだった。

　もう誰も、アリナや受付嬢に文句を言おうとするヤツはいない。

　その様を見て、アリナはにっこり作り笑いに戻り、声のトーンを高くする。

「いらっしゃらないようですので、受付を再開しまぁす！　お待たせしました、次の方～！」
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　ジェイドの前に、さび色をした太く巨大な円えん錐すい状の塔が、天に向かってのびていた。

「たっっっっかいですね……」

　ルルリも感激した様子で巨塔を見上げている。

　聖都ウォリア。その中心市街地にジェイドたちは来ていた。そして目の前にそびえ立つのは、聖都ウォリアの象徴とも言える〝祈りの塔〟だ。

　シンプルな円えん錐すいの形をしている塔は、外からでもわかるくらいはっきりとした層になっていて、その直径は小さな田舎町程度だったらすっぽり入ってしまえるほどの広さだった。

　聖都ウォリアは、この巨塔の根元に人々が集まり形成された都市である。

　祈りの塔は現在でもヘルカシア大陸で最も高い建造物と言われていた。全部で二十三階層から成る塔は、上にいくほど先細っていき、最上層は崩れてしまっている。崩れる前は、もっと高い塔だったのだろう。

　赤茶色の荒野が広がるなかに、突如巨大な塔がそびえ立ち、その麓に広がる町。これこそが聖都ウォリアだった。

「祈りの塔は昔はダンジョンだったんだ。今からずっと昔、二百年前に攻略された」

　ジェイドの説明に、ロウが感心したように腕を組んだ。

「二百年前ってことは、最初の四聖がこのヘルカシア大陸に来た頃か」

「そう。初代四聖が最初に攻略したダンジョンが、祈りの塔。以来、四聖は塔を居住地としてきた。さすがに今は、市街地のほうに居を構えているけど」

　ウォリアは決して大きな町ではなく、主要な施設も特にないところだが、特別な都市であることは確かだった。

　そこには代々の四聖が住まい、彼らを中心に町は造られているのだ。文字通り四聖のための町である。

「塔は二十階層まで開放されていて、そこから上は物理的に上れないようになっているらしい。噂うわさでは、四聖しか上り方を知らないとか」

「ふーん……二百年前からこの塔に住んで、上には侵入を許さないのか……四聖は相当この塔が〝気に入ってる〟わけね」

　ロウの含みを持たせた言い方にジェイドは頷うなずいた。もちろん、ただ単に気に入っているだけで二百年もの間こんな荒野のど真ん中に住むはずがない。

「四聖がこの塔について何かを隠してるのは確かだな。じゃなきゃこんな荒野のど真ん中に住もうなんて思わない」

　ジェイドは塔から町のほうへ目を移した。さび色の巨塔は近づくほどに圧巻で目を引くが、塔の根元に広がる町は、静かで平和な普通の景色だ。

「しばらくはウォリアに滞在して、四聖と接触できる機会を探るしかないな」

「むむ……道のりが長いのです」

「仕方ないさ。そもそも一般人は四聖と接点を持つことすら、不可能に近いんだから──」

　どん、とそのとき、ジェイドの足に何かが突撃してきた。

「んっ？」

　ジェイドの足にむかって突っ込んできたのは、小さな女の子だった。

　まだ十歳ほどだろうか。目の覚めるような銀色の髪を腰までのばし、可か愛わいらしいワンピースを着ている。

　少女はジェイドの足にぶつかったというより、足にぎゅっとしがみついていた。その容赦ない力加減は、絶対離すまいとする捕食者めいた執念すら感じた。

「ど……どうしたんだ……？」

　困惑するジェイドに、少女がぱっと顔をあげた。くりくりした瞳は人形のように可か愛わいらしく、その両目をめいっぱい輝かせて、彼女はこう言った。

「見つけたぞ、一番乗りだ……！」

「え？」

「ぬし、《白銀の剣》だな!?」

　そう言うと、少女はようやくジェイドの足から離れた。代わりに腰に手を当て、可か愛わいらしい人差し指をこちらへ突きつけると、得意げにこう宣言したのだ。

「われは四聖が一人、四代目【聖母】！　レベッカだ！」

「「「へ？」」」

　あまりに唐突な登場に、ジェイドたちの声が思わず綺き麗れいに重なった。

　だってなにしろ、〝四聖というのはそもそも一般人が接点を持つことすら不可能に近い〟と、つい数十秒前に話していたばかりなのである。

[image: ]

　そもそも四聖はこんな町中を無防備に走り回っていい存在ではないし、走り回っているはずもない存在なのだ。

　しかし少女はそんなジェイドたちの困惑など意にも介さず、嬉うれしそうにニコニコ笑って、ジェイドの腕を引いた。

「さあ！　ぬしらを我が屋や敷しきに招待しよう！」
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　訳もわからず勢いに押され、ジェイドたちが【聖母】レベッカに連れて行かれたのは、歴代【聖母】が住まう城のように豪勢な屋や敷しきだった。

　巨大な門から屋や敷しきの入り口まで馬車で移動せねばならないほどの広大な敷しき地ちに、冒険者ギルド本部と肩を並べると言って遜色ない、巨大な屋や敷しきが構えている。

「……あの、【聖母】様。これは一体……」

　屋や敷しきの食堂に案内されたジェイドたちは、目の前の食卓に並べられていく、最初から用意していたと言わんばかりの数々の料理に言葉をなくしていた。

　煌きらめく装飾品と豪華な料理とで最大級の歓迎を受け、ただひたすらに困惑するばかりである。

　つい先ほどまで四聖と接触するのは難しい……という気持ちでいたのだが、その数十分後には四聖の一人四代目【聖母】と食事をしているとは、一体どういうことか。

「実は【聖母】様は、あなたたち白銀に会えるのを心待ちにしていたんですよ」

　侍女の一人が料理を運びながら、楽しそうに苦笑した。

「他の四聖に取られちゃう前に絶対会うんだって意気込んで、お屋や敷しきを飛び出しまして……それはそれは遠足にいく子供みたいなすごい大はしゃぎで」

「や、やかましい！　誰が子供じゃっ」

　それが先ほどの場面というわけか。ジェイドは納得がいくようないかないような複雑な心境で「なるほど」と頷うなずいた。

「それで、《白銀の剣》に会いたかったというのは──」

「隠さずともよいっ」

　両手に持った子供用のフォークとナイフをるんるんと上機嫌にゆらしながら、レベッカはキラキラと目を輝かせた。

「グレンから聞いておるぞ？　ぬしら……このわれに何か頼りたいことがあったとのことだろう？　この！　われに！」

「……え、ええ、まあ」

　どうやらグレンの根回しがうまくいったらしい。まあ正確には、【聖母】を頼ったのではなく、【聖母】か【守護者】に会えればいいと思っていたのだが。

　そんなことも知らず、レベッカはなんだか一人で幸せそうに声を弾ませている。

「われは一刻も早く頼られたい。盛大に頼られ、自己肯定感をブチ上げたいのじゃ！　だからぬしらの到着を今か今かと待っていた！」

　びしぃ！　とナイフでジェイドを指さすと、小さな手で胸を叩たたき、期待にキラキラ光る目をジェイドに向けた。

「さあ！　頼れ！」

「…………………………」

　まさかここまでグイグイ来られるとは予想もしていなかったジェイドは、一瞬なんの言葉も出てこなかった。つんつんとロウにつつかれてハッと我に返り、ようやく言葉を絞り出す。

「……実は、四聖にしか頼れないことがありまして」

「はわぁっ」

　ジェイドが言葉を言い終えるよりも早く、胸を撃ち抜かれたかのようにレベッカが椅子ごとひっくり返った。

「【聖母】様？」

　予測不能すぎるレベッカの行動にたじろぐジェイド。一方でテーブルの下からレベッカの震えた声だけ聞こえてくる。

「た、頼る……っ、この四聖に……この【聖母】に……っ、この、われに……っ」

　レベッカはなんとかテーブルに腕を乗せ立ち上がると、【聖母】は両腕で自分を抱いてくねくねしながら頰を紅潮させてうっとりと虚こ空くうを眺めた。

「ああっ、もう今だけで自己肯定感がびんびん満たされるのじゃ………こやつらはわれがいなければ立ち行かなくなるのだという優越感……わざわざイフールからウォリアまで足を運ばせた特別感……ふーヤレヤレ仕方ないこれだから世話が焼けるって言ってやりたいのう……想像するだけでぞくぞくするのう……しかもこの〝われ〟しか頼れないってパーフェクトなのじゃ……！　いいのういいのう、頼られるっていいのう！」

　ぐふふ……とよだれを垂らしながら脳内の全ての言葉を口から出して、夢見心地のレベッカである。興奮しすぎて鼻血が出ていることにも気づいていないようだ。

「【聖母】様、よだれと鼻血ふいてください」

「おっとわれとしたことが……。で、で、なんじゃ？　何を頼りたいのじゃ？」

「……」

　ジェイドはそれまで圧倒されっぱなしだったが、短く息を吐き出して気持ちを改めると、まだ年とし端はもいかぬ小さな少女をまっすぐ見据え、こう言った。

「俺たちは、神域デイアスキルに匹敵する力が欲しくて来ました」

「！」

　それまで目をキラキラさせて喜んでいた【聖母】が、わずかに表情を変えた。

「四聖にはそれができると……【大賢者】から聞きました」

「……は？」

　レベッカの大きな目はさらに見開かれ、その表情が凍りついた。

「【大賢者】……だと……？」

　次の瞬間、レベッカの表情は憤ふん怒ぬに変わり、椅子を蹴って立ち上がった。

「貴様……ッ！　貴様ごときが、軽々とその名を呼ぶかッ！」

　倒れた椅子が重い音を響かせた後、沈黙が食堂を支配し……その一瞬だけで、その場の空気すらも冷え固まった。

「……」

　レベッカの激げき昂こうを、ジェイドは狼ろう狽ばいすることなく真正面から受け止めた。【大賢者】はもう十数年も姿を消し、生死すら定さだかではなかった存在なのだから、突然その名を出せば感情が大きく揺れ動くのは当然だろう。

　ジェイドは腰のポーチから一枚の紙切れを取り出して見せた。

「これが何か、四聖ならわかるはずです」

「……っ、これは……賢魔書サージ・リベルか……！」

　解読不能の文字がびっしりと書き込まれた、古く変色した紙──ただしくは賢魔書サージ・リベルから破り取った一ページである。これは、先日フィールアから帰ってきた後、ジェイドのポーチのなかにいつの間にか入れられていたものだ。

　賢魔書サージ・リベルを一度見たことがあるジェイドには、これがすぐに何であるかわかったし、こんなことをするのは、シュラウド以外にいないことは明らかだった。

　四聖の力を頼れと言ったシュラウドからの、強力な手助けだ。

　レベッカもその紙切れの重要性を理解しているようで、かすかに震える手で賢魔書サージ・リベルの一ページを受け取った。

「……賢魔書サージ・リベルは強力な守護が施された魔導書……編へん纂さん者たる四代目【大賢者】以外に、ページを破ることなどできないはず……。そうか──」

　そっと紙をテーブルに戻したレベッカは、それまで強こわばらせていた表情をふいに緩めて、心から安あん堵どしたように、嬉うれしそうに笑った。

「生きていたのだな、【大賢者】は……！」

　生きている、と言うとまた微妙なところだが、自我を持って動き意思の疎通がとれるという点では、生きた人間と同列だろう。彼女の反応を見るに、レベッカは【大賢者】と特別親しかったのかもしれない。

　そんな彼女の心に付けいるようで少しの罪悪感を覚えつつも、ジェイドは最初から予定していたとおりの条件を提示した。

「……【大賢者】の情報と、四聖の持つ力の情報の交換。これでどうでしょうか？」

「……」

　ジェイドの持ち出した取引に、レベッカは重い沈黙で答えた。

　ややあって、はあ、と大きなため息をつくと、レベッカは少し不満そうにぼそぼそとつぶやき始める。

「さてはグレンの奴やつめ、【大賢者】のことを知っておったな……白銀の用事が、まさかこんなに重要な案件とは思わなかったぞ……」

　ひとしきり文句を吐き出し終えたレベッカは、す、と顔をあげた。その彼女の表情は、先ほどとはまるで別人のような威圧感を放っている。

「！」

「先ほどは失礼したな、白銀たちよ。われはちょっとしたお遊びのつもりであった。が、まさか【大賢者】の名を持ってくるとは」

「……」

「お前たちが本気だということはわかった……その取引、応じてやろう。ただし、条件がある」

「……条件、ですか？」

　おもむろに立ち上がったレベッカは、一転して冷たい光を瞳に宿し、こう言った。

「われと戦え」

「な……!?」

　これにはジェイドも思わず立ち上がり、異を唱えた。

「そんな、戦うなんて──！」

「文句は受け付けぬ。四聖の秘密を知るに足る者だと、力を以もつて証明してみせよ。準備ができたらさっさと庭に来るのじゃ。いいな」

　ぴしゃりとジェイドの抗議を遮って一方的にそう告げると、レベッカは食堂を出て行ってしまった。
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　屋や敷しきの前に広がる広大な芝生の庭で、ジェイドたちはレベッカと対たい峙じしていた。

「……」

　が、ここまで来てもジェイドは乗り気ではなかった。やはりこんな小さな少女と全力で戦うというのは気が引ける──そう思う一方で、相手もまた、まがりなりにも四聖の一角を担になう【聖母】だ。【大賢者】シュラウドに〝頼れ〟とまで言わしめる存在の一角を、少女だからといって侮あなどるべきではないかもしれない、という思いもあった。

　そんなジェイドの迷いなどつゆ知らず、余裕の笑みを見せるレベッカはジェイドに人差し指を突きつけた。

「思いきり暴れてかまわぬ。われも手加減なしでゆかせてもらうぞ」

　ジェイドを見据えるその目は、本気の闘志の光を放っていた。先ほどまで自己肯定感がどうのと鼻血を流していた少女とは、かけ離れた雰囲気である。

（……相手は本気か）

　小さく嘆息し、ジェイドは覚悟を決めた。ロウとルルリに視線をやると、二人からも頷うなずきが返ってくる。

　元より、四聖を頼るほかにジェイドたちが強くなる方法はないのだ。そのためにジェイドたちはウォリアに来た。ここで尻込みし、せっかく訪れたチャンスを逃す選択肢はない。

「わかりました」

　意を決し、ジェイドは盾をかまえて剣をぬく。それをみて、レベッカは満足そうににやりと口角を吊つり上あげた。

　そして彼女はおもむろに両手を虚こ空くうにかざし、それが戦闘の合図だと言わんばかり、朗々と叫んだ。

「唱え、〈巨神の魔弾デイア・グロブス〉！」

　詠唱に応じ、白い魔法陣が虚こ空くうに出現する。

「神域デイアスキル!?」

　驚きよう愕がくするジェイドの前で、レベッカの手のなかの白い粒子は、やがて一丁の銃となる。銃身の長い、マスケット銃のようなものだ。それは銀色に輝き、精巧な装飾が施されていた。

「銃……！」

　ぐん、とレベッカが一息にジェイドに迫る。視界にとらえたと思ったらもういない。

（……速い！）

　カチャ、と何かの音が背後に聞こえた。とっさに振り向いたジェイドが見たのは、背後をとったレベッカが、その長い銃身の先、大きな銃口をジェイドの後頭部につきつけ、引き金に指をかけているところだった。

「──っ！」

　ずだん！　と銃声が響き渡り、庭が震えた。

　むりやり体をひねったジェイドのこめかみを、黒い弾丸がかすっていく。

「ほう」

　すた、と着地したレベッカは感心したようににたりと笑う。

「まぐれでも至近距離のわれの弾をよけるとは、なかなかいい動きをする──」

「スキル発動、〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉！」

　レベッカの声を遮り、ルルリが右手を突き出した。対象者一人を常に回復し続ける、強力な回復スキルだ。しかし──

「展開！」

　ルルリがかざした右手をふるうと、赤いサークルが地面に出現し、じわじわと広がっていく。やがて庭のほとんどを埋め尽くし、サークルは拡大を止めた。

「これは……」

　その赤い陣の上は、じわりと温かく、この優しい熱にジェイドは覚えがあった。〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉の効果を受けたときに感じるものだ。

「私だって、いつまでも弱いままじゃいやなのです」

　ルルリは、びしっと人差し指をレベッカに突きつけた。

「この魔法陣の上では、幾人であろうと、私が対象と認める者に対し〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉の効果が永続します。負傷は気にせず、突っ込んでください！」

　それに答え、にっと笑ったのはロウだった。

「りょーかい」

　ロウは右手に青い炎を生み出し、スキルを唱える。

「スキル発動〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉！」

　たちまち手に生み出した蒼炎フラマが、爆発的に膨れ上がり、猛たける竜のようにレベッカに食らいついた。

「魔法か!?　いや、スキル……？」

　レベッカは戸惑いつつも、その竜の牙をかいくぐり、地を蹴って高く舞い上がった。空中で身をひねって銃を構える。その狙いの先はロウだ。咄とつ嗟さにジェイドはロウの前に立ち、盾をかまえて詠唱した。

「〈千ミ重リ壁ア〉！」

　同時、ダン！　と撃ち出された銃弾がジェイドの赤い盾に着弾する。が、弾ははじき返され、赤い盾を貫くことができなかった。

「神域デイアスキルの弾丸をはじくか……！」

　わずかに動揺するレベッカの懐ふところへ、ロウが音もなく滑り込んだ。

「！」

　そこは空中で、レベッカは銃を撃った反動で一瞬体の自由を奪われている。そのほんのコンマ数秒をロウは狙ったのだ。

　凍りつくレベッカの視界に、ロウの、醒さめきった殺人者の瞳が、冷たく映る。

　その手にはいつの間にか超高温の白い炎で出来た双剣が握られ、逆手に持った刃は、確実にレベッカの首を焼き切った──

「……！」

　しゅ、と小さな音がして、白アル炎ブムの刃はロウの手のなかで消失した。レベッカの首はもちろん傷一つついておらず、そのまま受け身もとれずに落下するところを、ロウが抱えて着地する。

「な……なぜ武器をしまった!?」

　レベッカが文句を言うと、ロウは「えー」と苦笑する。

「いや、さすがに殺さないですって」

「これは真剣勝負だぞ！」

「コッチも真剣にやりましたって」

「むうううっ」

　不満いっぱいむすっと頰を膨らませるレベッカをおろすと、ジェイドが剣を鞘さやにおさめながら、疑問を口にした。

「……【聖母】様のスキルは、攻撃用じゃないですね？」

「……」

　レベッカは一瞬目を大きくし、すぐにまた不満そうに頰を膨らませて、こう言った。

「……われの名前はレベッカだ。敬語もいらぬ」

　言いながら、レベッカは銀銃をジェイドの眉間に突きつける。

「ジェイド!?」

　ルルリが慌てて一歩踏み出すが、ロウがそれを止める。ジェイドは一つの予想があって、銃口をむけられても動かなかった。レベッカがにたりと悪い笑みを浮かべる。

「そのままでは頭に風穴があくぞ？」

「いや。大丈夫だ」

「……ふん」

　不服そうにレベッカが引き金を絞る。ずだん！　と重い音がして、撃ち放たれた弾丸はゼロ距離でジェイドの額に着弾し、その威力のままに頭蓋を貫通する──いや。

　ジェイドの頭には傷一つついていなかった。代わりに、着弾と同時に白い光がジェイドを包み、温かな優しい熱が広がったのだ。

「これ、回復弾だな」

「ふん。半分正解じゃ。このスキルは……〈巨神の魔弾デイア・グロブス〉は、着弾した者に回復を与える銀弾と、攻撃を与える黒弾がある。主要な使い道は遠くにいる味方への確実かつ迅速な回復。敵への攻撃は、まあ緊急時のおまけみたいなものだ。攻撃もできる回復役ヒーラーといったところか」

「やっぱり。【聖母】の名を持つからには、回復関係のスキルだと思っていた」

「……」

　からから笑うジェイドに、レベッカはなおも不満とばかり、じっとりと睨にらみ付つけて腕を組んだ。

「お前たち……神域デイアスキル使いでもないのに、いやに神域デイアスキルとの戦いに慣れているのだな？　いくら〈巨神の魔弾デイア・グロブス〉の黒弾が前衛役トツプアタツカーほどの威力がないとはいえ、超シグ域ルススキルには負けぬのだが……」

「神域デイアスキルとは散々戦ってきたからな。強力だけど、万能じゃない。必ずどこかに攻略方法がある」

「……ふん、なるほどな」

　レベッカは大きなため息をついて、ぼそりと言った。

「まあ、合格としてやろう」

「！」

　レベッカの言葉に、ジェイドたちは表情を明るくしてお互いを見合った。そんなジェイドたちに、レベッカは肩をすくめる。

「ぬしらにはもう説明は不要だな。我ら四聖の持つ秘密……それはこの神域デイアスキルじゃ。【大賢者】がぬしらに言っていたのはおそらくこの力のこと」

「しかし、もう今の時代には神域デイアスキルの使い手はいないとばかり思っていたが、まさか四聖が使えるとは」

「……」

　ジェイドのつぶやきにレベッカは意味深に黙り込んだ。一度開いた口を思い直したように閉じて、結局レベッカはこう言った。

「約束通り、ぬしらに神域デイアスキルの話をしよう。われについてくるのじゃ」
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「──んぱい、──せんぱい、──アリナ先輩！」

　は、と誰かに呼ばれた気がして、アリナは飛び起きた。いや、気のせいではない。隣席のライラがアリナを揺すって起こしていたのだ。

　そこは深夜のイフール・カウンター事務室で、アリナは自席のデスクに突っ伏して眠ってしまっていたようだった。飛び起きた眼前にはうずたかく積まれた書類が視界を塞ぎ、寝起きにその光景を見せられるだけで、もう暗鬱たる気持ちになるのだった。

「せんぱぁーい、大丈夫です……？」

　心配してくれるライラのほうも、目元に濃いクマができてげっそりしている。アリナは目をこすりながらなんとか頷うなずいて見せた。

「寝ちゃってた……」

　もう零時にも近い時間だが、事務室を見回すと先輩受付嬢たちも多く残っている。みなデスクにむかって黙々と自分の書類と向き合っていた。さすがの先輩たちも、この冒険者ランク査定の書類の山に埋もれて、げっそりしている。

（予想はしてたけど、予想以上にしんどい……ランク査定……）

　殺人的な書類の量や慣れない事務処理という点もしんどいと感じる原因だが、いつも手伝ってくれたジェイドやナーシャがおらず、孤独に作業をしなければならないというところが、アリナとしては最もこたえていた。

『アリナさん、ここミスってるぞ』

　隣席で残業を手伝ってくれていたジェイドから、何度言われたかわからない言葉。最初はヤツの無駄に高い事務処理能力を見せつけられているようでイラっとしたり、心折れたりもした。しかし今では、あの一言がどれだけその後の負担を減らしてくれ、結果的に残業を短くしてくれていたのか、身にしみてわかるのだ。

　ジェイドとアリナの二人でしていた残業も、そのうちライラが一緒にするようになって、最近では（強引に）ナーシャも入れて、結局わいわいと残業をするのが当たり前になっていた。

　どこが間違っているだの、わからないところがあるだの、必要な情報共有がなされている空間は居心地がよかった。仲間がいるという安心感が時にすさまじい力をくれると、アリナは知ったのだ。

　そして逆に、たった一人で抱える残業は苦痛だということも、知ってしまった。終わりの見えない仕事を一人で背負わされるストレス、周りに人はいるのに、まるで孤島にたった一人残されたような孤独感、そういうものはあっという間に心身を疲弊させる。

「……」

　アリナはぺちんと両の頰を自らはたいて、脳みそをたたき起こした。そして震える手で使い古した羽根ペンをむんずと摑つかむ。

「終わらせる……終わらせるんだ……！　終わったら有給休暇が待ってる……有給休暇が……有給休暇が……！」

「そうですよアリナ先輩……ジェイド様と一緒にリーティアンリベンジをかましてきてください……この残業が終わったら……」

　アリナとライラ、二人して呪文のように〝有給休暇〟を唱えながら、意地と根性で書類にかじりついた。アリナはこういう極限状態に陥るとだいたいミスを連発するので、いつもだったらジェイドが「そろそろ休憩しよう」と言ってくる頃合いなのだが、今回はそんな男もいない。

「二人ともがんばるね……」

「ほどほどにねぇ」

　闘志を燃やすアリナとライラに口々に声をかけながら、先輩受付嬢たちが力尽きて退勤していく。アリナは彼女たちを見送って、逆に引き出しからポーションを取り出し、ぐいっと一息に飲み干した。

「よし、もう一踏ん張りするわよ。ライラ……！」

「うい……」
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「ぬああああああ終わらないよおおおおおお」

「アリナ先輩、私の骨は拾って、灰は荒野に流してください……」

「寝るなぁぁぁ！　寝たら死ぬわよ！　ライラ！」

　ついに力尽きて机に突っ伏したライラの頰を、アリナはぺちぺちぺちとはたいてたたき起こす。しかしうつ伏せのライラは微動だにせず、しまいには肩をふるわせて、子供のように手足を暴れさせて泣き叫んだ。

「だいたい！　こんな、こんな量、終わるわけないじゃないですかぁぁぁ！　人間の活動限界の短さナメてるんですか!?」

　開き直ってキレだしたライラは、目を吊つり上あげてもういなくなった先輩たちの机を睨にらみ付つけた。

「そもそも！　みんな苦しんでるんだから、みんなでやればいいじゃないですか！　能力にばらつきがあるんだから、適材適所で分担すればもっと早く終わるんじゃないんですか!?　なんですか個人体制って!?　いつもの受注業務じゃないんだから、今回くらい柔軟に変えてくれたっていいじゃないですか！　アレッタ先輩も、スーリ先輩も……！　自分の分が終わったらさっさと帰るなんて薄情ですよ……！」

「ライラ……」

　ライラの気持ちは、アリナも痛いほどよくわかる。なぜなら彼女が今叫んだことは全て、新人時代に散々アリナが思ってきたことだったからだ。

　だが、三年目にもなれば諦めにも似た理解を得る。無駄な期待を持つだけ疲れるのだと。

「ライラ。スーリ先輩の考えが変わらない限り、イフール・カウンターが協力体制になることはないの。期待を持つだけ無駄なのよ……ないものねだりしたってしょうがないでしょ」

「だってだってだって……」

　うっうっと弱々しく泣く後輩受付嬢の肩を、アリナは勇ましくぽんと叩たたいた。

「大丈夫よ、ライラ……！　私、いぃぃぃこと思いついたから……！」

「な、なんです!?」

「処刑人になってまだ査定申告書出してない冒険者を片っ端からぶち殺して申請に来た冒険者は片っ端から地下牢ろう送りにしていけばこれ以上書類が増えることはないんじゃないかって。そうすればこれ以上悪い状況にはならないのよ……」

「わあああアリナ先輩正気に戻って下さい！　物理的に冒険者の数を減らすのはまずいですって！」

　今にも飛び出そうとするアリナと、それを止めようとするライラでばたばた騒いでいたとき、ふいに事務室の扉ががちゃりと開いた。

「二人ともお疲れ様」

　私服姿のアレッタ先輩である。アリナもライラも驚いてぴたりと止まり、目を丸くする。

「アレッタ先輩？　帰ったんじゃ──」

「うん、一回帰ったんだけど、まだ事務室に灯あかりついてたからちょっと様子見ようかなって思って。ね、そろそろ休憩にして、お茶しない？」

　アレッタがにっこりと笑った。
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「……ちょっとした昔話があるの」

　上品な所作でコーヒーカップを口に運びながら、ふとアレッタ先輩はそんなことを言い出した。

「このイフール・カウンターの身の毛もよだつ、真ーっ黒な、昔話なんだけどね」

「え、なんですなんです、聞きたいです」

　噂うわさ好きなライラが真っ先に食いつく横で、アリナはずずっとお茶をすすった。正直イフール・カウンターの過去とかめちゃくちゃ興味がない。

　が、アレッタの次に続いた言葉に、さすがのアリナも驚くこととなる。

「昔ね、私とスーリがまだ受付嬢になりたてだった頃。実はイフール・カウンターって、ミスが多いことで有名だったの」

「イフール・カウンターがですか？」

　思わずアリナは口を挟んでいた。アリナが知る限り、イフールで最も大きなこのイフール・カウンターは優秀な人材が集められ、周囲からも一目置かれている印象がある。実際、先輩受付嬢たちは他のカウンターに比べて事務処理の速さも正確さも、頭一つ飛び抜けている。

　あくまで昔の話ね、と釘くぎを刺して、アレッタは言葉を続ける。

「もちろん昔から冒険者が多く集まるクエストカウンターだったし、そのときから激務だったから、どうしてもミスは起きてしまうものだけどね。でも、あまりにもひどかった。記入漏れ、処理忘れ、挙げ句の果てに、公務としては許されない書類紛失……日課の集計もほぼ数字が合ったことがない……そんな、今考えたらぞっとするような地獄絵図」

「ひぃ……」

　聞いているだけで胃が痛くなる話である。昔は公務といえどゆるゆるで、その時代だったからこそ、お目こぼししてもらえていたのだろう。今では許されない。下手をしたら違法だ。公務員というものは、そういう職業である。

「イフール・カウンター全体での残業時間も、今より全然多かったらしいわ」

「今より全然って……」

　昔は今より冒険者の数が少ないはずだ。当然、受注数も少なかっただろう。そのうえで今より残業時間が長いというのは、おかしい。

　いぶかしむアリナに、アレッタは静かに話した。

「そのときのイフール・カウンターは、今と正反対。徹底的な〝協力体制〟の方針だったの」

「！」

　アレッタは静かな声で話を続ける。

「一見して協力体制って、一人一人の負担が減るように見えるけど、それはちゃんと機能しているときだけ。当時のイフール・カウンターでは、みんながみんな、〝誰かがやってくれるだろう〟〝誰かが気づいて修正してくれるだろう〟って意識で、自分の担当業務への責任感がとても薄かった」

「……」

「ミスが発生したあとにイフール・カウンター全体で反省会をしても、意識して正す人と、自分のことじゃないからって気にしない人でばらばら。重要な連絡が回ってきても、〝誰かが把握してくれるだろう〟って意識で、連絡内容をよく読み込まなくて、結果、処理が遅くなったり、さらにミスが増えたり、周りがそれに気づけなかったりっていう悪循環」

　その様を想像するだけで、アリナの背筋は凍りついた。だがアレッタの口から語られる〝地獄〟は、まだまだ終わらない。

「残業時間を減らそうと新しい子を入れたりもした。早く戦力になってほしかったから、手取り足取り、一から十まで、丁寧に教えた……結果。その子は、〝自分で調べる〟という意識も、〝自分で調べる方法〟も、一切学ぶ機会がないまま育ってしまった。教えられたことはできるけど、教えられないとなにもできない。どの棚に、なんの書類があるのかすら知らなかった」

「……！」

　は、とアリナは二年前に、当時アリナの指導係だった先輩受付嬢に言われた言葉を思い出した。

　まだ一年目。所属して数ヶ月。そんなアリナに、笑顔で突きつけられた指導係の言葉。

『それじゃ、あとは昔の書類がまとまってるものがあるから、それ見て、頑張ってね』

　なんて冷たい言葉だろうとあのときは思ったが、結果としてアリナは、〝まず自分で調べる〟という意識を叩たたき込こまれた。〝答えが知りたければ前例を見ればいい〟という方法も示された。前例を探すために過去の書類にたくさん触れることになるから、どの棚に、どの書類があるのか、今ではもうだいたい覚えている。

「協力体制はもっと悪いように影響した。〝誰かが残っているから、私も残らないといけない〟……そういう、過剰で無駄な仲間意識が暗黙のところにあった」

「ひっ……」

　ライラが思わず小さな悲鳴をあげて両肩を抱いている。もう帰れるのに、周りが帰ってないから帰れない──それほど無駄で馬鹿馬鹿しい残業はないだろう。

「結果、カウンター全体での残業時間がずるずると増えるばかりだった。おまけに周りからは〝仕事の出来ない人たち〟と呼ばれて笑われて……それを一番嫌がって、協力体制から徹底した個人体制に変えたのが、スーリよ」

「……」

「カウンター長が交代するタイミングで、今までのイフール・カウンターの問題点を報告して、個人体制の方針に切り替えさせた。ミスも残業時間も劇的に減ったわ。昔みたいな過剰なまでのアットホームな雰囲気は、影も形もなくなったけどね」

　ふー、と息を吐き出して、アレッタは空になったコーヒーカップをテーブルに置いた。

「これが、イフール・カウンターの、忘れ去りたい忌いまわしき黒歴史ってわけよ」

「……そうだったんですね。だからスーリ先輩は、個人体制にこだわってたんだ」

　同情するようにつぶやくライラの言葉を聞きながら、それでもアリナは眉間にしわを寄せて言った。

「でもその個人体制に変えたのって、なんだか美談っぽく語ってますけど、結局は今も昔も、やってることが同じですよね」

「ア、アリナ先輩っ、オブラートオブラートっ」

　ライラが慌ててアリナを制止するが、アリナは止めなかった。

「〝昔は個人体制のほうが効果的だったから、今も脳死で同じ方法をやり続ける〟って、それこそ昔の協力体制に固執していた先輩たちと、同じじゃないですか」

　正直言って、先ほど怒っていたライラなんかよりもずっと、アリナは今のイフール・カウンターに言ってやりたいことがたくさんあるのだ。

　しかしそれらは全部、〝昔からそういうものだから〟という空気で飲み込まされてきた。それを今更美談のように語られたって、腹が立つだけである。

　アリナはやや声を低くし、ぼそりと言った。

「……スーリ先輩も、結局昔の先輩たちと、一緒なんですね」

　アリナの失礼な言動は、普通は怒られるところだが、しかし意外と空気は凍りつくことなく、逆に、くすりとアレッタの上品な笑い声が聞こえた。

「さすがアリナちゃん、賢いわ」

「えっ」

　てっきり怒られると思っていたアリナは、予想外のアレッタの反応に目を丸くする。

「私もね、アリナちゃんと同じ意見。スーリは、昔あれだけ嫌ってた人たちと全く同じ人になりかけていると思う」

　ゆっくりとアレッタ先輩が立ち上がった。

「……それがわかってて野放しにしている私も、昔から何も変わってない。ダメダメなんだろうな」

　ぽつりと、小さな声でそう付け加えたアレッタ先輩は、おもむろに事務室の入り口に向かうと、ガチャリと扉を開けた。

「──と、いうわけよ。スーリ」

　アリナとライラがぎょっとして後ろを向くと、いつの間にか事務室の入り口に、スーリ先輩が立ち尽くしていたのだ。
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　時は少し遡る。

　仕事を終えてイフール・カウンターから出ようとするスーリに、アレッタが話しかけてきた。

「スーリ。今日の夜、事務室に来てくれない？　たぶんみんな、残業してるから」

「……夜？」

　突然のアレッタの妙な誘いに、スーリは眉をひそめた。

　アレッタ。彼女はその可か憐れんな見た目に相反して、実にしたたかだ。

　昔から自分が納得できないことにはとことん反抗するスーリとは正反対で、アレッタは世渡りがうまかった。下手に目立つようなことはせず、周囲に反抗せず、淡々と環境を受け入れ仕事をするタイプだ。

　アレッタは同期だし、彼女の高い事務能力は認めているが、スーリはアレッタに完全なる信は置いていない。

「そ。スーリはもう帰るでしょ」

　ちらりとアレッタの視線がスーリの机に向く。他の受付嬢たちの机はまだ書類が積み上がり散乱しているなか、スーリの机だけはいつも通りきっちり処理済みの書類が分類してまとめられていた。

「うーんさすが。今回は私も結構手こずってるんだけど、スーリは終わっちゃったかぁ」

「当然よ。事前にマニュアルを読み込んだんだから。作業自体は難しいのあまりないし……それで、私に何か用？」

「うん。みんな大変そうだから、残業を頑張る人に差し入れ買ってきてほしいなぁって♡」

「……」

「私が買ってきてあげたいんだけど、まだ仕事から離れられそうにないし」

「……。まあそれくらいなら」

　わざわざ差し入れを持ってこいだなんて、明らかに何か企たくらんでいる。怪しみつつも、しかし受付嬢の皆がこのランク査定に苦戦していることはわかっていたので、スーリは承諾したのだった。

　そして言われたとおり差し入れを買ってきて、事務室の前まで来たところで、アレッタが昔のイフール・カウンターの話をしている声を聞いてしまった。

「……！」

　スーリは思わず足を止め、事務室に入るのを躊ちゆう躇ちよした。思い出したくもない嫌な記憶が、まざまざと脳裏を駆け巡ったからだ。




　──ねえ聞いた？　イフール・カウンター、またやらかしたんだって。

　──もう何回目だろうね。

　──ほんと、あそこって仕事の出来ない人たちの集まりだわ。

　くすくす、と陰で笑われるのは、いつまでたっても慣れることはない。

　でも、スーリには反論できない。なぜなら事実だからだ。仕事ができないと笑われても仕方がないようなことを、繰り返しているのだから。

『先輩！　そんな風に言われているのですよ。悔しくないのですか!?』

『えぇ……そんなこと聞かれてもなぁ』

　スーリの怒りの訴えにも、当時の先輩たちは明らかに困ったようにスーリを見るばかりだ。

『ウチは他のカウンターより忙しいんだから、仕方なくない？』

『そうそう。ミスの一つや二つ、よくあることよ』

『ウチの忙しさをわかってない人に言われてもねぇ』

　先輩たちの言い訳のような情けない言葉に、スーリは唇をぎゅっと引き結んだ。

　たしかにイフール・カウンターはイフール最大のクエストカウンターだけあって、繁忙期ともなると目の回る忙しさだ。だが、繁忙期に忙しくなるのは他のカウンターだって同じ。

　忙しさを言い訳にすれば、ミスをしても許されるということではない。少なくとも、同じミスは繰り返さないよう努力や改善はしないといけないのに。

　先輩たちは、いつまでたっても「忙しいから仕方ない」の一言ですべてを片付ける。

　当時のカウンター長もよくなかった。ことなかれ主義で、保守的で、受付嬢たちから反発を食くらうことをなにより恐れて、何もしなかった。

（自分の仕事に誇りを持てだとか、支払われる給与以上のクオリティを出せとか、そんな崇高なことを言ってるんじゃないのに……！）

　ただ、悔しいだけだ。仕事ができないだなんて笑われて。明らかな改善点が見えているのに。目の前に、もっと効率的な方法があるのに。そういうものに手も出さず、あがくこともせずただ笑われるのが、耐えがたいほどに悔しい。

『イフール・カウンターはずっとこの方法でやってきたし……。スーリちゃん。公務ってね、前例主義が基本なの。新しいことを始めるのって簡単にはできないことなのよ』

『なにが……っ』

　なにが前例主義だ。

　自分たちにとって居心地のいい、このぬるま湯につかりきった今の状況を、変えたくないだけじゃないか。

『小さなミス程度じゃクビにならないし、大丈夫大丈夫』

　どんなに職場環境を改善したって、動線を考えたデスク配置にしたって、人手を増やしたり、いたずらに会議を増やしたりしたって、この生ぬるい意識が消えない限りイフール・カウンターは〝仕事のできない人の集まり〟と笑われ続けるのだ。

『……っ』

　せめて自分だけは。そう思って遅くまで残り、ミスがないよう何度もチェックして、回ってきた連絡事項は完璧に理解できるまで読み込んで、過去のミス事例を漁あさってミスを予防して。そうしてスーリが一人で頑張ったところで──いや頑張れば頑張るほど、先輩たちはスーリに頼った。

〝協力体制〟などと甘やかされてきた結果がこれなのだ。

　もうあの地獄には、戻らせない。戻りたくない。




（そう……これでいいのよ）

　もう一度自分に言い聞かせて、スーリは顔を上げた。

　立て直すのは時間がかかるが、崩壊するのなんてあっという間だ。個人の責任感が希薄になる〝協力体制〟の味を知ってしまったら、きっとまたあのイフール・カウンターに戻ってしまう。ようやく苦心して築き上げたスーリの城が、壊れてしまうのだから。





24






「スーリ先輩……」

　おそらくアレッタの話を聞いていたであろう、事務室の入り口で立ち尽くすスーリを見て、ようやくアリナは、アレッタの行動に納得がいった。突然深夜の事務室に現れて、突然昔話をはじめたのは、アリナやライラに聞かせていたのではない。

　スーリに言っていたのだ。

「聞いていたでしょう、スーリ。私たちは、昔の先輩みたいになっちゃってるんだよ。個人体制に固執しないで、今回の査定くらい、協力体制に戻してみない？」

　スーリはしばし黙っていたが、やがてぽつりとこう言った。

「何度も言わせないでよ」

　感情を押し殺したような、冷たい声だ。

「イフール・カウンターでは個人体制が正しいの。これでずっとうまくいってたんだから、査定ごときで安易に変えたりしないわ」

「いきなり全部変えろとは言わないわ。今回の査定はみんな苦しんでるし、一人でやることに限界を感じてる。このランク査定の間だけでもいいのよ。スーリ、考えは変わらないの？」

「ふん。今更なに？　アレッタはえらそうに私に文句を言う資格があるの？　昔、個人体制に変えようとあがいていた私を、見て見ぬフリしたくせに」

「……！」

　冷たく言われた言葉に、アレッタは続く言葉を吞のみ込んだ。その視線は罪悪感に引きずられるように足下に落ち、口を閉ざすしかないとばかり、押し黙った。

「……そうね」

　しかし数秒の沈黙の後、アレッタは覚悟を決めたように決然と顔を上げた。スーリを真正面から見据えて、はっきり言ったのだ。

「昔の私はずるかった。ごめんね、スーリ」

　アレッタの顔は、どんな罵りも受けると覚悟を決めた顔だった。

「私もあのとき、先輩たちの考えはおかしいって思ってた。でも、何も言い返さなかった」

「……」

「昔の私はずるくて、楽な方に逃げたの。だからこそ今回は逃げたくない。あなたが昔の先輩のようになって、他の受付嬢を苦しめようとしているのなら、私が止めたい」

　はっ、とスーリが鼻で笑いとばした。

「私は変えないわ。イフールを協力体制になんて変えさせない」

「スーリ……！」

「私がどれだけ、〝協力体制〟に苦しんだと思ってるの!?　どれだけ残業して、どれだけ笑われて、どれだけ悩んで！　どれだけ苦しんだか！　あなたにわかるの!?」

「自分が苦しかったからこそ、次の世代に同じ事を強いちゃダメなのよ！」

「いやだ。みんな、私と同じ苦しみを、味わえばいいんだ……！」

　そう言ったスーリは、自分でも言葉を止められないのか、おぞましく笑っていた。

　今まで抑えてきたであろう醜い人間の本性をさらけ出すように、スーリはあけすけな本音を吐き出した。

「私は崇高な人間じゃないもの。薄汚い社会人を、オトナを、たくさん見てきたもの！　みんな自分が苦しまないためなら平気で人を見捨てるのよ。必死に頑張る人を平気であざ笑い、平気で誰かを悪者にして、のうのうと自分を正当化するのよ！　私はそれをたくさん見てきた。その被害に私は遭ってきた。なのになんで、私ばかり気を遣わなきゃいけないの？」

　しん、と重い沈黙が、事務室を支配した。

　誰も何も言えなかった。なぜならスーリのその汚い本性は、誰もが一度は脳裏によぎらせる考えだったからだ。彼女の言葉を否定できる者はいなかった。

　その沈黙のなか、やがてアリナが、おずおずと手を上げた。

「──あのー先輩がた」

　二人の視線が一斉にこちらに向く。

「喧けん嘩かなら外でやってもらっていいですか？　今から作業再開するので……」

「「「……」」」

　スーリやアレッタだけでなく、ライラまでもが言葉を失い、しばしその場に立ち尽くした。

「……アリナ先輩いいいいいっ」

　いち早く我に返ったライラが、慌ててアリナを事務室の隅に引っ張っていく。こそこそ声をひそめてアリナを𠮟った。

「この激重空気が見えないんですか!?　残業のしすぎでついに壊れちゃったんですか!?」

「いやだって協力体制には変えないって言ってるし……変わらないなら、さっさと残業片付けたいし」

「それを今っ、アレッタ先輩がっ、説得してくれてるじゃないですかぁああっ！　協力体制になって私たちの仕事が軽くなるチャンスですよ!?」

「……チャンスねぇ……」

　アリナはため息をついてちらりと二人の先輩に視線をやった。そりゃあアリナだってもちろん残業は減って欲しい。今回だけでも皆で協力してランク査定業務と戦えれば、この終わりの見えない残業も少しはマシになるだろう。

　だが感情的なアレッタの説得が、今のスーリに有効とはとても思えなかった。あの程度で協力体制に考え方を変えるほど、彼女は柔軟じゃない。

　もし、本当にスーリの考え方を変えたいなら、感情を揺さぶるのではなく、もっと違う方法で──

「あ」

　ふと、アリナは一つの方法を思いついた。数秒考えてから先輩たちのもとへ戻り、アリナはスーリに目を向けた。

「スーリ先輩」

「な……なによ」

「私はイフール・カウンターの過去も興味ないですし、究極残業が減ればなんでもいいわけで、スーリ先輩が昔の先輩のようになろうがならなかろうが、どうでもよくてですね」

「な、なによ、当たり前でしょ。あなたには関係な──」

「ただ、一つだけ、言っておきたいことがあるんです」

　ずびし！　と人差し指をスーリの鼻先に突きつけて、アリナは朗々と宣言した。




「私の残業には、もれなく、ジェイド・スクレイドがついてきますよ、スーリ先輩」




「………………えっ」

　唐突にでてきたジェイドの名前に、スーリの表情から明らかな動揺がうかがえる。アリナは立て続けに、言葉を並べた。

「スーリ先輩、前からイケメン高身長高収入冒険者のジェイド様のこと、大好きですよねぇ？　私の窓口にジェイド様が来るたび、無意味に自分もカウンターに出てきたり、ちらちらこっち見てたの、知ってますよ……」

　あれは忘れもしない、アリナの窓口にジェイドが初めて訪れた日。

　ジェイドは処刑人の正体がアリナだと確信し、そのことを話すためにわざわざアリナを指名してやってきたのだ。

　が、そこへスーリが割り込んできて、アリナを強烈なショルダータックルで吹っ飛ばしたあげくとんでもなく乙女な顔でジェイドに上目遣いをしていた彼女を、アリナは確かに見たのだ。

　その後もイフール・カウンターでジェイドと話すたび、スーリから抑えきれない殺気が放たれていたのをアリナは知っている。まあ特に気にせず全て無視してきたが。

「なっ。なっ」

　アリナの指摘に、それまで〝頑固なベテラン受付嬢〟の顔をしていたスーリは、しかしいまやすっかり少女のように顔を赤らめて、口をぱくぱくさせるしかできないようだった。

　対してアリナは、とても先輩に向けるような表情ではない、ぐへへへと下卑た笑いを浮かべながら、うろたえるスーリに詰め寄った。

「もし、今回だけは意地張ってないで、協力体制に舵かじを切る、なんてかっこいいことしちゃったら……思わずジェイド様に、その武勇伝を報告しちゃうかもしれませんね」

「えっ、えっ!?」

　ずんずんアリナが迫るたび、スーリが一歩また一歩と後退していく。スーリはアリナより身長があるのに、今やすっかりアリナに気け圧おされて縮こまり、あっという間に壁かべ際ぎわまで追い詰められてしまった。

　しまいにはアリナは、どんっとスーリの顔の横に手をついて壁ドンを決め、戸惑う彼女に低い声でささやいた。

「どうです？　ジェイド様にかっこいいとこ見せたくないですか？　スーリ先輩？」

　しん、と事務室はすっかり静まりかえってしまった。

「ア……アリナちゃん……」

「アリナ先輩……いい方法って……ジェイド様使うこと……ですか……」

　アリナの提示した生々しすぎる取引には、ライラばかりかアレッタまでもがドン引きして言葉を無くし、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかなかった。

「そういうわけで、私は残業に戻ります。協力体制にするかしないかはお任せします」

　ハンっと鼻をならすと、アリナは自分のデスクについて、バリバリ残務を片付け始めるのだった。
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「──今回、このランク査定受付が終わるまでの期間だけ、協力体制に切り替えます」

　翌朝、イフール・カウンターの事務室では、朝一で主任たるスーリから重要な連絡事項があるということで、特別に朝礼が開かれていた。

　前に立つスーリから出た言葉に、たちまち受付嬢たちがざわめき始める。

　同じくそれを聞いていたアリナも、思わず目を二回瞬まばたいた。隣でライラが興奮したようにアリナに小声で言ってくる。

「アリナ先輩っ、私はいま、過去一綺き麗れいな手のひら返しを見た気がします！　……あんなに協力体制にはしないって言ってたのに、ジェイド様パワー恐るべしですね……！」

「……いや、まさか、本当に変えるとは……」

　突然の協力体制の宣言、それもそれまで頑かたくなに個人体制にこだわっていたスーリからの言葉というのもあって、受付嬢たちのざわめきはなかなか終わらない。だがその喧けん騒そうは徐々に、動揺の気配から安あん堵どの声に変わっていった。

「わあ、みんなで仕事共有できるの、正直ありがたいな」

「助かった……一人だったら絶対死んでたよ……」

「うん。個人体制じゃきつかったよ今回のは……」

「スーリ先輩、ナイスです……！」

　みな張り詰めた糸が緩んだかのように、ぐったりと椅子にくずおれている。まさかそれが一人の男がもたらした奇跡だとも知らず、皆口々にスーリの英断を喜んだ。

「と、とりあえず、まずは皆さん、それぞれどれくらい作業が残っているか、共有するところから始めますから！」

　スーリの号令のもと、皆が抱えていた作業を確認し始める。ふいに、つんつんと肩をつつかれて振り向くと、アレッタ先輩が、嬉うれしいような困ったような複雑な笑みを浮かべていた。

「同期の説得より、イケメンのほうが効果あるって、ちょっとフクザツだわ……」

　頰に手をあてて、こんなときも上品にため息をつくアレッタに、アリナは苦笑した。

「まあ方法はどうあれ、結果的には今回だけでも協力体制にしてくれたから、よかったじゃないですか」

「そうね……それにまあ、私の説得なんてなんの効果もないって、最初からわかりきってたし……」

　肩をすくめるアレッタの言葉を聞いて、ん？　とアリナはとある疑問を抱いた。自分では説得不可能とわかっていたと言うわりに、むしろ彼女の行動は、感情に訴えた真正面からの説得だったように思う。

　アリナが首をひねっていると、同じ疑問を抱いたらしいライラが、はっと何かに気づいたように目を見開き、おそろしいものでも見るかのようにアレッタに視線を向けた。

「もしやアレッタ先輩、最初から、アリナ先輩を利用してスーリ先輩をどうにかしようと思ってたってことですか……!?」

　するとアレッタはちょっとだけ目をぱちくりとさせてから、今まで見たなかで一番完璧な笑顔をつくり、にっこりと頷うなずいた。

「うん♡」

「「……」」

　言い訳も取り繕う気もない、いっそ清すが々すがしいくらいの肯定に、アリナもライラも一時言葉を失った。啞あ然ぜんとする二人に、アレッタが追い打ちをかけていく。

「最初に言ったでしょ？　〝今回はアリナちゃんに期待しちゃおっかなって〟って。私は過去にスーリを見捨てたんだもの。そんな人の説得を聞くわけないんだわ、あの頑固な子が。泣き落としでどうにかできると信じられるほど、私の頭はお花畑じゃないし……あ、今回スーリ説得に協力してもらった〝借り〟は、この前私が片付けてあげた書類でチャラってことで♡」

　かわいい笑顔であけすけに語られる彼女の胸の内のどろどろした思惑に、アリナはぞぞぞっと背筋を震わせた。思わず立ち上がって、アレッタをびしりと指さし声を上げる。

「や、やっぱりあの謎に書類処理してくれたのは、親切心とか罪悪感とかじゃなく、下心のためだったんですね!?」

「やだぁ、当然よ。何の下心もなしに人の手伝いなんてするわけないわ、めんどくさいもん。組織をうまく生き抜くコツは、効果的に恩を売ることと、いろんな人の弱みを握ることよ♡」

「かわいい顔でゲスいこと言わないでください」

「まあまあ座って座って、アリナちゃん」

　アリナをなだめて座らせ、アレッタは面白そうにくすりと笑った。

「本当はね、アリナちゃんの今の境遇がスーリにちょっと似てたから、アリナちゃんの言葉なら聞いてくれるかなーって思ってたの。でもまさか、ジェイド様使って言うこと聞かせるとは思わなかったわ。なんだかんだアリナちゃんも結構エグいことやるわね」

「……」

　これに関しては何の反論もできず、アリナは黙るしかなかった。

「それに、これからはスーリをコントロールするときはジェイド様をダシに使えばいいってわかって収穫ありだわ。またよろしくね、アリナちゃん」

　にこっと笑って、アレッタは可か愛わいらしく小首を傾かしげる。しかしアリナもライラも、任せてくださいとはなんだかもう言えなくなっていた。

　代わりに疲れた声でこう答えた。

「……これからアレッタ先輩の手はあんまり借りないようにします……」

「……そうですねアリナ先輩。私も気をつけます……」

　アリナとライラのげっそりした返事に、しかしアレッタは大満足の笑みを浮かべ、いつもと同じように女子力の高いイイ匂いをさせながら、自席に戻っていった。

「アリナ先輩、〝先輩〟ってコワイですね。いろんな意味で」

「……本当に。やっぱりこの地獄のイフール・カウンターに長年いるだけあるわ……」

　清せい楚そでお上品、華きや奢しやで可か憐れんでお洒しや落れで仕事もできる〝キラキラ〟した先輩受付嬢アレッタは、実にしたたかで腹の中は真っ黒な女だった。そんな現実をまざまざと見せつけられた二人がしばし呆ぼう然ぜんとしていると、ぱんぱん！　とスーリが軽快に手を叩たたいて、やけに張り切った声を出す。

「さ！　ランク査定の処理なんて、さっさとやっちゃうわよ！　分からないことがあれば躊ちゆう躇ちよせず聞いてください！」

　かくして、アリナとしては初めての、イフール・カウンターでの共同作業が始まったのだった。
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「か……片付い、た……!?」

　定時をとっくに過ぎたイフール・カウンター事務室で、アリナは信じられない光景を目まの当あたりにしていた。

　スーリが協力体制を宣言してから数日。アリナの抱えていた書類は先輩受付嬢たちの手によってもりもり片付いていき、要塞のように堅けん牢ろうだった未処理書類の山が、もうあと数十枚程度になっていたのだ。

「終わりが見えてきたわね。なんとか」

　さすがにげっそりした顔で、スーリが一息つく。おそらく今回の〝協力体制〟で最も活躍したのが、スーリである。全体の作業進行の総指揮を執り、一方で人一倍書類を捌さばき、かと思えば判断に困る難しい書類も、マニュアルや本部事務局との連絡のやりとりで片付けてしまったのだ。

「……スーリ先輩って……すごいんですね……」

「……何か言ったかしらアリナ？」

「いやなんでも」

「違うわよアリナちゃん。スーリはね、自分が仕事のデキるかっこいい女だってところをジェイド様に伝えて欲しくて、死ぬほど頑張っただけもがもが」

「アレッタ！　あなたは余計なこと言わなくていいの！　残ってる仕事片付けるわよ！」

　アレッタの口を塞いでずりずり引きずりながら、スーリが席に戻っていく。

「……アリナ先輩、協力体制って、すごいんですね……」

　ライラも呆ぼう然ぜんときれいに片付いた自分のデスクを眺めていた。アリナやライラのような査定初心者にできる仕事は、もうほとんど残っていなかった。あとは先輩たちが担当してくれている、比較的処理が複雑だったり厄介だったりする分があるだけだ。

　アリナもまた、呆ぼう然ぜんと「うん……」と小さく頷うなずきながら、ふいにライラと視線を合わせる。じっと二人でしばし見つめ合った。

「ライラ……」

「アリナ先輩……」

　そして、ようやく残務がなくなったことを実感し始め、アリナの中で張り詰めていたものが、涙腺とともに一気に弾はじけとんだ。

「片付いたよライラぁぁぁあああ！」

「やりましたねぜんばぁぁぁぁいいいい！」

　号泣しながら二人はひっしと抱き合った。

「「絶対終わらないと思ったよぉぉぉぉおおおっ」」

　何しろアリナとライラが最も未処理書類が残っていたのだ。もしあのまま一人でやっていたら、あと数週間は地獄を見ていたかもしれない。

「まあ確かに、いくら簡単な作業とはいえ、査定新人にはきつかったかもね。ウチらは毎年査定を手伝いに行ってたからスピードも出せただけで。アリナとライラはよく頑張ったよ」

　先輩受付嬢の一人が、ねぎらうようにアリナの背中をぽんぽんと叩たたく。

「──こ、今回だけですからっ」

　そのとき、スーリの声が彼女のデスクから飛んできた。

　見るとスーリは、他の受付嬢たちに囲まれてお礼でも言われているのだろうか。少し照れて頰を赤くさせながら、頑固そうに腕を組んでいる。

「私はまだ、協力体制に懐疑的です。多くの人が関われば関わるほど、個人がもつ責任感は薄くなる……人間とはそういう生き物なのです。簡単には協力体制は許しません」

「……はー、スーリ先輩、まだ意地張ってるんですねぇ。こんなに早く終わるなら、もうずっと協力体制でやってほしいなぁ」

　アリナと抱き合いながら、ライラがぶつぶつ文句を言っている。まあアリナもおおむね彼女と同じ気持ちだが、毎回先輩たちに頼り切るというのも、いかがなものだろう。

「……あれ、この書類は……」

　ふとアリナはデスクに一枚だけ別で置かれたランク査定申告書に目を留とめた。

　あらかた処理が終わった書類はすでに箱詰めされ、明日の馬車でギルド本部にまるごと送れるようになっている。それ以外は、先輩たちが受け持っているはずである。

「ああ、そうそう、その書類、アリナかライラに任せたいの」

　スーリが困ったように眉間にしわを寄せた。

「記入者本人による修正が必要な書類なんだけど、一向に提出者が修正しに来ないやつなのよ。もう何通も修正依頼を出したのに冒険者からは反応がなくて」

　アリナはその査定申告書を手に取って確認した。

「ケリー・レイス……一等級冒険者の盾役タンク」

　ぱっと書類に目を通して、すぐにどこの修正が必要なのか、わかった。

「年齢が……十歳になってますね……」

　十歳ではまだ冒険者ライセンスを発行できないはずなので、明らかな記入ミスである。記入者本人の情報は、記入者にしか修正することが許されない部分だ。

「ケリー・レイスさん、クエスト受注歴、ほぼないですね」ライラが受注履歴を綴つづった記録書を繰りながら、冒険者の情報を探っていく。「年に一回、思い出したようにたまーにクエストを受注して、問題なくクリアと……冒険者ライセンスでは、今年二十五歳のはずですね」

「あとはこの書類さえ修正が済めば、気持ちよくギルド本部に書類を送っちゃえるんだけど……まあ最終的には、住所のところまで行って、本人に会って目の前で修正してもらうのがベストかしら。冒険者だからダンジョンに潜られるとなかなか会うのも難しいんだけど、修正依頼は反応ないし、また間違えられたら面倒だし……」

「なるほど、わかりました」

　頷うなずいてアリナはケリー・レイスの査定申告書をじっと眺めた。これさえ終わればきれいに残業が終わるのだ。ならばさっさと片付けて、心置きなく有給休暇を楽しみたい。

　ちらりとライラに視線をやると、彼女もアリナの意図を理解し、小さく頷うなずいた。
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　アリナはイフール・カウンターの更衣室で、受付嬢の制服の上に薄手のコートを羽織っていた。

「ケリー・レイスさん、住所は聖都市ウォリアですね」

　ライラから教えてもらった情報に、アリナは頷うなずいて答える。

「了解。転移装置クリスタル・ゲートで一発で行ける場所なのはありがたいかも」

「それはそうなんですけど……本当に今から行くんですか？　アリナ先輩」

「当然」

　きらりと目を光らせて、アリナは更衣室に忍ばせていた処刑人の衣装を、バッグのなかに詰め込んだ。万が一ケリー・レイスがダンジョンに潜っていた場合、ダンジョンの果ての果てまで追いかけるためである。

「これさえ終われば、有給休暇なんだから……！　さっさと済ませて、ついでに修正依頼無視するなって𠮟ってくる」

「まあ、これもリーティアン旅行のためですね。じゃあ、ちょっとケリー・レイスさんの書類を出してください」

　言われたとおりアリナが査定申告書を掲げると、ライラはおもむろに胸の前で両手を広げた。

「唱え。〈巨神の風翼デイア・ヴエイトス〉」

　ふわりと優しい風が更衣室の中に滑り込んだ。それはライラの広げた両手のなかに集まって、やがて銀に輝く光を帯びていく。その美しい光景に、アリナはしばし見とれていた。

「──風よ集え、〝犬型ナレス〟」

　あやふやだった風の集合体がライラの詠唱によって形を変え始める。可か愛わいらしい四肢に、お尻の上でまるまった尻尾と、ぴんと立ち上がった耳。まぎれもなくそれは犬の形をしていた。言うなれば犬の形をした雲みたいな、ぼんやりした輪郭である。

「犬？」

「私のスキルは元々情報収集に秀でたスキルなんです。こういうのが得意なんですよ」

　風の犬は生き物のようにライラの手からぴょんと離れ、アリナの持っているケリー・レイスの書類に飛びついた。

「！」

　と思ったら、ふっと一陣の風がふいて、その姿は虚こ空くうに解け消えてしまう。

「……見つけました」目を閉じて、何かを探っているようだったライラが言う。「確かにウォリアにいますね、この書類を書いた人。ワンちゃんが案内してくれますよ」

「へえ……便利なものね」

　そういえばライラは、職員旅行で魔神を倒すまでは一人で裏クエストを見つけ出し、アリナに受注させるよう暗躍していたのだった。今まで誰も見つけたことのなかった裏クエストを当然のように見つけてこられたのは、このスキルがあったおかげなのだろう。

　目を開けてライラがにこりと笑った。

「ウォリアについたらワンちゃんの後を追ってください。現地の受付嬢に聞いて回るより早いし、確実です」

「わかった。任せて」

「私もこっちに残って先輩たちのお手伝いをします！　これが終われば、ランク査定の地獄の残業も終わって、有給休暇ですよ、頑張りましょうね！」

　ぐ、と握りこぶしをつくるライラに、アリナは大きく頷うなずいて見せた。

「うん、行ってくる」

（絶対見つけて、書類を直させて、この残業を終わらせてみせる……！）

　そしてすばらしき有給休暇を満喫するのだ。

　ぎゅ、とアリナはバッグのベルトを握りしめ、更衣室を飛び出した。

「待ってなさいよケリー・レイス……！」
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　一方ジェイドたちは、四聖の一人【聖母】の広い邸宅を歩いていた。

　四聖の持つ力を得るため【聖母】レベッカに取引を持ちかけ、無事〝合格〟を勝ち取ったジェイドたちは、レベッカの案内に従い広い邸宅の奥へと進んでいく。

　やがて辿たどり着ついたのは豪邸の地下だった。

　明らかに来客用にはつくられていない、むき出しの石壁でつくられた天井の低い通路を進んでいくと、一枚の扉が現れる。仰々しい施せ錠じようを開けて中に入ると、薄暗い部屋のなかに白い魔法陣がぽうっと光を放っていた。

「魔法陣……？」

　いぶかしむジェイドに、レベッカが頷うなずいた。

「千年前、先人たちが使っていた転移装置クリスタル・ゲートじゃ。ここから、祈りの塔の二十一階層にとぶ」

　は、とジェイドは息を吞のんだ。

「二十一階層から上には、進めないって聞いたが──」

「塔の中からは行けぬ。いや、行けないように、四聖が塞いだのじゃ。二十一階層に行けるのは、この転移魔法陣をそれぞれ持つ四聖のみ」

「……」

　つまりそれほどの秘密がそこにあるということか。

「祈りの塔には、謎が多い。二十一階層より上は、千年前の姿がそのまま残っていて……そして最上層には、千年前の〝神の祝福〟が降り注いでいる」

「〝神の祝福〟……？」

「われら四聖は、代々その〝神の祝福〟を守り続けてきた。……いや、守るなどと偉そうに言っているが、まあようは、独り占めしてきたのだ」

「〝神の祝福〟を受けるとどうなるのです？」

「神域デイアスキルを得ることができる」

「！」

　さらりと告げられた言葉に、ジェイドたちは息を吞のんだ。夢みたいな話だが、しかし実際に神域デイアスキルを使って見せたレベッカが言うのだから、〝神の祝福〟は本物だろう。

「正確には先人たちが用いた〝術〟を得るのだ。千年前の先人たちと同様の方法を使い、我ら四聖は神域デイアスキルを取得してきた」

「じゃあ、神域デイアスキルは後天的に発芽できるものなのか」

「そうじゃ。だが、〝神の祝福〟を受ければ誰でも発芽できるというほど甘くはないがな」

「どういうことなのです？」

　首を傾かしげるルルリに、レベッカが説明する。

「〝術〟を発芽するには条件を二つクリアする必要がある。一つは〝神の祝福〟を受けること。そしてもう一つの条件がえらく曖昧なもので、そのせいで条件達成が非常に難しい。四聖の血を引く者のなかでも、術を発芽出来る者は稀まれであり、その〝稀まれ〟になれた者だけが次代の四聖となれるのだ」

「……」

「だから、たとえお前たちに術の発芽条件を教えたところで、必ず発芽できるというわけではない、ということじゃ。──まあまずは進もう」

　レベッカが白い魔法陣を踏むと、その姿はすうっと音もなく消えた。

「……」

　ジェイドたちは互いに目を見合わせ、魔法陣を踏む。瞬間、白い光に包まれた。転移装置クリスタル・ゲートと感覚は似ているが、こちらは驚くほど転移の時の衝撃がなく、一瞬見間違いかと錯覚するくらいにすっと景色が変わる。

「これって……鍾しよう乳にゆう洞どう？」

　魔法陣に導かれた先で待っていたのは、ずっと奥まで続く、真っ白な鍾しよう乳にゆう洞どうだった。生物の息づかいを一切感じない、静せい謐ひつな空気が漂っている。

「ここが……祈りの塔の上層階か？」

「全二十三階層のなかの、二十一階層にあたる」

　レベッカの後をついて鍾しよう乳にゆう洞どうの奥へ進みながら、ジェイドは周囲を観察した。

　天井から無数のつらら石が垂れ下がり、中には大きく成長して床とくっついた大きな石柱もある。壁も床も鍾しよう乳にゆう石せきで覆われて、あちこちに透き通った水たまりができていた。道らしき道はないが、進む方角は一方向だけ。時折人工照明の魔法灯が鍾しよう乳にゆう石せきにとりつけられていて、鍾しよう乳にゆう洞どうを照らしていた。

「塔のなかに鍾しよう乳にゆう洞どうとは、ずいぶんおかしな作りをしてるんだな」

「この祈りの塔の二十一階層から上は、そこらのダンジョンの常識は通用しない。いちいち驚いていたらキリがないぞ」

　やがて奥に大きな池が見えてきた。水底はそれほど深くなく、完璧に透き通った水の底に巨大な魔法陣が敷かれている。

「……この池、底になにかあるのか？」

「封印の魔法陣だ」

　あっさりとレベッカが答える。

「われも詳しくは知らぬが、二百年前の最初の四聖が、そこに〝神喰くい〟と呼ばれる怪物を封じたと言われている。血筋的に強い魔力を受け継ぐ四聖全員が力を縒より合わせ、ようやく解けるような強力な封印だ」

「……神喰くい？」

　初めて聞く名前に、ジェイドは眉をひそめる。レベッカは池を迂う回かいしながら疑問に答えた。

「先人の時代に暴れ回っていた、今で言う魔物みたいな存在……らしいのじゃ」

　そういえば、とジェイドはナーシャの言葉を思い出していた。確か千年前も今みたいに魔物のような存在がいて、それから町を守るために、魔神核を作ったとか。

「初代四聖は、その千年前の怪物である神喰くいと、二百年前に一度戦っている」

「それがあの池に封印されているやつってことか」

「うむ。四リ聖ブ書リではそう書かれているが、本当かどうかは誰もわからぬ。初代四聖はこのダンジョンを攻略した際、最上層にて神域デイアスキルを発芽させた。しかしその力をもってしても、神喰くいを討伐することができず、池の中に封じるのが精一杯だったと……」

　やがて鍾しよう乳にゆう洞どうの終わりが見えた。突き当たりになっているそこに、またも白い転移魔法陣が見える。

「あの……ところで、この二十一階層って、私たちは勝手に入ってよかったのです？」

　聞きづらそうにルルリが尋ねると、転移魔法陣を踏もうとしていたレベッカがぴたりと足を止めて振り向き、肩をすくめた。

「何を今更。ダメに決まっておろう？」

「……で、ですよね……」

「ここは歴代の四聖が代々守り継いできた聖域だ。二十一階層に入れるのは、四聖の血を引く者のみ。その者ですら当代四聖全員の承諾を得なければならないのだ。まして一般人の立ち入りなどもってのほかだぞ」

「やー、いよいよ俺たちも犯罪人かー」

　ロウがのんきなことを言って、ルルリは眉を吊つり上あげた。

「適当なこと言ってる場合じゃないのですよ、ロウっ。他の四聖に怒られてしまうのです」

「でもここまで来たら、もう最上層まで行くしかないでしょ。手ぶらじゃ帰れねえよ」

「……まあそうなのですが」

「案ずるな。お前たちを独断で入れたわれも罪人じゃ」

　ふんっと鼻をならし、レベッカは腰に手をあてた。

「そして、ぬしらに賢魔書サージ・リベルのページを与えた【大賢者】も同罪じゃ」

「【大賢者】……」

「ぬしらが【大賢者】の賢魔書サージ・リベルを持っていた時点で、われはぬしらを信じ、力を貸すつもりでいた。ぬしらの意思は、【大賢者】の意思と捉えている。……が、そう考えているのは四聖のなかでもわれだけだ」

「え？」

「【剣聖】はのっぴきならぬ事情があれば話くらいは聞いてくれるかもしれぬが、決定するまでに時間はかかるであろうな。【守護者】にいたっては生真面目に〝傍観者〟の役目を果たしているだけの石頭じゃ。話をするだけ無駄というもの。つまり結果的に、奴やつらではなく【聖わ母れ】に最初に会ったお前たちは正解だったということじゃ」

　ふふんとどこか得意げに胸を張るレベッカに、ジェイドはふと気になった言葉を聞いた。

「〝傍観者〟って、どういうことだ？」

「……ああ」

　問われたレベッカはふと足を止め、どことなく複雑な表情で視線を落とした。

「四聖はこの大陸の歴史を見守るだけの存在。政まつりごとからは完全に手を引き、〝徹底した傍観者〟という考え方を物心ついたときから叩たたき込こまれるのじゃ」

「徹底した傍観者……」

「たとえば万が一、『明日この世界が滅ぶ』と聞いても、それもまた一つの歴史であり、時の流れに身を預けて見届けるのみ。というのが、四聖の考え方なのじゃ」

「……み……見届ける、って……──」

　呆ぼう然ぜんとルルリがつぶやき、レベッカの突き放したような物言いには思わずジェイドもロウも言葉が出てこなかった。冷たい鍾しよう乳にゆう洞どうには、しばし重い沈黙が落ちた。

　ジェイドも、四聖が政まつりごとに関わらない存在だということくらいは知っていた。しかし仮にも四聖は、先人が滅んだ後のヘルカシア大陸に最初に辿たどり着つき、開拓した、冒険者の祖である存在だ。その四聖が〝傍観者〟などという冒険者と最も対極の考え方を持っていることは初耳だった。

「……それは、つまり」

　沈黙のなかでぽつりと口を開いたのはルルリだった。その声は少し震えていた。

「もし仮に、この大陸に滅びが迫っていると知っても、見捨てるということなのです……？」

「そうだ」

　前を行くレベッカは、ルルリに背を向けたまま冷たく肯定した。

「我ら四聖は歴史に抗あらがわない。ただ静かに受け入れるのみ」

「神域デイアスキルを持っていながら、戦わないのですか!?」

「……」

「私たちが、冒険者が！　どれだけその力を欲ほつしたか……！」

「ルルリ」

　珍しく声を荒らげるルルリを、ジェイドが手で制した。

　ルルリの気持ちはジェイドにも痛いほどわかる。もしジェイドたちが魔神や【剣聖】の正体を知る前だったら、レベッカから同じ言葉を聞かされても、それほど強い感情は抱かなかっただろう。

　だが今は違う。【剣聖】という悪意は確かに存在し、この時代を壊そうと裏で糸を引き続けていることを知ってしまったのだ。そして滅びの足音は、確実に、音を立てず、ひっそりと近づいてきている。

　なによりジェイドたちは、これまでの戦いで、神域デイアスキルを心から欲ほつしたがためにその欲を利用され、破滅していった冒険者を何度も見てきた。彼らはやり方こそ間違えたものの、その裏には、簡単には否定しきれない事情があった。

　人としての矜きよう持じを捨ててでも神域デイアスキルを手に入れようとした彼らの気持ちが、今更ながらにジェイドにはよくわかる。今こうして、ジェイドたちも神域デイアスキルを必要としているのだから。

　ずっと昔から神域デイアスキルという力を持ちながら、その力も使わず滅びを横目に見るなど、今までジェイドたちが相対してきた冒険者を、この大陸に必死に生きる者たちを、冒ぼう瀆とくする行為だ。

　そんなジェイドたちの感情が伝わったのか、レベッカが小さく自嘲した。

「失望しただろう？　四聖だなんだと崇あがめられておきながら、実態は最も保守的で冷酷なのだから」

「……レベッカ。ならなぜ俺たちの取引を受けた？」

　ルルリの抗議の視線をちらりと制して、ジェイドはレベッカの小さな背中に目を向けた。

「〝傍観者〟が四聖の考え方なら、失踪した【大賢者】の行方も、力を欲ほつする俺たちのことも、どうでもいいはずだ。俺たちが持ちかけた取引なんて最初に突っぱねるはず」

「……」

「〝傍観者の考え方は四聖の考え方であってレベッカの考え方じゃない〟──俺にはそう言っているように聞こえたが、違うか？」

　は、とルルリが口をつぐんだ。

　押し黙っていたレベッカは、やがて小さく嘆息すると、ちらりとこちらを振り向いた。その顔は少しだけ嬉うれしそうに笑っている。

「やはり、お前たちの取引に応じたのは正解だったな。いやお前たちだからこそ、【大賢者】も賢魔書サージ・リベルのページを渡したのだろうな」

　一息の間を置いて、レベッカは前に向き直った。

「四聖は特別な存在だと、われはずっと疑わずに生きてきた。だが【大賢者】がいなくなってから、その考えに疑問を持ち始めたのじゃ」

「え？」

「……だって、【大賢者】がもう何年と不在だというに、世界は何も変わらず、誰も困らず、平然と回っているじゃないか……」

「……」

　つぶやいたレベッカの声は淡々としていたが、ジェイドには何な故ぜか泣いているように聞こえた。

「そう考えると、四聖が四聖に課したルールなど、守っているのも馬鹿らしく思えてきてな。【大賢者】が四聖のもとから消えた理由も、なんとなくわかるのじゃ。──あやつはきっともう、〝傍観者〟であることをやめた」

「……」

「この大陸を生きる人間に、人間が紡つむぐ歴史に、関わることを決めたのじゃ」

　く、と力強く顔を上げ、レベッカははっきりと宣言する。

「ならば我も〝傍観者〟をやめる。四聖が開拓してから二百年、この大陸で力強く生きてきた者たちと、われも共に生きていきたいのじゃ」

「……レベッカさん……」

「レベッカはさ、どうして【大賢者】に会いたいの？」

　そう尋ねたのはロウだった。

「それはもちろん、ムカつくからだ！」

　ロウの問いに、レベッカは力強く即答した。

「あやつが周囲の誰にも何も言わず、黙っていなくなってしまったことをわれは怒っている。考えれば考えるほど〝オマエの力は必要ない〟と言われているみたいで、腹がむかむかするのじゃ。屈辱じゃ！　一発弾をぶちこんでやらねば気が済まぬというもの……！」

　むきーっと地団駄を踏むレベッカは、はたと我にかえって、咳せき払ばらいで誤魔化した。

「ま、まあおしゃべりはここまでにしよう。では次の二十二階層に行くぞ」
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　祈りの塔の二十二階層は、さらに不思議な形をしていた。

　奇妙な文様が刻まれた立方体のブロックが、雑に積み重なって天井や床や壁を作っていた。

　そればかりでなく、高い天井付近には一体どんな原理が働いているのか、同様のブロックがふわふわと浮いている。それらは自らぼんやりと発光して、空間を明るく照らしていた。

「ずいぶん面白い空間なのです……」

「神秘的というか、奇妙というか」

「四聖にもこの塔のことは詳しくはわかっておらぬ。考えるだけ無駄だ──この部屋の奥に、塔の頂上へ続く道がある」

　神秘的とも言えるその不可思議な空間を進んでいったとき、はっとジェイドは何かの異変を感じ取り、足を止めた。

　視線の先に、小さな一つの人影があったのだ。

「──そこまでだよ、【聖母】ちゃん」

　ほっそりとした少年がブロックの一つに腰かけていた。

　その少年は、白く柔らかそうな肌に、声変わりもまだであろう涼やかな声で、人形のように整った顔立ちをしていた。空のように青い瞳は長いまつげで縁取られ、うっすらと口角を吊つり上げた桜色の唇を持ち、一見すると女の子のようである。

　だが、彼がただの美少年ではないことは、彼から発する緊張感がはっきりと物語っていた。

　何よりその少年の姿に、ジェイドは見覚えがあった。

「……あなたは……【守護者】様、ですか？」

「正解」

　少年──いや四聖の一人、四代目【守護者】は、嬉うれしそうににっこり笑って、立ち上がった。

「祈りの塔の二十一階層に誰かが踏み入った気配がしてね。慌てて来てみれば、これは一体どういうことかな、【聖母】ちゃん」

「……」
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【守護者】の視線がレベッカに向いた。レベッカはわずかな躊ちゆう躇ちよの後に、覚悟を決めたように口を開いた。

「アラン・ジェイキス……いや、【守護者】よ。察知するのがずいぶん早いじゃないか」

「当然だよ。僕はこの塔の守護を任されている四聖の盾。本来四聖全員の許諾があってはじめて開かれる扉を開け、四聖しか立ち入れないはずの二十一階層に一般人を招き入れた……これはゆゆしき規律違反だよ」

「わかっておる」

「なるほど。確信犯だと……何か言い訳もないのかい？」

「ない」

　すう、と【守護者】の双そう眸ぼうが細められた。少年らしい気配は消え、静かに殺気が高まっていく。咄とつ嗟さにジェイドはレベッカの前に立ち、【守護者】の視線を遮った。

「……俺たちの方から【聖母】に取引を持ちかけました」

「君たち、《白銀の剣》の人たちだよね。知ってるよ」

「俺たちは四代目【大賢者】の行方を知っています」

　ジェイドは【聖母】に見せたものと同じ、賢魔書サージ・リベルから破ったページを取り出して見せる。

「賢魔書サージ・リベルの一ページ、これが証拠です。【大賢者】の情報を渡す代わりに、四聖の知る神域デイアスキルの情報をもらいに来ました」

　あわよくば、【守護者】も【聖母】と同じく【大賢者】を捜しているならば、穏便に済ませられるかもしれない──そういう下心で話したが、しかし【守護者】は賢魔書サージ・リベルの一ページを見ても眉一つ動かさなかった。

「残念だけど、【聖母】ちゃんがその交換条件を吞のんだとしても、僕はそれを認められないな」

　ぴん、と空気が張り詰めた。小さな子供が発するにはあまりに強い殺気だ。

「【聖母】ちゃんは【大賢者】と仲良くしていたからね。【大賢者】の情報が欲しいのはわかるよ。でも、僕は違う。僕は何よりも規律を重んじる──〝規律の守護者〟だ。規律を乱す者は、力でもって、わからせないと。ね？」

　にこりと【守護者】は優しく微ほほ笑えんだが、目は一つも笑っていない。むしろギラギラと煮えたぎるような闘志を燃え立たせ、今にも首元に嚙かみつこうとしている飢えた獣のようだった。

「……戦うしか、なさそうですか……」

　ジェイドは小さくため息をつきながら腰の剣を抜く。なんでこう、四聖というのは皆血気盛んなのだろう。

「ふふ。《白銀の剣》のジェイド・スクレイドだね。面白い技を使うと聞いているよ。同じ盾役タンクとして、一度戦ってみたかったんだ」

【守護者】もまた、腰かけていたブロックから立ち上がり、にこり、と笑った。

「──唱え。〈巨神の護籠手デイア・セスタス〉」

【守護者】の詠唱に呼応し、白い魔法陣が空中に展開した。突き出した彼の華きや奢しやな両腕に、たちまち白い光の粒子が集まっていき、やがてそれは巨大な銀の籠手となって顕現した。

「籠手……!?」

　肘から先を覆うその籠手は、鎧よろいというにはあまりに巨大だった。大きな獣の前足と言った方が正しいかも知れない。

「さあ、盾役タンク同士、どっちが硬いか殴り合ってみようじゃないか！」

【守護者】が地面を一蹴りして、一息にジェイドに肉薄した。その人間離れした動きは、【聖母】やアリナと同じく、スキル発動時に超越的な身体能力と筋力を得た効果だろう。ジェイドはひるまず、両足を踏ん張って盾を掲げた。

「スキル発動！　〈千ミ重リ壁ア〉！」

　赤く凝縮した光がジェイドの盾に集まる。【守護者】は構わず、銀の巨大な籠手でジェイドの盾を殴りつけた。

　ギャイン！　と金属のこすれあう嫌な音が響いて、ジェイドの盾を構える左腕に、すさまじい衝撃が走る。

「ぐっ……！」

　だが、超シグ域ルススキルを乱暴に重ねがけして硬度を増した盾は、【守護者】の一撃を受け止めて見せた。

「ほう！」

【守護者】が嬉うれしそうに目を見張り、一度大きく後退する。

「すごい。神域デイアスキルでもないのに僕の一撃を防ぐなんて！　すごいすごい！　噂うわさ通りだね！」

「……」

　興奮する【守護者】をジェイドは油断なく観察した。

　殴おう打だは防いだものの、ジェイドの左腕には重たい衝撃がびりびりと残っていた。防御力に特化したはずの盾役タンクの威力とは思えない。そう何度も受けられるものではないだろう。

「──唱え！　〈巨神の魔弾デイア・グロブス〉！」

　は、と【守護者】がとっさに籠手で顔を覆う。そこに甲高い音をたてて黒弾が着弾し、籠手に跳ね返された。

「こやつの相手はわれがする！　これは四聖の問題じゃ」

　ジェイドがふりむくと、レベッカが銀銃を生み出し、片手で【守護者】に狙いを定めていた。

「……【聖母】ちゃん」

　すうっと【守護者】の目が据わっていく。

「ああ、確かに君は攻撃もできる回復役ヒーラーだったね。でも前衛役トツプアタツカーほどの力が出せるわけじゃない。僕の守護は、君のようなお遊びみたいな攻撃力じゃ、ぜーんぜん、満足、しないんだよ……！」

【守護者】が籠手に覆われた両の拳を突き合わせると、ギィン！　と硬い音が響き渡った。にまり、と【守護者】の整った顔に楽しそうな笑みが張り付いた。

「あはっ、じゃあいいよ。二人と言わず、全員でかかってきなよ。人目のないここなら、僕も〈巨神の護籠手デイア・セスタス〉を思いっきり使えるんだ……！」

　ギィン！　ギィン！　と何度も拳を打ち鳴らし、【守護者】は一歩一歩ジェイドに近づいてくる。

「白銀……君たちにわかるかな？　せっかく強い神域デイアスキルを発芽してもさぁ、人並み外れた身体能力を手に入れてもさぁ、四聖はどこの誰にもこの力を行使することができないんだ。君たちにわかるかなぁ、このもどかしさがさぁ！」

　待ち焦がれた獲物を前によだれを垂らす捕食者のように、【守護者】の顔が狂喜に歪ゆがんだ。

「僕たち傍観者にとって、こんな機会、一生に一度あるかないか──……だから！　全力でぇ！　暴れさせてもらうんだへぶしィッッ!?!?」

　ぐわっとまさにジェイドに襲いかからんとしたその瞬間、横手からすさまじい速度で何かが突っ込んできて、【守護者】の狂喜の横よこっ面つらに、思いっきり直撃した。

「あぶしっ、あべっ……ぶふっ!?」

　あまりの勢いに、【守護者】の小さな体は二回三回と地面を跳ねて、ずいぶん遠くまで吹き飛ばされて転がった。

「……………………え？」

　一転して静まりかえる空気のなか、ジェイドは思わずぽかんと口を開け、その突然の乱入者に目を向けた。

　全身をすっぽり覆う外がい套とうと、顔を深く隠すフードに身を包み、手にはぬらりと光る銀の大鎚ウオーハンマーを持った──処刑人に。

「見つけたわよケリー・レイス……！」

　しかし処刑人はジェイドたちには気づいていないのか、脇目も振らず殴り飛ばした【守護者】に近づいていく。

「ウォリアどころかこんなわけわかんないダンジョンに潜りやがってェ……！」

　その口調は、どうやらかなり怒っている様子だ。

「ちょ……っと、待て！　なんでここにいるんだ!?　アリ──処刑人！」

　ようやく我に返ったジェイドが慌ててアリナに尋ねると、そこでようやくアリナは、こちらの存在に気づいてはてと立ち止まった。

「え、ジェイド？　何してるのこんなところで」

「いやそれはこっちが聞きたいんだが……そもそもどうやってここに入った!?」

　祈りの塔の二十一階層より上層は、四聖が保有する転移魔法陣によってしか入れないとレベッカが言っていた。下層から続く道はないはずだ。アリナがその転移魔法陣の存在に気づいて四聖の住居に侵入したとも考えづらい。

　問われたアリナは、何をそんなに慌てることがあるのかと言わんばかり、小さく首をひねって答えた。

「どうって……〝ケリー・レイス〟の居場所を示す道筋通りに進んでいって、上に上る階段がなかったから、普通に天井と壁ぶちぬいて来ただけだけど」

「天井と壁をぶちぬいて!?」

　驚きよう愕がくのあまり声をひっくり返したのはレベッカだった。

「ば、馬鹿なこと言うな！　神域デイアスキルですら内外から物理的に干渉するのが不可能な硬度なんだぞ、祈りの塔は！」

「いやそう言われてもなぁ……──はっ、今はそれより書類！」

　アリナは足下でぴくぴくしながら転がる【守護者】をぎらりと睨にらむと、ごそごそ取り出した一枚の書類をその鼻先に突きつけた。

　そして、目を吊つり上あげ、その瞳にありありと怒気を燃え立たせて、こう言った。

「あんたが、ケリー・レイスね……！」

「「「「……誰？」」」」

　全く聞き覚えのない名前に、その場の全員の声が重なった。

　アリナが書類を突きつけた相手は、間違い無く四聖の一人の【守護者】であり、先ほどレベッカが呼んだ彼の名前は、アラン・ジェイキスだ。

　が、誰もが怪け訝げんに首をひねるなか、一人だけ違う反応を見せる者がいた。

「な……なななななななぜその名ををををを……ッッ!?」

【守護者】だ。

　先ほどまでの子供に似合わぬ冷たい殺気と狂喜はどこへやら。顔面を真っ青にして、見るからに動揺し、冷や汗をだらだら流し始めた。

「なんでもなにも、あんたがこの書類を提出したんでしょう。ケリー・レイス。このランク査定申告書を！」

「……ランク査定申告書？」

　目を瞬まばたいたのはレベッカだ。ジェイドも何がなにやらわからなくて、思わず口を挟んだ。

「待て処刑人。その方は四聖の一人の【守護者】だ。誰かと間違えてないか？」

「四聖？　知らないけど、人違いじゃないわよ。だってライラの神域デイアスキルでは、この子供がランク査定申告書の記入者だって言ってるし」

　ぱん！　と持ってきた書類をはたいて、アリナは朗々と声を響かせた。

「ケリー・レイスっていう冒険者が間違った書類を提出したまま、イフール・カウンターから再三送った修正依頼書もフル無視で、こっちは迷惑してるのよ。この書類の修正さえ終われば私たちは残業から解放されるってのに……提出者本人にしか修正できないんだから、ここまでわざわざ来てあげたの！」

　ぎらり、とアリナの視線は、狼ろう狽ばいする【守護者】に向く。そしてすっかり凍りついてしまった彼に容赦なく書類を突きつけた。

「あんたの書類、年齢まちがってるのよ！　あんたは二十五歳の冒険者で登録されてるんだから、そこんとこ間違えるんじゃないわよ！　こんなくだらんミスで受付嬢を煩わせようたぁいい度胸してるじゃない」

「……修正……提出……まさか」

　は、とあることに気づいて、ジェイドは顔を上げた。

「……もしかして【守護者】様、偽名を使って冒険者活動してたりしました？」

「ギギギクゥ!!」

　ただでさえ真っ青な【守護者】が、ジェイドの指摘にびくんと肩を跳ね上げた。そして壊れたように必死に首を横に振る。

「は、はは、いや、何を言ってるんだ？　僕が？　そんなことを？　するわけないだろう？」

「ケリー・レイスという偽名で冒険者ライセンスカードをとり、冒険者の一人として活動し……今度のランク査定で書類を提出したものの、間違って本来の年齢を記入してしまった──そんなところじゃないですか？」

「しょしょしょ処刑人よ！　この話は、あとで、誰もいないところでしないか？　な？　な？　なぁ？」

　ついに【守護者】は懇願するようにひっしとアリナにしがみつき始めた。

「うわっ、なによ、しがみつくな！　こここそ一般人がいなくてしゃべりやすいでしょ！」

「いや問題なんだ、ここで話すのは、ちょっと、まずいんだ……！」

「──【守護者】よ……」

　そのとき、低い声とともにアリナと【守護者】の間に割って入る影があった。物騒な銀の銃を片手に握る、レベッカである。

「なあ【守護者】よ、知っておろう……？　四聖はその術を使って一切の報酬を得てはならぬと……知っておろう……？　なあ、〝規律の守護者〟よ？？？」

「いや、そ、それは」

　ダラダラと【守護者】の顔面から次々大量の汗が噴き出ては流れ落ちた。顔面から血の気が引けて、重大な悪いた戯ずらがバレた子供のような絶望の顔をしている。

「よもやお前、われの規定違反をとがめに来ておきながら……自分は〝規律の守護者〟だなどとドヤ顔でのたまっておきながら……お前は術を使って冒険者活動に勤いそしんでいたなどとぬかすわけではあるまいな？」

「そ……それは……！」

　チャキ……とレベッカの銃口が容赦なく【守護者】の眉間に突きつけられる。

「何か言い訳は？」

「……だ……だって、だって……神域デイアスキル、使ってみたいじゃん────ッッ!!」

　ついに観念したのか、守護者は叫んで泣き始めた。

「僕だって規律だからだめだって抑えたよ。ずっと抑えたさ！　処刑人が現れるまでは！　でも処刑人が世間で活躍してるって聞いたら、もういてもたってもいられなくなって……！」

「はあ？　私のせいなわけ？」

「悪いことだってわかってたんだ。一回だけ、一回だけやろうって決めて……でも一回やったら、楽しくて、止まらなくなって……！」

「「「「……」」」」

　罪を白状する罪人のように両手をわななかせる【守護者】に、その場の全員からあきれた視線が突き刺さり、居たたまれない沈黙が落ちた。

「お、愚か者を見るような目で見るなぁ！　誰だって新しい技を覚えたり強い武器を手に入れたら！　使ってみたくなるだろう!?」

「まあ気持ちはわからなくもないですが……」

　これはどうしたもんかとジェイドが頭をかく。秘密を全て知られてしまった【守護者】は、しばし悔しそうに唇を引き結んでいた。しかしふいに、不穏に笑い始める。

「……ふふ、はははは。でも僕は、まだ、諦めていないぞ……！　──〈巨神の護籠手デイア・セスタス〉！」

「！」

【守護者】の両手に再び銀の籠手が出現し、その場に緊張が走った。

「今この場にいる全員……罪深き祈りの塔の侵入者……四聖としては粛清してしかるべき相手！　ここで全員、口封じに抹殺してしぶえっ」

　得意げな【守護者】の横よこっ面つらに、アリナの大鎚ウオーハンマーが容赦なく叩たたき込こまれる。数メートル吹き飛ばされて地をすべる【守護者】は、ブロックに当たってようやく止まった。

「……誰を抹殺するって……？」

　ゆらり、とアリナが大鎚ウオーハンマーを構えて仁王立ちする。

「あんた、まだ自分の立場がわかっていないようね。大人しく言うこと聞かないと、四聖が冒険者のフリしてましたってバラすわよ？」

「くそ、一度ならず二度までも……！」

　よろよろと立ち上がりながら、【守護者】は悔しそうに口元を拭った。

「い、言っとくけど君たちだって！　勝手に祈りの塔に入るなどという重罪を犯しているんだからな!?」

「あんただって年齢偽って冒険者ライセンス取得して、十分悪いことしてるでしょーが！　おまけに脇の甘い書類提出して、こっちから散々送った修正依頼の通達も無視して、わざわざ〝受付嬢〟をここまで来させてんの！　こちとらようやく地獄の残業を乗り越えられるって盛り上がってるときに、水を差すようなことして……重罪も重罪よ！」

　一息にまくし立てると、ふと【守護者】が首を傾かしげた。

「……受付嬢？　君は冒険者だろう？」

「[image: ん゛][image: ん゛]っ！　あーいやまあそう」

「……そういえば、そもそもなぜ君がイフール・カウンターに提出したはずのランク査定申告書を持っているんだ？　受付嬢の事情にもやけに詳しいし……」

「あーんー、あ、知り合いの受付嬢が困ってたの」

「受付嬢というのは業務上知り得たことを冒険者にぺらぺら話すものなのか？」

「あーんーあ────……」

　めちゃくちゃに痛いところを突かれて、今度はアリナが冷や汗をだらだら流しながら視線を泳がせる番だった。なんと言い訳すればいいものか、次の言葉が出せないでいると、見かねたジェイドが間に割って入った。

「……【守護者】様、そんなにご自分の神域デイアスキルを使いたいのでしたら、《白銀の剣》の仕事に、たまに同行するっていうのはどうですか？」

「え!?」

　たちまち【守護者】の興味はジェイドの提案に移り、わかりやすくその瞳がきらりと嬉うれしそうに輝いた。

「ギルドからの依頼によっては、白銀以外立ち入り禁止としたダンジョンで戦うことになったり、誰も近づかないような場所で魔物討伐をすることもよくあります。こっそり俺たちに紛れて戦うことが可能です。ケリー・レイスとしてどこかの冒険者パーティーに紛れるより、よっぽど安心して力がふるえると思いますよ」

「確かに、それはいい考えなのです。一冒険者としてクエストを受注してしまうと報酬が発生してしまうから、四聖の規律にも抵触してしまうみたいですが……その点白銀にくっついて行くだけなら、報酬を受け取らずに済むのです」

「そーだな。今まではたまたま神域デイアスキルだってバレてないだけで、見るヤツが見たら、神域デイアスキルだってわかるし。一般冒険者に紛れるよりは安心かも」

　ルルリとロウもジェイドの提案に乗り気だ。

「い、いいのか……？」

　ふるふると震えながら、【守護者】がおそるおそる尋ねてくる。ジェイドは力強く頷うなずいた。

「ええ。ただし条件があります。この塔で見聞きした一切のことは、重大な機密事項として誰にも話さないことです」

「それは大丈夫だ」

「──レベッカも、【大賢者】の情報を渡す条件に、今のを加えてもいいか？」

「かまわぬ。元より四聖は秘密だらけの存在だ。一つ二つ増えたところで何も変わらぬし……そもそもこの塔に人を入れているということがバレたら、まずいのはわれなのだ」

「よし。じゃあ一つ、こちらの秘密を打ち明けましょう」

　ちらりとジェイドがアリナに目配せした。彼が何をしたいのか、アリナに何をさせようとしているのか、もうわかっている。

「……バラしたら許さないからね」

　アリナは数秒迷って、フードに手をかけた。

　確かに、言い訳や噓うそをついて下手に処刑人に興味を持たれるより、潔いさぎよく話した上で口止めした方がいいかもしれない。アリナたちもまた【守護者】や【聖母】の重大な違反行為を目にしているので、彼らとはもう共犯のようなものなのだから。

　覚悟を決めて、アリナは目ま深ぶかにかぶっていたフードをとった。
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「──まさか……処刑人の正体が受付嬢の女の子だったなんて……」

「しかも残業解消のためにボスの討伐だと？　リスキーすぎるし、頭が悪すぎないか……？」

「ちょっと。今聞き捨てならない言葉が【聖母】サンと【守護者】サンから聞こえたんですけど？」

　処刑人の正体を聞かされて各おの々おの衝撃を受けている【守護者】と【聖母】を、アリナはじろりと睨にらみ付つけた。

「いや、そんな失礼なことは！　あ、その……アランだ」

　なぜかアリナの視線にびくびく怯おびえながらも、【守護者】は気恥ずかしそうに名乗った。

「僕の名前は【守護者】ではなく、アラン。もう運命共同体のようなものだし、せっかくなら名前を呼んでほしい。……白銀の君たちも、敬語はやめてくれ。正直、年上に敬語を使われるのは気持ち悪くて嫌なんだ」

「ならばわれもじゃ！　われはレベッカ。お前の名はアリナだな、処刑人よ」

　二人ともどことなく嬉うれしそうである。やはりなんだかんだ言っても、四聖である前に二人は年相応の子供だったのか。はしゃぐ二人にあきれてため息をつきながら、アリナはアランに修正させた査定申告書を再度確認して、きびすを返す。

「さて、それじゃ用も済んだし私はこれで。ちょっと仕事が残ってるから」

　ぴっと手をあげて帰ろうとしたアリナの背中に、予想外の言葉がとんできた。

「何を言っておる。ここに帰り道などないが？」

「……はい？」

　何を馬鹿なことを、とでも言いたげな様子でそう言ったのはレベッカだった。彼女は小さな指で元来た方を指し示した。

「見てみろ。転移魔法陣が消えているだろう。あれは〝昇り専用〟だ」

「げっ!?!?」

　言われて初めて、来る時に転移で使った魔法陣が影も形もなくなっていることに気がついた。しかしこれにはアリナだけでなくジェイドたちも驚いている。

「待て、じゃあどうやってここから出るんだ？」

「最上層に一階層へ続く転移魔法陣がある。出られるとしたらそこだけだ」

「はあああ!?」

　アリナは血相を変え、大人げなく声をあげた。最上層だと。深いダンジョンだと、下手したら踏破までに数日かかるなんてこともざらにあるというのに。

「最上層ってあと何層よ!?　早く帰りたいんだけど!?」

「お、落ち着け。この上がもう最上層だ。一旦昇って、そこから帰るがよい」

「……あ、すぐなのね。よかったありがとう」

　ほ、とアリナは胸をなで下ろした。せっかくウォリアまで来て本人の修正まで得られたというのに、ここで何日も足止めされるなどたまったものではない。安心して歩き始めたアリナに、こそっとジェイドが話しかけてきた。

「そういえばアリナさん、残業大丈夫そうなのか？　俺もナーシャもいなくて大変だっただろ」

「残業？　フフ……」

　アリナは余裕に口角を上げた。ビシィ！　と力強く親指を立てて見せる。

「バッチリよ！」

「おお。なんとかなったんだな」

「今回だけ、先輩たちが協力してくれたの。……やっぱり先輩たちはすごかったけど」

「イフールが協力？　珍しいな。徹底した個人体制なのに」

「ま、まあいろいろあって、今回だけってことでスーリ先輩が折れてくれたのよ」その〝いろいろ〟に勝手に名前を使われたのはジェイドであるが。「できれば今後も同じようにやってくれれば私の残業が減るんだけどな」

「また元の体制に戻ったらいつも通りか。……惜しいな」

「でもま、今回は乗り切ったから。あとはこの修正書類を届ければ、残業終了……旅行、いけるわよ！」

　目を輝かせて拳をつくったアリナは、はっと気づいて慌ててしかめっ面つらを作った。

「べ、べつにジェイドとの旅行のために頑張ったとかじゃないから」

「ああわかってるよ」

　気づくとレベッカとアレンが壁の前で立ち止まっていた。二十二階層の奥、ひときわ大きなブロックに転移魔法陣が刻まれている。

「さて、次が最上層の二十三階層だ」

　レベッカが改めて告げると、ジェイドたちの間にわずかに緊張の気配が漂った。ジェイドたちは、神域デイアスキルを発芽させる方法があると知ってここまで来たと、アリナは先ほど聞いていた。最上層にその手がかりがあるらしい。

「そういえば最上層って、外から見たとき崩れてたよな。あそこに行くの？」

　ふとロウが思い出したように尋ねると、レベッカはこくりと頷うなずいた。

「確かに〝目で見える塔の一番上〟は崩れている。が、あれは最上層ではない。塔の最上層は、外からでは見えぬ場所にある」

「見えない場所？」

「まあ、行けばわかる」

　そう言って、レベッカは転移魔法陣を踏んだ。
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　──どこかで水滴が一粒、したたり落ちた音がする。

　そんな微かな音さえ反響して耳に届くほど、祈りの塔二十一階層に広がる鍾しよう乳にゆう洞どうは完璧な静寂に包まれていた。

「懐なつかしいな……封印したのはもう二百年前の話か」

　初老の男が一人、透き通る大きな池の前に立っていた。深い皺しわがいくつも刻まれる年齢のわりに姿勢がよく、背も高く、長い白髪を一つに束ね、上品な空気をまとっている。彼──【剣聖】の翡ひ翠すいの瞳は、水底にゆらめく大きな魔法陣にむけられていた。

　穏やかに、彼は微ほほ笑えんだ。一見すると遠い昔を懐なつかしむような表情だ。しかしその、いっそゾッとするほど完璧な優しい顔面の裏には、冷酷で惨忍な感情が潜んでいる。

「……さあ、神喰くいよ。お前の喰くいたいものが頂上にあるぞ」

　池に向かって手をかざすと、呼応するように魔法陣が発光しはじめた。

「浅ましくも生き残った、〝神〟を喰くらってくるがいい」

　ざざっと音をたて、風もないのに水面がさざめく。魔法陣はさらに強く発光していき、やがてひときわ強く輝くと、その姿を消失させた。

　同時に、〝何か〟が池の底から飛び出して来た。

　派手に水しぶきをあげながら池を突き破ってきたその〝何か〟は、目の前の【剣聖】になど目もくれず、鍾しよう乳にゆう洞どうの奥へと消えていく。

　あとには、しぶき上がった水が鍾しよう乳にゆう石せきを叩たたく音だけが残された。

「……おや、一足遅かったな」

　再び静寂を取り戻した鍾しよう乳にゆう洞どうで、【剣聖】はうっすらと笑い、振り向いた。その視線の先に立っていたのは──一人のさえない冒険者だ。

「神喰くいの封印は解いてしまったぞ。【大賢者】」

　今はシュラウドを名乗っているのだったか。ぱっとしない恰かつ好こうは相変わらずだが、その思慮深い瞳だけは、姿形を変える前から同じだ。

「そうかい」

【大賢者】は【剣聖】に襲いかかるでも責め立てるでもなく、一言そう言った。昔から何を考えているかわからない男だが、今は少しだけ不快そうに眉をひそめている。

「一応言っておくけど、上には【剣聖あんた】の正体をまだ知らない【聖母】も【守護者】もいるが？」

「ああ、そうみたいだね。それがなにか」

「……神喰くいとの戦いに巻き込まれてもいいのか。あの二人のことは、赤ん坊の頃から見てるはずだ。二人もあんたによく懐なついてる」

「〝いい〟？　なにが？」

　この期に及んでくだらないことを聞いてくる【大賢者】に、【剣聖】はもはや憐れん憫びんすら感じながら、口角を吊つり上あげて見せた。

「虫けらの命が一つ二つ散ったところで、何の問題がある」

　はあ、と【大賢者】がため息をつく。【剣聖】を嫌けん悪おしていることだけはありありと伝わってくる表情だ。

「お前に少しでも人の心が残っていると思ったのが間違いだった。……【聖母】と【守護者】を〝虫けら〟か。おぞましすぎて反へ吐どが出る」

「そういう君こそ、ここで油を売っていていいのかね。また甲か斐い甲が斐いしくお世話をしてやらねば、君が目にかけていた虫けらたちが死ぬのじゃないのかね？」

「……俺はこの戦いに手を出さない」

「ほう」

「あいつらは神喰くいなんかにやられない」

【大賢者】は【剣聖】の目をまっすぐに見据え、そう断言した。その表情に冗談や負け惜しみの気配はなく、どうやら本気でそう思っているらしい。

　ずいぶんとあの人間共を買いかぶっている……いや、【大賢者】はそうするしか選択肢がないのだ。あの雑ざ魚こがこの時代の最強格らしいので、【大賢者】としては、彼らが成長し、わずかでもこの【剣聖】を倒せる希望をそこに見いだすしかないのだ。

「ああ……ははは、可哀想かわいそうだな、君も」

「んだよ、笑われる筋合いはねえんだけど」

「先人ですら倒せなかったものを、現代人の雑ざ魚こが倒せると」

「だからこそだ。先人を超えなければ、遅かれ早かれお前に殺されるだけ。ここで神喰くいにやられるようなら……そこまでだ」

「それはそれは。素晴らしい崇高な考えだ。まあ頑張ってくれたまえ」

　適当に相づちをうって笑って、【剣聖】は肩をすくめた。彼らが死のうが死ぬまいが、【剣聖】には心からどうでもいいことだった。

　虫けらはどれだけ進化しても虫けらのまま。その生き死にに、一体誰がそこまで興味を持てるだろう。

「それで君はまんまと私の前に現れて、殺してくれと言っているのかな」

「まさか。分体ごときじゃ俺を殺せねえさ。やるならやってみるといい」

「……」

　はあ、と【剣聖】はため息をついた。どこまでも気に食わない奴やつだ。

「まあ君の嫌がらせに付き合ってもいいがね、私にも予定というものがある。あまり鬱陶しいことをするなら──」

　す、と【剣聖】は【大賢者】に近づき、その耳元にそっとささやいた。

「──〝私〟が直々に、今度こそ、ひねり潰してやってもいい」

「……」

「せいぜい頑張りたまえよ」

　ぽんと【大賢者】の肩をたたき、【剣聖】は姿を消した。
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　二十二階層の転移魔法陣の上に乗ると、景色が一変した。

「な……なんだ、ここ？」

　ついに辿たどり着ついた祈りの塔最上層。そこで目に飛び込んできた景色に、ジェイドは戸惑いを隠しきれず、周囲を見回した。

　そこは天井も壁もない、見晴らしのいい〝外〟だったのだ。

　先ほどまで塔のなかにいたはずなのに、最上層の周囲には青空が広がり、雲がいつもより近い。なによりそこは、地面がそのまま空中に浮いていたのだ。

　一面に広がる緑の芝生の中を、遊歩道と細い水路が延びている。遊歩道の脇には白い花で埋め尽くされた花壇が広がり、中央は円形に石畳が敷かれたちょっとした広場になっていた。広場の中心に大きな噴水が建てられ、緩やかな勢いで水を噴き出している。

　その優雅な庭園のような景色の外周には、白亜の石柱がずらりと等間隔に並ぶ。石柱より先の地面は崩れ落ち、落下防止用の柵もない。中央の噴水から続く水路もやがて地面の端に辿たどり着つき、そこから小さな滝のように水を落としていた。落下する水は途中で分解され、跡形もなく消えていく。

　そんな天国のような美しい景色が、ふよふよとはるか上空に浮いているのだ。そこは文字通りの、広く大きな〝空中庭園〟だった。

「ひえ……高いのです……」

　庭園の端から下をのぞいたルルリが声を震わせている。はるか眼下に小さな聖都ウォリアが見えた。

「ここは祈りの塔の上空なのです……？」

「いや、ここは確かに祈りの塔の最上層じゃ」

　ルルリの問いに答えたのはレベッカだ。

「おそらく、千年前はここまで塔が続いていたのだろうが、途中が崩れ落ちたのだろうな。奇妙に最上層だけがこうして残った。これが祈りの塔」

　レベッカが遊歩道を進んでいき、辿たどり着ついたのは中央の大きな噴水だった。円形の噴水はよく見る形のものだが、奇妙な点が一つあった。こぽこぽと小さく水をこぼすその頂点で、小さな石が光を放ちながら浮いているのだ。

「わあ、綺き麗れいな石なのです」

「これは？」

　握りこぶしほどの大きさもない石だが、キラキラと黄金色に輝いている。思わず見み惚とれるほどに綺き麗れいな石を見上げ、首をひねるジェイドにレベッカが答えた。

「これは陽デイ封アヴ石イス。先人の時代、神デイアと崇あがめられていたものだ」

「神デイア……!?」

　さらりと言われた言葉にジェイドは目を見開く。

「これが、神デイア……？」

　にわかには信じがたく、眉をひそめた。確か先人は、神を太陽に見立てていた。先人が遺レリ物ツクに刻んだ〝神デイアの印〟とよばれる八方位の魔法陣や、リーティアンに残る神像は、どれも太陽を模してつくられたものだ。

　確かにその石──陽デイ封アヴ石イスからはじわりと熱を伴った暖かな光が放たれている。そういう点では太陽と言ってもいいかもしれないが、しかし一方で、太陽と言うにはあまりに小さすぎて、光も弱い。魔法光のランプですらもっと強い光を放てるだろう。

「疑う気持ちは分かる」

　ジェイドの疑問を感じ取ったらしいレベッカが、こくりと頷うなずいた。

「陽デイ封アヴ石イスは、千年前はもっと大きな石で、もっと強い光を放ち、もっと空高くに浮き、もっと広い範囲を照らす巨大な光源だった……と、思われる。これは、その欠片かけらにすぎない。おそらく先人が滅んだとき、陽デイ封アヴ石イスもまた甚じん大だいな被害を受けたのではないかと。今ではこの庭園の端にすら光が届かぬ」

　レベッカは小さな陽デイ封アヴ石イスを見上げ、目を細めた。

「だがこんな欠片かけらでも陽デイ封アヴ石イスの力は本物だ。最初の四聖はこの祈りの塔を攻略し、陽デイ封アヴ石イスを見つけ……神域デイアスキルを得たのだ」

「なるほどね」

　話を聞いたロウは、わざと意地悪そうににやりと笑った。

「四聖たちが二百年もウォリアに住んで、塔の上層階の立ち入りを禁じたのは、陽デイ封アヴ石イスがあるからか。そこまでして神域デイアスキルを世に広めたくなかったわけだ」

「〝神の祝福〟と称して神域デイアスキルを得た先人たちは、その強大な力によって滅んだのだ。我らはその二の舞になるべきではない──というのが四聖の考え方じゃ」

「いいよ。俺たちは四聖の考え方の是非を問うために来たわけじゃねーし」

　肩をすくめるロウに、ジェイドは頷うなずいた。

「四聖ができたのなら、俺たちにも神域デイアスキルは発芽できるってことだな」

「無論」

　きっぱりとレベッカは肯定した。

「神域デイアスキルを持っていた先人たちと、持つことができぬ現代の人間。その違いはこの陽デイ封アヴ石イスの光を──〝神の祝福〟を受けたかどうかなのだ。先人たちや我ら四聖は、この陽デイ封アヴ石イスの光を身に受けることで、神域デイアスキルを得、スキルを扱うにふさわしい体になることができた」

「〝スキルを扱うにふさわしい体〟？」

「うむ──」ジェイドがたずねると、レベッカの視線はアリナに向いた。「──アリナよ。お前ならわかるだろう。神域デイアスキルを発動しているときだけ、身体能力が向上されることを」

「え？　ああそうね」

　突然話をむけられてきょとんとしつつも、アリナは頷うなずいた。

　神域デイアスキル特有のその現象をジェイドも知っている。超シグ域ルススキルや人域レギンスキル発動時には見られないものだ。アリナが〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉によって生み出した巨大な大鎚ウオーハンマーを難なく振り回し、人外の跳躍力を見せ、到底破壊不可能な敵を粉砕できるのは、スキル発動時における異常な筋力の向上によるものである。

　レベッカがこくりと頷うなずき、話を続けた。

「それこそが〝スキルを扱うにふさわしい体〟。言い換えれば、それほどに強きよう靱じんな体でなければ神域デイアスキルは扱いきれないのだ。神域デイアスキルを発芽することではじめて、肉体がスキルに最適化される」

「……なるほど」

　ジェイドは広げた己の右手を見下ろした。レベッカの説明で、いろいろと疑問だったところが解消した。

（俺の〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉が重度のスキル疲労を伴うのは、〝神の祝福〟を受けずに発芽した不完全な神域デイアスキルだから、肉体の最適化がされてないせいか）

「神域デイアスキルを発芽するには条件が二つあると言ったな。一つは神の祝福……すなわちこの空中庭園に入ることで、お前たちは条件を一つクリアしたのじゃ」

　レベッカはそう言うものの、これといった実感はない。ロウとルルリも不思議そうに首をひねった。

「特になんともないな」

「そうなのです」

「言ったであろう。スキル発芽の条件を一つクリアしたに過ぎぬと。もう一つの条件の方が、ずっと難しいのだ」

「そのもう一つの条件は？」

「……」

　一拍間を置き、レベッカはくるりとジェイドたちに向きなおって、ぴんと人差し指を立てた。

「もう一つは、〝強い願い〟を持つことだ」

「強い願い……？」

「そう。だが、生半可な願いではだめだ」

　腕を組み、レベッカは厳しい過去を思い出すかのように、表情を険しくさせる。

「我ら四聖はその〝強い願い〟を引き出すため、幼い頃から何年もかけて心身を鍛え、知識と教養をつけ、己と向き合ってきた。そうすることでようやく、己が真まことに願うものに辿たどり着つける……。心の底から湧き出る、なんの混じりけもない、純粋なる魂の叫びを聞くのじゃ。それこそが〝強い願い〟。──そうであろう、アリナよ」

「え、私？」

　唐突に話を振られ、アリナはきょとんと目を瞬まばたいた。

「正直、なぜ神の祝福を受けたわけでもないぬしに、神域デイアスキルが発芽したのかわからぬ。だが神域デイアスキルを得たとき、何か強い願いを持ったはずだ。魂が震えるほどの」

「強い願い……」

　問われてアリナはわずかに視線を落とし、しばしの間昔を思い出すように黙り込んだ。

「確かに、神域デイアスキルが発芽したときは結構限界で、一つのことしか考えられなかったかも。残業を発生させる全てのモノをぶっとばしてやりたいって」

　レベッカが満足そうに頷うなずく。

「そうじゃ。願いとはすなわち信念。それを見いだすことは高尚な儀式でもあり、だから残業をぶっとばすのも…………え？　なんて？　残業??」

「だから、残業のせいで行きたかった百年祭にも行けなくて、なんかもう世の中全部憎たらしく思えてきて、残業につながる全部をぶっとばしてやりたいって思ったら神域デイアスキルが──」

「いやいやいやいやちょっと待てなんだ残業って」

　レベッカは理解不能な生物でも見るかのように眉をひそめ、首をひねった。

「残業ってあれだろう、時間内に終わらなかった仕事をちょっと残って片付けるあの……それをなくしたいって、そんな一時の感情で思いつきそうな軽めの願いだったのか？　もっとこう、あるだろう？　大切な人のために力が欲しいとか、譲れないもののために強くなりたいとか」

　──その瞬間、ぴくり、とアリナの眉が跳ねたのをジェイドは見逃さなかった。

　ルルリとロウも、レベッカが今盛大にアリナの地雷を踏み抜いたことに気づき、「あ、やったな」と表情が凍りつく。

「……ほほぉぉう。〝残業なくしたい〟が軽めの願いだと？」

「え？　うん。まあふぐぅっ!?」

　そうとも知らないレベッカが困惑しつつ頷うなずいた瞬間、ぐわしっと彼女の胸ぐらをアリナが摑つかみ、鬼のような形相で鼻先ギリギリまで詰め寄った。

「〝時間内に終わらなかった仕事をちょっと残って片付ける〟？　ナマ言ってんじゃないわよよく聞きなさい残業ってのはね……！　睡眠時間と心の容量キヤパと人生の大切な時間をすり減らしただひたすら責任感だけで社会に尽くさせる悪あしき風習のことを言うのよ……！」

「ひいいいいっ!?」

　アリナのあまりの形相にレベッカは半ば涙目になり、ジェイドに助けを求めるように視線をよこしてくるが、仕方ないこととはいえこればかりはレベッカが悪い。ジェイドは肩をすくめることしかできなかった。

「あーあーそうよね、四聖様は知らないわよねぇぇぇ残業なんて？　ええわかるわよ人間なんて自分が経験してこなかったものの辛つらさなんてこれっぽっちも想像できないもんねぇぇ？」

「ひゃああなんかごめんなさいごめんなさいっ」

「大陸のトップだってんなら頭に叩たたき込こんどきなさいよ……！　〝残業なくしたい〟は全人類の願いだとッ！　あと他人の願い事を自分のちっぽけな杓しやく子し定じよう規ぎで軽いだ重いだ言うんじゃない！　わかった!?」

「わわわわわかったすまなかった軽んじるようなことを言って……！」

「わかればいいのよ」

　ふんと鼻をならし、レベッカを解放するアリナ。レベッカは九死に一生を得たような切迫した表情で、がたがた震えながら恐ろしい怪物を見るようにアリナを見た。

「そ、その残業への怨念、恐るべしじゃ……受付嬢って、こんなにコワイ奴やつだったのか……」

「いや主語を大きくするとちょっといろいろアレなんだが……」

「ねえ、それよりさっきから帰りの魔法陣を探してるんだけど」

　受付嬢に対する間違った認識を得たらしいレベッカに、たまらず訂正するジェイド。一方でアリナは庭園を見回しながら眉をひそめていた。

「見当たらないの。どこにあるの？」

　そういえばアリナはこの最上層について早々、ジェイドたちが陽デイ封アヴ石イスの説明を受けている間に一人で庭園をうろうろしていた。珍しい景色に好奇心を刺激されたのかと思っていたが、どうやら転移魔法陣で一刻も早く帰りたかったらしい。

「見当たらない？」

　アリナの言葉にレベッカがきょとんと目を瞬まばたく。

「そんなはずはない。歴代の四聖はここで陽デイ封アヴ石イスより神の祝福を受け、転移魔法陣によって問題なく地上に戻っていたぞ──ええっと場所はどこだったかな」

「……確かに、地上に続く魔法陣がないね……」

　アランが噴水の後ろに回り込んで首をひねった。

「僕の記憶じゃここにあったはずなんだけど」

　見ると、確かに魔法陣を敷ける十分な広さがあるそこは、ただ石畳が見えるだけだ。階層を渡ってきた転移魔法陣はどこにもない。

「えっ、じゃあ地上に戻れないってこと……!?」

　その事実に、みるみるアリナの顔が青ざめていった。

「早く戻ってこの修正書類届けて、残業終わらせたいのに……！」

「他の場所にあるかもしれない。探してみよう」

　陽デイ封アヴ石イスの光を浴びて〝神の祝福〟を受けた今、ジェイドたちが祈りの塔ですべきことは終わっている。ジェイドの提案にロウやルルリたちも頷うなずいて、それぞれ手分けして庭園を探し始めた……そのときだ。

　──ぞくり、と背筋が凍りついた。

「!?」

　それは不気味な殺気だった。背筋を貫いた冷たい感覚に、ジェイドは咄とつ嗟さに足を止めて振り向いた。

　ほぼ同時。ゆらり、と〝何か〟が上から降ってきた。いや、〝何か〟ではない。白いローブで全身を覆った、大きな〝人〟だった。

「人……!?」

　その白いローブの存在は空中にふわりと浮き、足は長いローブの裾に隠れて見えず、顔があるべきフードの中は、文字通り闇しかなかった。唯一袖からのぞく両手は人と同じ形をしているものの、骸骨のように骨張り、不ぶ恰かつ好こうに長く、肌は幽霊のように青白かった。

　ただの人ではないことを、ジェイドの本能が告げていた。それを人と呼ぶには躊躇ためらわれるほど、その全身からは不気味な気配が漂っていたからだ。

　ほんの一時、空中庭園に困惑と動揺の沈黙が降りた。──次の瞬間。

　オォォォオオ！

〝それ〟が吠ほえた。

　まるで地鳴りのような、ぞっとするほど不気味で低い声だった。と同時に、フードの奥の闇の中から、ぐわっと何かが飛び出した。

「!?」

　飛び出したのは文字だった。

　いや、正確には、見たこともない文字のような紋様だ。

　それがむかったさきは、噴水の頂上──陽デイ封アヴ石イスだった。文字のような紋様はたちまち陽デイ封アヴ石イスに巻き付くと、蛇の舌のように搦からめとって、引き戻し、フードの奥に飲み込んでしまった。

「陽デイ封アヴ石イスが!?」

　庭園を照らしていた陽デイ封アヴ石イスの穏やかな光が消えた。冷たい風がジェイドたちの間を吹き抜け、庭園の草花を不穏に揺らす。

　あまりに唐突な出来事で、誰も何も反応できなかった。





33






「なんなのです、こいつ!?」

　ルルリとロウが同時に魔杖ロツドを抜き、一斉に臨戦態勢に入る。

　皆が困惑するなか、一人だけ違う反応を見せる者がいた。

「……か……神喰くい……!?」

　レベッカだ。

　彼女は血の気を引かせ、見開いた目で、その〝人形の何か〟を凝視していた。

　は、とジェイドはレベッカに目を向ける。レベッカは激しく狼ろう狽ばいした様子で、神喰くいと呼んだそれに叫んだ。

「噓うそだ、なぜここに居る!?　封印はどうしたのだッ!?」

　神喰くい。二十一階層で聞いた、二百年前に当時の四聖が封印したという存在だ。ジェイドもなんとか平静を保ち、その奇妙な存在をよく観察した。

　魔神と相対したときのような、他を圧倒するびりびりとした威圧感はない。しかし代わりに、その神喰くいはいっそ不気味なほどに存在感も気配もなかった。幽霊のようにそこにたゆたっているのだ。

（魔神……じゃない。神デイアの印がないし、魔神は全員倒しているはずだ）

　神喰くい。レベッカがそう呼ぶ存在を、名こそ知らなかったもののジェイドも聞いたことがあった。先人の時代、今で言う魔物のような存在がいたということをナーシャが言っていたのだ。現代の魔物と比べたらはるかに強く厄介で、神域デイアスキルを持っていた先人すら苦戦するほどだったという。そんな危険な存在との対抗手段として、ナーシャたち研究員は魔神核を作りだしたのだ。

「レベッカ、本当にあれは神喰くいってやつなのか……!?　封印されていたんじゃないのか」

「あの白いローブ、顔のないフード、間違いない……四聖書に書かれていたものと同じだ。あいつは、神喰くい──〝呪じゆ鬼き〟……！」

　聞き慣れない言葉にジェイドは眉根を寄せる。

「呪鬼？」

「……神喰くいとは、千年前の大陸で多くの先人たちを殺してきた怪物の総称……そのなかでも〝呪鬼〟と呼ばれたこの個体はとりわけ手を焼いた──先人の手によっても倒しきれず、先人たちが封印するしかないと判断したほどに」

「な……!?」

「だからこそ、二百年前のヘルカシア大陸にコイツは生き残っていたのだ……！　だが、それは四聖が再度封じたはずだ！　なぜ今更封印が解けるのだ。あれは四聖しか解けぬはず──」

　レベッカの困惑した声を遮って、神喰くいの不気味な声が轟とどろいた。

　オォォォオオ！

　神喰くいは不自然に長い両腕を広げ、天に向かって吠ほえた。次の瞬間。仰いだフードの奥からまたも奇妙な文字が飛び出して、それは四方八方に飛んでいった。と思うと、呪鬼の浮かぶ噴水の頂点を中心として、空中庭園を包み込む巨大なドーム状の〝文字の壁〟ができあがっていく。

「なんだ……!?」

「閉じ込める気か!?」

　その文字たちは空気を硬化させるような音をパキパキと立てながら溶け消えていき、あとには何事もなかったように青空が広がった。

「皆、下がれ！」

　鋭く叫び、レベッカは両手を虚こ空くうに突き出した。

「唱え、〈巨神の魔弾デイア・グロブス〉！」

　生み出した銀の銃を片手に持ち、その銃口をあらぬ方向に向けて発砲した。

　銃声とともに黒弾は空にむかって飛んでいき──唐突に、ギィン！　と硬い音をたてると、見えない壁に跳弾したのだ。

「壁!?」

「くそ、閉じ込められた……！」

　続いてレベッカの銃口は呪鬼に向く。ダン！　ダン！　と立て続けに二発。弾の装塡すら必要としていない神域デイアスキルの銃弾は、連続で呪鬼の腹と胸に着弾し──

　いや。

　呪鬼に着弾する直前、呪鬼がすっと右の手のひらを銃弾にむかって突き出した。その瞬間、銃弾はまるで見えない力に押し戻されるように、虚こ空くうで停止したのだ。撃ち出された二発の黒弾は呪じゆ鬼きの手のひらを穿うがつことなく、その威力をなくしてころりと地面に落下する。

「な……!?」

「唱え、〈巨神の護籠手デイア・セスタス〉！」

　目を見開くレベッカの脇から、アランが飛び出した。

　その両腕に銀の籠手を纏まとい、噴水の上に浮かぶ呪鬼に肉薄する。一歩、噴水の手前で大きく足を踏み込むと、力強く蹴り上がって、呪鬼の懐ふところに潜り込んだ。

「うぉおお！」

　大きく振りかぶった銀の籠手の殴おう打だを、呪鬼に向かって叩たたき込こむ。呪鬼は応戦の構えを見せない。代わりにやはり右手をアランの拳に向かって突き出すと──ぴたり、とアランの殴おう打だが途中で止められた。

「く……!?」

　アランの拳を右手で受け止めた、とも違う。その骨張った手のひらは不可視の分厚い膜を纏まとっているかのように、アランの拳が触れることすら許さなかったのだ。

　着地したアランはわずかに目を見開き、警戒して呪鬼と距離を取る。そして不思議そうに己の籠手を見下ろした。

「ふ……触れられない……？」

　アラン自身も何が起きたかわかっていないようだ。

（あの右手になにかあるのか……？）

　ジェイドは無言で浮く呪鬼を観察した。レベッカの銃弾も、呪鬼に触れる前に止まっていた。二人の神域デイアスキルの威力はジェイドも身をもってよく知っている。それをいとも簡単に止めるなど──

　そのとき、妙な音が聞こえた。

『──〝〈巨神の魔弾デイア・グロブス〉〟ヲ　解析──』

　雑音のような、機械音声のようなその声は、確かに神喰くいから聞こえていた。

『──解析完了』

　は、とジェイドが警戒し、咄とつ嗟さに身構えると同時。

　呪鬼のフードの奥から、大量の〝文字〟が羽虫の大群のように飛び出したのだ。それは呪鬼の両腕に纏まとわり付つき、密集し、硬化して、何かの形を成していく。まるで獣のような巨大な爪を持った、銀色の籠手だ。

「な……！　〈巨神の護籠手デイア・セスタス〉!?」

　そう、それは、アランの持つ神域デイアスキル、〈巨神の護籠手デイア・セスタス〉によって生み出される籠手だった。

「僕のスキル……!?」

　動揺しつつも、アランは地を蹴って呪鬼に迫った。

「くらえ！」

　アランの全力の拳が再び呪じゆ鬼きの顔面部に迫り──呪鬼を殴る直前、やはり見えない膜のようなものにアランの殴おう打だは押おし止とどめられる。アランは両足で踏ん張り、全体重をかけ、歯を食いしばってさらに力を込めた。だがどれだけ押し切ろうとしても、アランの拳はそこから少しも動かなかった。

「くそ……！　くそォ……ッ！」

　意地になって粘るアランに呪鬼の左手がのびる。その手に、横手からレベッカの銃弾が撃ち込まれた。

「無駄だアラン！　これ以上手を出すな！」

　忠告しながらレベッカは二発、三発と銃弾を撃ち込むが、やはりアランと同じように、弾丸はいとも容易たやすく無力化され落とされてしまう。何発撃ち込んでも、呪鬼のローブをかすることさえできなかった。

「一度退け、アラン！」

「くそ……！」

　アランが悔しそうに後退すると、呪鬼がおもむろに籠手の装備を解いた。と思うとフードの奥から文字が飛び出して、何かを作っていく。細長い棒状のそれは、やがて銃身の長い一丁の単発銃を形作った。

　レベッカの持つスキル、〈巨神の魔弾デイア・グロブス〉の銀銃である。

「……！」

　ぬらりと、呪鬼の視線がレベッカに移った。そして生み出したその銃の銃口を、レベッカの眉間に定めた瞬間──

「〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉！」

　アリナが大鎚ウオーハンマーを取り出し、一歩踏み出した。

「ダメだ、アリナさん！」

　咄とつ嗟さにジェイドはアリナを止めた。それは根拠のない勘だった。ジェイドの鋭い声にアリナが一瞬躊ちゆう躇ちよして足を止め、代わりにロウが前へ躍り出る。

「蒼炎フラマ！」

　ロウの禁術が呪鬼に襲いかかる。レベッカに狙いを定めていた呪鬼は迫り来る炎に視線を移し、籠手の装備を解いた右手を炎にかざした。

　全てを消し去る高温度の青い炎は、やはり呪鬼の右手によって油と水のように左右に割られ、あっという間に空中に消失する。レベッカが声をあげた。

「ならぬ！　コイツに攻撃をしては……！」

「ああ、見た感じそうなのはわかったけどさ……！　仕方ないでしょ今のはっ」

　どうやらロウもジェイドと同じ予感を持ったようだ。ロウはレベッカの腕を引き、ジェイドのもとへ引き戻す。それを確認して、ジェイドは感じていた予感を口にした。

「……こいつ、一回くらった攻撃をコピーするのか」

　ジェイドがアリナを止めたのはその予感があったからだ。もし正しければ、アリナの〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉を敵に与えるのはあまりにこちらが不利となる。

　果たして、レベッカは頷うなずいた。

「……神喰くい〝呪じゆ鬼き〟。自身が受けた攻撃や技を全て完璧に解析し、自分のものとして、全く同じ攻撃手段を習得する……」

「神域デイアスキルも、か……」

「……そうだ」

　ジェイドは顔を険しくさせた。

　そう、一番の問題はそこだ。呪鬼はアランの〈巨神の護籠手デイア・セスタス〉とレベッカの〈巨神の魔弾デイア・グロブス〉を完璧に無力化したばかりか、それらを〝解析〟し完璧に再現した。つまり、神域デイアスキルすら呪鬼の前には有効打となりえないのだ。

　神域デイアスキルを駆使する先人すら、苦戦した神喰くい。そのなかでも、〝討伐不可能〟と判断された呪鬼──

「迂う闊かつに攻撃してはならぬ！　攻撃するほど、奴やつに力を与えるぞ……！」

　レベッカの緊迫した声とは裏腹に、呪鬼の機械音のような声が、淡々と告げた。

『〝蒼炎フラマ〟ヲ解析。──解析完了』
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　油断なく呪鬼に視線をやりながら、ジェイドは苦々しくつぶやく。

「……呪鬼は、神喰くいは、何が目的なんだ」

　問われたレベッカも明確にはわからないようで、首を左右にふった。

「わからない。なぜ呪鬼の封印が解かれたのかも……そもそも、封印に関して知っているのは、四聖だけだ。われや【守護者】はここにいた。【大賢者】は行方をくらましている……もし今、封印をどうにかできる者がいたとしたら一人──」

「……」

　そこまで言われたら、もう答えはでているようなものだ。

（……【剣聖】。……そういうことか……）

　おそらく封印を解いたのは【剣聖】で間違いないだろう。この神喰くい〝呪鬼〟は、【剣聖】がよこした刺客なのだ。

（となると、地上に送る転移魔法陣が消えていたのも偶然や事故じゃなさそうだな）

　呪鬼を仕掛けるための【剣聖】の仕業とみて間違いないだろう。ジェイドは困惑するレベッカやアランをちらりと見た。何も知らない四聖のこの二人が巻き込まれ、最悪死ぬことになっても、どうでもいいということか。

　ち、とジェイドは小さく舌打ちし、呪じゆ鬼きに向き直った。

「レベッカ。二百年前はどうやってあの呪鬼を封印したか、四リ聖ブ書リには書いてあったか？」

「陽デイ封アヴ石イスを用いた、とだけ……」

　その陽デイ封アヴ石イスは呪鬼が真っ先に奪ってしまった。なるほど、いかにも【剣聖】らしい、こちらの絶望を煽あおるようなやり方だ。

「なら……倒すしかないってことか……！」

　ジェイドの決断にレベッカは目を見開く。

「む、無茶だ！　呪鬼は千年前の先人たちですら倒せず、二百年前の四聖も再度封じるのが精一杯で、今こうして生きながらえている怪物だぞ、われらに倒せるはずがない！」

「じゃあここで死にたいか？」

「……っ」

「もし、呪鬼の封印が、誰かに意図的に解かれたとしたら……そいつの目的は何だと思う」

　は、とレベッカはわずかに目を見張った。

「俺たちを殺すことだ。用意周到に逃げ道まで塞いでな。奴やつをどうにかしないと、塔からすら出られない。……腹決めて戦う以外に、道はないぞ」

「……」

　押し黙ったレベッカの代わりに、アリナが一歩前に出た。

「アイツを倒さなきゃここから出られないなら、私は戦う」

「……アリナ」

「こちとら閉じ込められてる場合じゃないのよ……！　せっかくウォリアまで来て修正書類手に入れたのに、ここで足止めされるなんてまっぴらごめん」

　ぎらりと呪鬼を睨にらみ、アリナは大鎚ウオーハンマーを握りしめた。

「邪魔するなら、ぶっ飛ばす！」

　二人の気迫を見て本気と悟ったか、レベッカが諦めのようなため息をついた。

「……お前たちが、これまで魔神と戦えてきた理由が、分かった気がするな」

　ジェイドは小さく苦笑し、ルルリにちらりと視線をやる。

「ルルリ、合図と同時に〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉を展開してくれ」

「了解なのです」

「アリナさんは、確実に呪鬼を倒せる時が来るまで手を出すな。俺とロウで攻撃しつつ攻略方法を探る」

　こくりとアリナが頷うなずいたのを見て、ジェイドは剣を構えた。
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「スキル発動、〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉！」

　ルルリの声とともに、戦いの幕が切って落とされた。

「展開！」

　永続回復を与える赤い陣が、じわりと空中庭園に広がっていく。その間もジェイドはじっと呪じゆ鬼きを観察していた。

（ルルリのスキルは〝解析〟しないのか）

　呪鬼は赤い陣を無視し、無言を保ったままだ。こちらにとって有利となる回復手段には何の反応も示さなかった。

（攻撃動作にしか反応しないのか……？）

「スキル発動〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉！」

　ルルリの範囲回復が十分に行き渡ったのを見て、ロウが蒼炎フラマを生み出し、その手のひらに力を込めた。

　高く燃え立つ蒼炎フラマをジェイドに向かって放つと同時、ロウは迷わず呪鬼に向かって走り始めた。ジェイドの手に集まった蒼炎フラマは、さらに凝縮され、やがて真っ白な炎に姿を変える。

「〈白アル炎ブム〉！」

　ジェイドとすれ違いざま、ロウの両手には白き炎でできた双剣が握られている。そうと思った次の瞬間には、ロウは音もなく呪鬼の懐ふところに潜りこんでいた。暗殺者として鍛えられてきたロウの速さに、呪鬼は全くついていけておらず、無防備なその両腕に刃が滑る。

　本来ならその一瞬で、確実に両腕を肩から切断できた──が、呪鬼が両手を突き出して白い双剣を受けると、やはり触れる直前で見えない膜に押おし止とどめられる。その手を焼き切ることすらできなかった。

　ロウがわずかに顔をしかめ、カウンターを警戒して後退する。

『〝〈白アル炎ブム〉〟ヲ解析。──解析完了』

　淡々と告げる呪鬼にロウは軽く舌打ちする。

「知らない系統の技なら通じるかもと思ったけど、複合スキルも解析しちまうわけ──」

　が、その言葉は最後まで続かなかった。

　十分な距離をあけていたはずのロウの目の前に、気づくと呪鬼が肉薄していたからだ。

「──!?」

　躊ちゆう躇ちよなく繰り出された呪鬼の右腕に、次々吐き出された文字が纏まとい、銀の籠手が再現されていく。不意を突かれて無防備だったロウのみぞおちに、その拳が届く直前。銀の籠手は完成した。

　めき、と嫌な音が、庭園に響いた。

「がはッ！」

　吹き飛ばされたロウの体は、まるで玩具かなにかのように一直線に吹き飛ばされ、石柱の一つに叩たたきつけられた。

　その衝撃のすさまじさを物語るように、叩たたきつけられた石柱に無数の亀裂が入った。びきびきと音をたてて走る亀裂はやがて石柱のてっぺんに到達すると、耐えかねたように砕けて崩れ、くずおれたロウに瓦が礫れきが次々降りかかった。

「ロウッ！」

　一瞬ジェイドはロウのもとへ行きかけるが、

「僕が行く！　攻撃を止めるな！」

　そのときにはもうアランが走り出していた。

　瓦が礫れきからロウを救出するには、神域デイアスキル発動による怪力を持つ者が最適であるのは確かだ。ロウが埋もれた場所も、ぎりぎりでルルリの〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉の範囲内だということを確認し、ジェイドは呪じゆ鬼きに視線を移す。

「……〈千ミ重リ壁ア〉！」

　剣に赤い光を宿し、ジェイドは駆け出した。

「はああ！」

　一息に呪鬼へ間合いを詰めたジェイドは、敵の腹に向かって剣を振り抜く直前、〈千ミ重リ壁ア〉の効果を盾に移した。ただの剣によるジェイドの物理攻撃は、呪鬼の突き出した右手によってやはり見えない膜に止められる。

『〝剣〟ヲ解析。──解析完了』

　呪鬼にあえて〝ただの剣〟を解析させたジェイドは、さらに一歩、呪鬼にむかって踏み込んだ。予想通り、呪鬼はジェイドと同じ剣を作りだし、ジェイドにむかってそれを振り下ろす。

　ジェイドはその一撃を盾で受け、逆に押し返した。ギィン！　と硬い音をたてて、呪鬼の剣は、腕もろとも後ろに開く。大きな隙がそこに生まれた。

「〈千ミ重リ壁ア〉！」

　今度こそジェイドの剣に赤い光が宿った。ジェイドはそれを、呪鬼の顔面部に力一杯突き刺して──

　が、やはり剣の切っ先はフードの闇に触れることなく、見えない膜に阻はばまれた。

「ちっ、全身隙なしか……ッ！」

　どうやら右手に関係なく、全身をあの見えない膜が覆っているようだ。苦々しく吐き捨てたとほぼ同時、剣を消した呪鬼の右手が、ジェイドの剣をわしづかみにした。

「!?」

　そしてまるで木の枝でも振り回すかのように、軽々と剣ごとジェイドを放り投げたのだ。わずかな浮遊感のあと、ジェイドは庭園を横切るように地をすべり、土を摑つかんでなんとか止まる。痛みを感じる間もなく起き上がると、遠くの呪じゆ鬼きの手に、みるみる吐き出した文字が集束していくのが見えた。

『〝〈千ミ重リ壁ア〉〟ヲ解析。──解析完了』

　その骸骨みたいな手に赤い〈千ミ重リ壁ア〉の光を宿した剣が再現されていく。ふわり、と呪鬼はわずかに前に傾かしぐと、一息にこちらへ迫り来た。

「……！」

　咄とつ嗟さに横にとんで避けると、間一髪、赤い斬撃が空を過ぎる。剣圧だけで草花が切り刻まれ、舞い散った。呪鬼は回避したジェイドへさらに追いすがる。生物らしい呼吸もリズムも感じない、予測不能で機械のような動きだ。ジェイドは仲間を巻き込まないよう背後に気を配りつつ、ほとんど反射神経だけで呪鬼の猛追をなんとか躱かわした。

　とん、と足が何かにとられる。

「！」

　は、と目をやるといつの間にか庭園を一周し、噴水のある中央まで戻っていた。噴水の縁に躓つまずいたのだ。ジェイドの体がわずかに傾かしぎ、一瞬コントロールがきかなくなる。

　その隙をついて、呪鬼が一気に間合いを詰めた。

「く……！」

　ジェイドは強引に身をよじり、呪鬼の袈け裟さ斬ぎりを横によけた。赤い刃はジェイドの鼻先寸前を滑り、背後の噴水を斜めに両断する。

　ブシャア！　と大きな音を立てて、壊れた噴水から勢いよく水がまき散らされた。その水のヴェールが一瞬呪鬼の視界を塞ぎ、ジェイドはその隙に大きく距離を離した。

「くそ……厄介だな」

　ジェイドは顔をしかめ、噴水の脇でたたずむ呪鬼を睨にらみ据えた。

　呪鬼の右手は、防御の仕草ではなく解析のための仕草なのだろう。厄介な見えない膜は、おそらく呪鬼の全身を隙無く包み、完璧にこちらの攻撃を封殺している。加えて、攻撃をするほどこちらが不利になるあの解析能力。

「……これは先人も匙さじを投げるわけだ……」

　いっそ笑えるほど理不尽な敵だった。こんな相手、一体どう勝てというのだ──きっと当時の先人たちも、呪鬼を前にそう思ったに違いない。

　が、ふとそこでジェイドは、壊れた噴水の水を浴びながら突っ立つ呪鬼に、何か違和感を覚えた。

（……ぬれてる？）

　あらゆる攻撃を跳ね返してきた呪鬼の外がい套とうが水浸しになっている……その姿が、ジェイドには妙に引っかかった。

　しかし、その疑問を深く考える暇はなかった。横手から銃弾がとんできて、呪じゆ鬼きの狙いがレベッカに移ったのを見たからだ。

「こちらが相手だ、呪鬼！」

　ジェイドが苦境に立たされていると見て取ったか、銀銃を構えたレベッカが、呪鬼の敵視ヘイトを受け持つようにがむしゃらに銃弾を撃ち込んでいく。

「よせレベッカ！」

　右手に銀の籠手を纏まとわせた呪鬼が、躊ちゆう躇ちよ無くレベッカに襲いかかるとほぼ同時。ジェイドは間一髪でその二人の間に滑り込んだ。

　ばぎん！　とひときわ硬く大きな音が響き渡る。

　呪鬼の殴おう打だをジェイドの大盾が真正面から受け止めて──重い衝撃の後、〈千ミ重リ壁ア〉を施した大盾のど真ん中に大きな亀裂が走り、砕けたのだ。

「な……！」

　殴おう打だの威力を殺しきれずに後ろによろめくも、ジェイドはなんとか体勢を立て直す。すぐさまレベッカを抱え、呪鬼から離れた。

「ジェイド、盾が……！」

　レベッカが壊れた大盾を見て焦あせった声をあげる。

「す、すまぬ……余計な手を出した」

「ああ、あんまり無茶するな。びっくりするから」

　十分な間合いを確保しつつ、ジェイドはすっかり小さくなった盾を見て眉間に皺しわをつくった。

（なんだ、コイツの力……!?）

　盾を持っていた左腕は、重い殴おう打だを受け止めた衝撃でびりびりと痺しびれ、なかなか消えない。それほど強烈な一撃だったのだ。

　ジェイドの〈千ミ重リ壁ア〉は、二十二階層でアランと戦ったとき、彼の〈巨神の護籠手デイア・セスタス〉を受けきったはずだ。これほどの衝撃も受けなかった。それだけではなく、この盾は今まで魔神の神域デイアスキルもかろうじて防いできた。〈千ミ重リ壁ア〉を施した盾を、たった一撃でこんな容易たやすく砕かれたことはなかったのだ。

「……まさか……俺たちの身体能力も、〝解析〟しているのか……？」

　嫌な推測にぞっとした。

　明らかに呪鬼は〝解析〟を重ねるごとに繰り出す技の威力が上がっている。同じスキルのはずなのにこうもかけ離れた破壊力を生み出すということは、もはや術者の純粋な肉体性能の差としか思えない。

　となると、レベッカとアラン、神域デイアスキルによって強化された二人分の筋力に加え、ジェイドやロウの力までも掛け合わさっていることになる。

　それはつまり、今の呪鬼の肉体は、神域デイアスキルによって強化された筋力や人外の力を持つ魔神よりも、はるかに強きよう靱じんだということだ。

（だとしたら、これ以上あいつの攻撃を受けるのは危険か……！）

　しかし呪じゆ鬼きは、それ以上考える暇も、絶望する暇すらもこちらに与えてくれなかった。盾を失ったジェイドに狙いを定め、呪鬼がもうすでにそこに迫っていたからだ。

「……！」

　陽光をぎらりと跳ね返すその銀の籠手と、背後のレベッカを、ジェイドは一瞬ちらりと見た。

　盾のないジェイドには、迷っている暇も、選択できる手段も多くない。

「……ッ、スキル発動！」

　いい手とは思えないが、こうするしかなかった。

「〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉！」

　白い光がジェイドの半分しかない盾に集中した。それは効果対象者に一定期間付与される、強力な守護の光だ。瞬間、白光の盾は呪鬼の繰り出す殴おう打だを受け止めた。

「な、ディ、神域デイアスキル!?」

　驚きの声を上げたのはレベッカだ。

　ジェイドはその声に答える余裕もなく、全神経を白い盾に集中させる。

　あの幽霊のような体たい軀くからは想像もつかないほどに重い拳だった。呪鬼の使う〈巨神の護籠手デイア・セスタス〉が、攻撃ではなく守護に特化したスキルだから、なんとか拮きつ抗こうしているようなものだ。一瞬でも気を抜けば、ジェイドの不完全な神域デイアスキルではあっという間に盾ごとえぐられそうだった。

「うおおおお……ッ!!」

　ジェイドは歯をむき出し、一歩、足を踏み出した。踏ん張る庭園の土がえぐれ、じりじりと数十秒拮きつ抗こうする。と、ふいに、ジェイドの体は大きく前につんのめった。

「!?」

　呪鬼が仕切り直しのようにあっさり後退したからだ。

「っ……！」

　二、三歩たたらを踏み、ジェイドはなんとか転倒を免まぬがれる。視界のはしで呪鬼が大きく距離をとったのを確認すると、みるみるジェイドの盾から白い光は消えていき、そして──

「かっ──」

　ジェイドの視界が一瞬はじけとび、たまらず膝をついた。神域デイアスキル使用による重度のスキル疲労で、ジェイドの全身に激痛が走る。咳せき込こんだ口から大量の血が吐き出されて、顔をゆがめた。

「ジェ、ジェイドっ」

　レベッカが慌てて〈巨神の魔弾デイア・グロブス〉の銀弾をジェイドに撃ち込むが、少しも痛みは治まらない。

「重度のスキル疲労……！　まさか、体が神域デイアスキルに適応しないままに使ったのか!?　なんという無茶を……！」

「……俺の神域デイアスキルは……まがいものなんだ……っ」

　口元の血をぬぐって答えながら、ジェイドは呪じゆ鬼きの姿を探した。花壇から舞い上がるわずかな土煙のむこう、すこし距離を離したそこに、呪鬼は何食わぬ顔をして浮いていた。

『〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉ヲ解析』

　無情な言葉が、庭園に響く。

『──解析完了』
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　血まみれで膝をつくジェイドを見て、呪鬼はさっさと別の標的に狙いを移した。

　アランだ。

　フードから文字を吐き出して両腕に銀の籠手を纏まとわせ、音もなくアランに迫る。

「……アラン！」

　ジェイドが声を張り上げると、瓦が礫れきをどかしてロウを救出しようとしていたアランが、呪鬼に狙われていることに気づいた。

「……！」

　アランは咄とつ嗟さに呪鬼に向き直り──しかし、体を強こわばらせることしかできなかった。

　一瞬アランは、判断に迷ったのだろう。呪鬼の扱う〈巨神の護籠手デイア・セスタス〉はジェイドの〈千ミ重リ壁ア〉を施した大盾をも簡単に破砕する。明らかに自分を上回る高威力のスキルと正面からぶつかり合えば、押し負けることは明らかだ。

　迎撃の手がない自分と、瓦が礫れきに埋もれて気を失っているロウ、この状況で何ができるのかと。

「逃げろアラン！」

　言いながらジェイドも体にムチを打って駆け出すが、どう考えてもこの距離は間に合わない。

　アランは、そこから動こうとしなかった。いや、動けないのか。

「アラン！　逃げるのだ！」

　ダン、ダン！　と立て続けに銃声が響き、レベッカの黒弾が呪鬼の背中に命中する。しかしやはりどれも玩具のように跳ね返されて、呪鬼は振り向きもしない。

　呪鬼の右手は躊ちゆう躇ちよなく、アランを破壊するため振りかぶる。

「……っ、逃げろ？　いやだ。僕は盾役タンクだ……！」

　ふいにぼそりとアランはつぶやくと、唇を引き締め、呪鬼を睨ねめ上げた。

「唱え、〈巨神の護籠手デイア・セスタス〉！」

　もはや防御にならないと言っていい銀の籠手を両腕に纏まとい、アランは言った。

「……いいさ、いいんだ……！　僕は傍観者だから……！　これが世界の行く末ならば……！」

　言葉と裏腹に、アランの顔は恐怖で血の気が引いて真っ青だ。濃厚な死の気配を前に、手足も歯もガタガタ震えている。

「僕は……〝傍観者〟だから……ッ！」

　くそ、とジェイドは唇を嚙かんだ。

　アランの表情には、どうにかして守り抜いてやるという覇気を失った、捨て身の死相が宿っていた。盾役タンクが最さい期ごにする顔だ。諦めるのが早すぎる。確かに呪じゆ鬼きの〝解析能力〟を前に戦況は絶望的だが、まだ手が尽きたわけじゃない。誰も死んでいない。

　しかしどんな𠮟しつ咤たもアランには届かないような気がした。

　神域デイアスキルを持っているアランとしては、きっと人生で初めてなのだろう。自分の力が通用しない相手と戦うというのは。その混乱と未知なる敵への恐怖が、アランを金縛りにし、〝傍観者〟という抗あらがう牙を抜かれた教えが、アランに諦めを選択させていた。

「動け！　アランッ！」

　𠮟しつ咤たするジェイドの声は、やはり彼に届かない──
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　ああ、終わった。

　その事実が、すとんとアランの胸に落ちてきた。

　目の前で、何をしても通用しない、反則みたいな敵がアランに狙いを定めている。

　アランは一度もこんな経験をしたことがなかった。どうあがいても勝てなそうな敵に追い詰められたことなど、一度もないのだ。だから、もう何もできることがない。ただ体を強こわばらせて、せめての足あ搔がきに無意味な籠手を装備して、顔を守るように腕をクロスさせ、ぎゅ、と固く目をつむり死を待つことしかできなかった。

　ごう、と空気の唸うなる音が聞こえて、アランは暗い未来を覚悟した。──そのとき。

「〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉！」

　どこからか響いた声と同時に、ぶおん！　と重い何かが振り回される風圧を感じたあと、アランの金縛りが解けた。

　は、と目を開けたとき、アランは生きていた。自分の血の代わりに、処刑人の小さな背中が見えた。

「……え？」

　アランの前に割り込んだアリナが、大鎚ウオーハンマーで呪じゆ鬼きの殴おう打だを受け止めていたのだ。

「アリナ、なんで……!?」

　アリナは手を出さない、そういう作戦だったはずだ。それを破ったアリナに、しかし迷いはなかった。しかしその大鎚ウオーハンマーをもってしても呪鬼の手に触れることはできず、見えない膜を挟んで両者の殴おう打だは拮きつ抗こうする。

　助けてもらったことも頭から吹き飛んで責めるアランに、アリナはちらりと視線をやった。

「死なせたくなかった……！」

　それだけ言って、アリナの視線はもう呪鬼に戻る。

「はああああああ！」

　気合いの声とともに一層力を込めて、アリナはついに大鎚ウオーハンマーを振り切った。いや、呪鬼は強引な力の押し合いを無益と判断したか、一旦後ろに退いたのだ。

　ぶん！　と旋風を巻き起こしながら大鎚ウオーハンマーは空を切った。
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『〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉ヲ解析。──解析完了』

　淡々とした、機械音声のような声を聞きながら、アリナは油断なく呪鬼と相対した。呪鬼の標的はアリナに移っている。ひとまずアランは無事だ。

　しかし、戦況はよろしくない。呪鬼のフードの奥から飛び出した文字がぐるぐると虚こ空くうを旋回したかと思うと、寄り集まった文字たちは、やがて巨大な銀の大鎚ウオーハンマーを作り出したのだ。

「……大鎚ウオーハンマー……！」

　覚悟のうえで攻撃したが、こうも簡単に〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉を再現させられると歯がゆいものがある。アリナはわずかに顔をしかめ、それでも大鎚ウオーハンマーを構えた。

　呪鬼もまた、巨大な大鎚ウオーハンマーを軽々とふりあげて、ふわり、と空を滑りアリナに迫る──と思った瞬間には、もう目の前にいた。

「！」

　加速の気配も、体のどこかに力を込めた予備動作もなかった。確かに視界に捉えていたのに、不意打ちでもくらったかのように心臓が冷え、息を吞のんだ。

　一体どういう体の構造をしていたら、そんな移動ができるのか。一瞬硬直するアリナめがけて、呪鬼が大鎚ウオーハンマーを繰り出した。

「ッ！」

　アリナは強引に体を動かすと同時、咄とつ嗟さにアランを突き飛ばして大鎚ウオーハンマーの一撃を避ける。しかし、ぐおん！　と重い音とともにすさまじい旋風が暴れ、アリナの体は軽々吹き飛ばされた。

「くっ……！」

　二転、三転してアリナは花壇のなかを転がった。幸い柔らかな土の上だったので大きな負傷はない。視界がめちゃくちゃに乱れた後、アリナは愕がく然ぜんとした。

　──違う。呪じゆ鬼きの大鎚ウオーハンマーは、自分が振るう大鎚ウオーハンマーと、明らかに威力が違い過ぎる。

「アリナさんッ！」

　ジェイドの鋭い声にはっとアリナは呪鬼を見た。その手にはいつの間にか銀の銃が出現し、銃口をこちらに向けていたのだ。

「……！」

　死を覚悟する暇もなく、一発の銃声が轟とどろいた。

「……っ？」

　だが、アリナの体のどこにも異変はない。おそるおそる目を開くと、ジェイドが目の前で倒れていた。

「ジェ──」

「がっ……！」

　苦しそうにジェイドは顔をしかめていた。それでようやく、アリナは状況を理解する。咄とつ嗟さに飛び込んだジェイドの肩口を、銃弾が貫いたのだ。

「ジェイド！」

　アリナは思わず叫んでいた。ただでさえ重度のスキル疲労に全身を蝕むしばまれているのだ。ジェイドの顔は激痛に歪ゆがみ、歯を食いしばった口くちの端はからも、体内から逆流した血があふれ出ている。

「なんであんたはそういう──！」

　負傷した肩を押さえながら起き上がろうとするジェイドの背中を支えると、彼の体がわずかに震えているのがわかった。

　ジェイドはもう一度苦しそうにうめいて、血を吐き出した。地面に咲く白い花が、鮮血に赤く染まっていく。ルルリの展開した〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉がジェイドの負傷を癒やしていくが、治りが遅い。神域デイアスキルの生み出す威力は、たとえ攻撃に特化したスキルではないとしても生身に受けるにはあまりに強烈だったのだ。

「レベッカ、回復を！」

　アリナが慌てて叫ぶと、大量の血に凍りついていたレベッカが、はっと我に返った。

「っ、〈巨神の魔弾デイア・グロブス〉！」

　撃ち込んだ銀弾がジェイドの背中に着弾し光で包んで温めるが、激しい銃創はなかなか治る気配がない。その様子を見て駆け寄ってきたレベッカが苦々しくつぶやいた。

「傷が深い……回復には時間がかかるぞ」
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　全身を駆け巡る痛みに耐えながら、ジェイドはそれでも呪じゆ鬼きを観察していた。

　ぼうっと立ち尽くす呪鬼の外がい套とうは、壊れた噴水からまき散らされる水であちこちぬれていた。裾からはぽたりぽたりと水が滴したたっている。

　先ほど感じた違和感を、ジェイドは改めて考えた。

（なんで水は、呪鬼に触れられるんだ……？）

　呪鬼の体の周りは一分の隙もなく見えない膜のようなもので覆われているはずだ。それはまるで反発した磁力のように、他者からの一切の接触を許してこなかった。神域デイアスキルですら、いとも容易たやすく拒絶するのだ。それなのに何な故ぜ──

（……呪鬼のあの見えない膜は、常時発動しているわけじゃない……？）

　は、とあることに気づいたとき、ジェイドはボロボロの体に鞭むちを打ち、剣を抜いて走り出していた。呪鬼に……ではなく、呪鬼を通り過ぎ、その後ろに立っていた石柱に向かってである。

「ジェイド!?　何をする気だ!?」

　レベッカの声を無視し、ジェイドは〈千ミ重リ壁ア〉を宿した剣で石柱の根元を斜めに切り裂いた。トドメに軽く蹴ってやると、斬られた柱は狙い通り呪鬼に向かって倒れ──呪鬼はゆらりと空を滑り、柱を回避した。

「……避けた？」

　レベッカは呪鬼の行動に違和感を覚えたようだ。それもそうだろう。今までどんな攻撃も呪鬼が〝回避〟することはなかったからだ。解析をするためか、呪鬼は繰り出される攻撃をまず一度は真正面から受けていた。

「やっぱりそうか……！」

　これによりジェイドは一つの確信を得た。

「あいつの見えない防御は万能じゃない。おそらく呪鬼は、〝自分に向いた敵意のある攻撃〟しか反応できないんだ」

　離れた場所で不気味にたたずむ呪鬼を、ジェイドは睨にらみ据える。

「つまり、敵意のない、崩落した柱はダメージを受ける。だから回避した」

　思えば呪鬼の攻撃は最初からいたって単調だった。

　攻撃されたら防御して、解析して、攻撃者に反撃する。拮きつ抗こうしたら退く。このパターンしかなかった。自ら仕掛けることも、思惑を巡らすこともなく、淡々と、敵意の高い者から順に攻撃対象とするだけだ。戦っているようで、その実、呪鬼はひたすらにこちら側の〝敵意〟に対応していただけだった。

　つまり呪鬼は、〝敵意のない者〟に対しては防御も反撃もできず、為なす術すべがないのである。

「そうか！　それなら、まだこちらにも勝機が──！」

　は、と顔を上げて声を明るくするレベッカの言葉は、しかし皆まで届かなかった。

　オオオオオオオ!!

　呪じゆ鬼きが再びあげた不気味な声に、かき消されたからだ。
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「なんだ!?」

　警戒し、レベッカは呪鬼を見上げた。

　咆ほう哮こうとともに、呪鬼のフードから文字が吐き出されていく。その文字たちは地に落ち、庭園を滑り、巨大な円を描いていくのだ。それは様々な図形を形作ったかと思うと、やがて何かの巨大な魔法陣となった。

　その様を見て、は、とレベッカはあることに気づいた。

「これは、まさか、封印の魔法陣!?」

　呪鬼が再現させたのは、祈りの塔二十一階層、白い鍾しよう乳にゆう洞どうの透き通った池の底でそれまで呪鬼を封じていたはずの、〝封印の魔法陣〟だった。

　二百年前の最初の四聖が呪鬼をかろうじて封じ込めた魔法陣。それがいま、呪鬼の手によって再現されたのだ。

「その魔法陣から出ろ！　アリナ！　ジェイド──」

　レベッカは慌ててアリナに手を伸ばしたが──間に合わなかった。

　魔法陣がひときわ強い光を放ったあと、その上に乗っていたアリナとジェイド、そして呪鬼は、光のなかに消えてしまったのだ。
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　ぷつん、とアリナの見ている景色が切り替わった。

「!?」

　呪鬼が吠ほえだして奇妙な魔法陣が浮かんだと思ったら、次の瞬間にはレベッカの姿も空中庭園も、なにもかもが唐突に消えたのである。

　今アリナの目の前に広がるのは、どこまでも続く薄闇だった。

「なに、ここ……？」

　そこは無音の世界だった。

　無機質な石造りの床が円形に広がり、それ以外はなにもない。壁や天井の代わりに薄闇が永遠に続いていく。そんな冷たく殺風景な景色だった。

「……おそらく、〝封印〟のなかだ」

　答えたのはジェイドだった。

　アリナと共にジェイドもまたこの不可思議な空間に連れ込まれたようだ。レベッカやルルリ、ロウやアランの姿は見えない。

「封印のなか？」

「さっき、呪じゆ鬼きが吠ほえたときに一瞬見えた魔法陣……あれは二十一階層で見た、呪鬼をこれまで封印していた魔法陣だった。呪鬼は自分に向いた敵意ある攻撃はすべて解析する。なら、封印されようとしたときに呪鬼がその技を〝解析〟した可能性は十分ある」

　言われてアリナは、己の置かれた状況を察した。

「じゃあ、私たち封印されたってこと!?」

「そうなる……」

「じょじょじょ冗談じゃないんだけど!?　誰がどうやって封印解くのよ!?」

「外からレベッカたちがどうにかしてくれれば──」

「どうにかできるの？」

「正直、望みは薄い。封印を解くには四聖が四人がかりだと言ってたし、消耗したレベッカとアランだけじゃ……」

「……」

　ジェイドの言葉を聞きながら、アリナはいろんな意味で血の気が失うせていった。

　まずい。このままではイフール・カウンターに修正書類を届けられない。いや、それよりも──

　アリナは血だらけのジェイドをちらりと見て、奥歯を嚙かみしめた。

　早くルルリやレベッカと合流しなければ、いかに化け物じみた生命力を持つジェイドでも危ないかもしれない。

（……どうしろっていうのよ……）

　愕がく然ぜんとしてアリナが視線を落としたそのとき、微かな音が聞こえて、はっと顔を上げた。

　ふわりとローブをなびかせて、呪鬼が上からゆっくりと滑り落ちてきたのだ。

「呪鬼……！」

　アリナは右手に大鎚ウオーハンマーを出現させつつも、しかし、一歩踏み出すことが出来なかった。

　──一体どうしたらいい？

　アリナには、次に何をしたらいいのかわからなかった。

　大鎚ウオーハンマーでぶん殴ろうにも攻撃は全く通用せず、反対に呪鬼の持つ大鎚ウオーハンマーはこちらを軽々凌りよう駕がしてくる。挙げ句の果てには回復の連携をとることすら許されない──

「……っ」

　これが神喰くいか。

　アリナは苦々しく顔をしかめた。

　まるで最初からこちらが敗北するよう設計された、理不尽なルールのゲームでもさせられているかのようだった。

　千年前はこんな厄介な怪物が当たり前に存在していて、先人たちはそれらと戦わされてきたというのか。

（これは確かに、魔神核みたいなのも作りたくなる）

　魔神核を開発していた研究員のナーシャは、本来魔神核は神喰くいという脅威から町を守るために作ったのだと言っていた。あのときはその言葉の意味を深くは考えなかったし、むしろ〝なんて物騒なモノを作ってくれたのだ〟と思っていたが……。

（きっと、本当に困ってたんだ。神域デイアスキルをもってなお、戦闘力の人為的な増強を求めるくらいには……）

「──……シュラウドなら、この状況をどうにかできたかもな」

　ぽつりと、ジェイドがそんなことを言った。

「え？」

　いきなり飛び出てきたシュラウドの名前にアリナが思わずジェイドを見ると、彼は視線を落としたまま首を振った。

「いや、なんでもない」

　ジェイドは顔をしかめながら立ち上がった。全身からだらだらと血を流しながらまだ戦おうとするジェイドを、アリナは慌てて制止する。

「ちょ……！　座っててよっ、大怪け我がしてるんだけど！」

「たいしたことない」

「たいしたことあるから！」

「俺は盾役タンクだ。のんきに座ってられるかよ」

　ジェイドの有無を言わせぬ強い口調に、はたとアリナは続く言葉を吞のみ込んだ。

　その声はまるで、どこか追い詰められ、急せき立たてられているようだったからだ。食いしばった歯の隙間から、絞り出したような声。確かに今は理不尽な力を持つ呪じゆ鬼きを前に窮地に立たされているが、そういう焦あせりとはまた別の、いつもとはどこか違った様子にアリナは違和感を覚えた。

　そういえばつい最近も同じことがあった気がする。まだ冒険者ランク査定が始まる前の昼休みだ。いつもずいずいとアリナに関わろうとしてくるジェイドが変によそよそしくて、まるで一枚の分厚い壁で隔てられているかのような。

　……あかの他人のような。

「ジェイド、どうしたの？」

　つい思ったことが口から出てしまった。

「え？」

「あんたらしくない」

「……気のせいだろ」

　どこか放り投げるようにジェイドはそう言って、ふっと強く息を吐き出すと、腰の剣を抜いた。
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　ジェイドはアリナから視線を逃がし、歯を食いしばって痛みをこらえ、呪じゆ鬼きを睨にらみ付つけた。

（……変なこと考えるな）

　アリナから言われた言葉を、ジェイドは強引に頭の隅に追いやった。シュラウドと自分を比べることなんて無意味だとわかっているのに、そう思わずにいられない、その正体不明の感情をジェイドも持て余していた。

（集中しろ）

　思考を切り替えて、自分に言い聞かせるように口を開く。

「こいつ、何も考えてないように見えて、こっちが解析能力の弱点に気づいたとたん、自分にとって有利な環境に変えやがった」

　この何もない空間では、石柱を利用した〝敵意なくダメージを与える機会〟すら得られないのだ。ようやく見つけた一いち縷るの希望、反撃の兆きざしすら、迅速に断たれてしまった。

（アリナさんの〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉も俺の技もすでに解析されている……いや、たとえ手が残ってたとしても、どれも有効打にはなりえない……）

　となると、可能性のありそうな残る手は、ただ一つ──

「一応、私にはまだもう一つスキルがあるけど……」

「……。ああ……」

　ジェイドと同じ考えだったのだろう。やや自信なさげに言うアリナに、ジェイドも厳しい表情で頷うなずきを返す。

〈全てを討ち滅ぼす者デイア〉──不可思議な力を伴う、アリナが持っている真のスキルだ。

　だがあのスキルは謎ばかりである。正確な効果も、発動条件すら何一つわかっていないのだ。その不安定さはアリナが一番わかっているだろう。彼女の表情も暗く曇っている。

　とはいえ、ここでみすみすやられるつもりはない。ジェイドは改めて呪鬼の攻略方法を探った。

（解析能力は厄介だが、こいつの動きは、機械みたいに正確で単調だ。敵意を察知したら防ぎ、解析し、再現し、常により強い敵意を向けた奴やつを、最優先で攻撃する。その繰り返し）

　感情や傲おごりによるミスはないし、望めない。その点でいうと今まで戦ってきた魔神とは全く勝手の違う相手だが、機械のように正確だからこそ、利用できることもある。

　ジェイドは左手に持っていた大盾を捨てた。

「ちょ……!?」

　自ら防御手段を捨てるジェイドにアリナが慌てる。

「ま、まさかあんた、自や棄けになってるんじゃ……っ」

「いや、〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉も含め、俺の護まもりの手段はだいたい封じられてる。盾は持ってても邪魔なだけだ。……その代わり、あいつの敵視ヘイトは俺が受け持つ」

　敵意を強く向ければ、呪じゆ鬼きの敵視ヘイトコントロールは魔物よりも簡単だ。そういう意味ではアリナを守りやすいとも言える。一番の問題は、近距離・遠距離攻撃のどちらも可能とする三つの神域デイアスキルを持つ呪鬼を相手に、ジェイドの体がどこまで保つかということだが。

「でも──」

「アリナさんはうかつに手を出すな。〈全てを討ち滅ぼす者デイア〉を発動させることだけ考えてくれ」

「……わかった。保証できないけど……」

　アリナのやや不満げな声を聞いて、ジェイドは剣を握る手に力を込めた。

「〈千ミ重リ壁ア〉！」

　発動させつつも、スキル疲労による全身をビリビリと駆け抜ける痛みに、ジェイドはわずかに顔をしかめる。

〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉の使用による重いスキル疲労でダメージを負った全身は、もう〈千ミ重リ壁ア〉の発動だけでも耐え難がたい痛みを伴った。だが、ジェイドは歯を食いしばって剣を構え、呪鬼に迫った。振り下ろす剣は、呪鬼の右手に生み出された〈千ミ重リ壁ア〉の剣にあっさり防がれてしまう。

　ジェイドはさっと後ろに飛とび退のいた。呪鬼に決定打を与える必要はない。ただ強い敵意をもって攻撃し続けることで、呪鬼の敵視ヘイトをジェイドに集めるのだ。

　が、次の瞬間、呪鬼の左手に銀の銃が再現されたのを見て、ジェイドは顔を強こわばらせた。

（同時に二つの神域デイアスキルを再現……!?）

　ダァン！　と大きな銃声が響き、黒い弾丸はジェイドの左の太ももに食い込んだ。

「ぁぐ……！」

　全身を支える大きな筋肉が負傷し、ジェイドの体は大きく傾かしぐ。しかしジェイドは歯を食いしばり、痛みを無視して左足で踏ん張ると、呪鬼に向かって駆け出した。

「はああああ！」

　呪鬼の敵視ヘイトを持つと決めた以上、ジェイドに攻撃の手を緩める選択肢はない。たとえ四肢がもがれようともだ。

　ジェイドはただ赤い剣を構え、呪鬼に斬りかかった。

　首を裂く真一文字の一いつ閃せん。それを呪鬼が剣で受け、二本の刃が交わった瞬間──ビキ！　と嫌な音が響いた。

　ジェイドの剣だ。

　わずかな衝撃のあと、ジェイドの剣は刀身の真ん中あたりから砕け散る。

「〈千ミ重リ壁ア〉ッ！」

　ジェイドは諦めず、再度剣に赤い光を纏まとわせた。今度は物体を硬化させるものではない。空気の硬化を利用して刃の失った部分を補塡し、一本の剣を形成したものだ。

「はああ！」

　気合いの声で全身を𠮟しつ咤たし、呪じゆ鬼きに剣を振った。普段はなんでもない剣が、ひどく重く感じる。それでも両手でしっかり握り、間合いに踏み込んだ。左から右へ一いつ閃せん。

「!?」

　呪鬼の姿が消えた。

　いや。

　はっとジェイドは視線を下に向けた。しゃがみこんでジェイドの剣筋を避けた呪鬼は、逆にジェイドの懐ふところに深く、入り込む。ジェイドは完全に虚を突かれた。切り返しは間に合わない。

（しまっ──）

　ひゅっ、と呪鬼の右手が動いた。いつの間にか呪鬼は剣を手放している。なぜ──そう思った瞬間、腹部にどんと嫌な衝撃が走って、一歩遅れて激痛が全身を駆け巡った。

「かはっ……！」

　呪鬼の腕がジェイドの下腹を貫いていたのだ。

　一瞬視界が白く弾はじけ、衝撃で手から剣が滑り落ち、体は前に倒れかける。しかし意地で足に力を入れてふんばり、腹を貫く呪鬼の腕を、ローブ越しに摑つかんだ。その腕は骸骨のように細く、骨張っているのに、ジェイドがいくら力を込めても微動だにしない。

「ジェイドッ！」

　アリナが駆け寄ってくる気配がある。来るな、という声はせり上がってくる血のせいでうまく言葉にならなかった。

　アリナは唯一の切り札だ。対策もないのに、手を出していい相手じゃない。

　──いや、彼女にそうさせているのは自分か。いつまでたっても強くなれない自分が──

「く、そ……！」

　すっと立ち上がった呪鬼は近くで見ると背が高く、高身長のジェイドですら見上げる位置にフードがあった。近づいても顔があるはずのそこには暗闇が広がるばかりで、その暗がりのなかでときおり揺らめいているのは、奇妙な文字の連なりだ。

　呪鬼は容赦なくジェイドの腹から腕を引き抜いた。

「ぐっ……！」

　激痛が走って、傷口から血が大量にこぼれ落ちる。二、三歩よろけたジェイドの背を駆け寄ってきたアリナが支えた。

「大丈──」

「アリナさん、絶対こいつに手を出すなよ……ッ！」

「……っ、わかってる！」

　頭に血が上ってがむしゃらに呪じゆ鬼きに殴りかからないだけ、アリナは賢い。ジェイドが必死に稼いだ敵視ヘイトを無駄にしないよう、彼女も手を出したい気持ちをこらえているはずだ。

「……っ……」

　がくんと足から力が抜けて、ジェイドは思わず膝をついた。自分でも驚くくらいの血だまりが足元に広がっている。

　──殺気。

　は、と顔を上げると、あの奇妙な文字たちがわらわらと空中に集まり、巨大な銀の大鎚ウオーハンマーを形成していた。

「……！」

　ジェイドは全身の痛みを無視して歯をくいしばり、足に力をこめた。アリナの細い腰に腕を回して抱き上げるように持ち上げ、両足で地を蹴り、思いきり後ろに飛ぶ。

　ほぼ同時、どごん！　と震えんばかりの轟ごう音おんとともに、垂直に下ろされた呪鬼の大鎚ウオーハンマーが血だまりを叩たたきつけ、石の床を陥没させた。

「うぐぅっ……！」

　呪鬼の大鎚ウオーハンマーは避けたものの、回避した足にうまく力が入らず、ジェイドはアリナを抱えたままほとんど転がるように着地する。とたんに今までの傷口が一斉に痛みを主張した。

　貫かれた腹部がとりわけ熱い。血を流しすぎたせいか、くらくらして世界が回る。傷口をおさえても脈動とともに血があふれ出ていくのがわかる。

「……ジェイド。さすがにもう見てるだけってわけにいかない」

　アリナがジェイドの前に立ち、大鎚ウオーハンマーを生み出した。彼女の表情から察するに、まだ〈全てを討ち滅ぼす者デイア〉の発動を確信しているわけではなさそうだ。

「戦うけど。いいよね」

「……」

　ダメだ、手を出すな──そう言いたいが、ジェイドにその資格がないことはわかっている。

「……くそ……！」

（なんで……今ここにいるのがシュラウドじゃなくて俺なんだ）

　まただ。

　またこの、気持ち悪い感情が思考をかき乱してくる。

　ジェイドは嫌けん悪お感に思いきり顔をしかめた。先ほどのようにむりやり思考を切り替えようとしても、一度意識すると、もう止まらなかった。

　──【剣聖】と戦ったとき、ジェイドは自分の無能さを嫌というほど思い知らされた。

　あのとき、故郷を壊されると知って涙を流したアリナを救ったのは、シュラウドだった。圧倒的な強さを見せる【剣聖】に、ジェイドができたことはわずかに抵抗することくらいだったのだ。

　所詮まがい物で使い物にならない神域デイアスキルと、肉壁になることくらいでしか役に立たない自分が、なぜ今、ここにいるのか。なぜシュラウドじゃないのか。

（この場面、シュラウドならどうにかできたかもしれないのに）

　そう思う一方で、そんな考えに至る自分がどうしようもなく情けなくて、悔しくて、その気持ち悪い矛盾にジェイドはぎゅっと唇を嚙かんだ。

「──……シュラウドなら……この場面……どうすると思う」

　ぽつりとジェイドはアリナに尋ねていた。

「……シュラウド？」

「シュラウドはアリナさんのスキルの本当の名前も、【剣聖】への対抗手段も知っていた……何か聞いていないか……発動条件でも、スキルのことでも……なんでもいい」

「……聞いてないよ。シュラウドから聞いたのはスキルの名前だけ」

「そうか……」

　ジェイドの頭のなかに、辿たどり着つきたくないゴールが見えた。

（少なくとも、俺にできることは、ここまでか）

　アリナの〈全てを討ち滅ぼす者デイア〉を発動させることも、この空間を壊してルルリたちと合流することもできない。こちらから攻撃をすることもできない。

「……ごめん、アリナさん」

　気づいたら、ジェイドは謝っていた。

「な、なによいきなり」

「アリナさんを守れるのは、俺じゃなくてシュラウドだった」

「……は？」

「俺じゃなかったんだ……」

　沈黙が、一時その場を支配した。
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「……」

　アリナは驚いて、しばらく言葉が出なかった。

　少なくともジェイドと出会ってから今まで、彼の弱音を聞いたことなんてなかった。いやむしろ、厳しい戦いのときも終わりの見えない残業のときも、誰もが諦める局面で馬鹿みたいに立ち上がるのが、ジェイド・スクレイドという男だったはずだ。

「……」

　何がそこまで、彼をたたきのめしたのだろう。

　らしくない。こんなのジェイドじゃない。

　一瞬そう思ったが、でもやはり、目の前でうなだれる姿もまた、ジェイドなのだ。

「ジェイド」

　名を呼ばれてもうつむいたままのジェイドの顔を、がっとアリナは両手で挟み込んで、無理矢理こちらに向けた。ジェイドは少し驚いたように目を見張っている。

「よく、聞きなさいよ……！　言っとくけどね、私をずっと守ってくれてたのは、ジェイドなんだからね！」

　ジェイドが心折れる必要なんて一つもない。

　彼はいつだって、全身全霊でアリナを支えてくれていたのだから。

　それがわからないというのか。アリナのそばに変わらず居てくれるということが、どれだけ心強いことなのか、わからないのか。この変態クソストーカー野郎は。

「魔神と戦うときも、残業がやばかったときも、一緒にいてくれたのはジェイドなの。シュラウドじゃない！」

「……」

「馬鹿みたいな生命力で、いっつも死にかけながらしぶとく生きて、ずっと隣にいてくれたのは、ジェイドじゃん……！」

　どんな言葉を選べば伝わるのかわからなくて、アリナはもどかしくて、唇を引き結んだ。今まで誰かに対してこんな風にもやもやすることも、自分の気持ちを正しく伝えたいなんて思ったこともなかったのだ。

　そんなアリナにできることは、ただ、思っていることを言葉にすることだけだった。

「あ、あんたとの旅行だって、ちょっと、ほんのちょ───っとだけ、楽しみにしてるんだけど！　だから残業、がんばったんだけど！」

　しまいには恥ずかしくて顔を真っ赤にしながら、アリナは歯を食いしばって、言葉を続けた。

「なのにこんなところで負けるとか、まっぴらごめんだし！　せっかくランク査定もあとちょっとで終わるってときに、あんな意味わかんない反則フード野郎に殺されるとか、諦めるとか、死んでも嫌なんだけど！」

　いやだ、諦めたくない。こんなところで負けたくない。

　アリナはまだ、ジェイドと居たい。

「……私が、一緒にいてほしいのは……ジェイドなんだけど……！」
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　は、とジェイドは息を吞のんだ。

　ジェイドの中で、長い金縛りから解きはなたれたような、そんな気持ちがした。

　その感覚がなんなのか、脳がはっきりと理解する前にジェイドのなかで警笛が響き渡る。ほとんど勘で、咄とつ嗟さにアリナを抱えて左に転がった。

　そこへ、アリナの背後からジェイドもろとも叩たたき潰そうという呪じゆ鬼きの大鎚ウオーハンマーが振り抜かれる。

「っつ……」

　着地の痛みに呻うめくジェイドを守るように、アリナが立ち上がり、呪鬼に向かい合った。

「こいつは私が──！」

　アリナの声は最後まで続かない。大鎚ウオーハンマーを生みだそうとしていたアリナの腕を、ジェイドが摑つかんで止めたからだ。

「ジェイドッ！　でも……！」

「……俺、馬鹿みたいなこと考えてた」

　抗議するアリナの声を遮って、ジェイドは自嘲のつぶやきを漏らした。

「はあ？」

　──……私が、一緒にいてほしいのは……ジェイドなんだけど……！

　お世辞にも素直とはいえない性格のアリナが、精一杯勇気を振り絞って伝えてくれた言葉だ。

　その言葉を信じないで、一体何を信じると言うのだろう。

　シュラウドがどうとか、守れるとか守れないとか、力があるとかないとか、関係ない。

　俺はアリナさんを守りたくて、アリナさんは俺が一緒にいることを望んでくれている。それだけで、もう、十分だ。

「ありがとうアリナさん」

　いや、それこそが、もうずっと前から、ジェイドの持ち得る最強の武器だったじゃないか。

「──目ぇ覚めた」
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「！」

　ジェイドの目を見た瞬間、びく、とアリナは肩を跳ね上げた。

　今までとは一転した低い声と、すうっと細められた両目に、射すくめられたのだ。

「……ジェイド？」

　ジェイドは相変わらず血まみれで傷だらけで、ようやく上半身を起こせるようなひどい状態だ。なのに、彼の瞳には確かな光が灯ともり、見たこともない威圧感を放っていた。

　それは押し殺した殺意のようであり、水面下で燃えさかる闘志のようでもあった。だがいずれの激情も秘められ、瞳はどこまでも静かだ。獲物を前に息を殺す捕食者のような、鋭い目。

　今までがむしゃらに戦い、己の身を盾としてきたジェイドとは、到底かけ離れた気配だった。

「──って、ちょっと大丈夫!?」

　ふらふらになりながらジェイドが立ち上がったのを見て、アリナは慌てた。

「あんたはもういいからっ、私がどうにかスキルを発動させて──」

　しかしアリナは、言葉半ばに、はたと口を止めた。

　ジェイドが笑っていたのだ。この窮地において、もうふらふらの体なのに、ジェイドは喧けん嘩かを楽しむ子供のように、口角を吊つり上あげていた。

　ジェイドの視線はまっすぐ呪じゆ鬼きに向いていた。その目も表情も、まだ俺が戦うと言わんばかりだった。

「ジェ……ジェイド？」

　見たことのない彼の表情にアリナが困惑していると、ふいに、ぴきっとわずかな音が耳に届いた。

「？」

　その音のした方……薄闇が広がるだけだった上空に視線をやったアリナは、それを見て驚きよう愕がくに目を見開いた。

　薄闇に一筋の亀裂が入っていたのだ。

　──イド──ア──

　遠くの方から、誰かの声が聞こえる。

　──ジェイ──……リナ！

「レベッカの声！」

　亀裂の方から、微かすかだが確かにレベッカの声が聞こえてきた。そこでようやく、アリナは状況を察した。

「レベッカたちが封印を破ろうとしてくれてる……！」

　差し込んだ希望の光を前に、声が弾む。この封印空間を壊してレベッカたちと合流できれば、態勢を立て直せる。呪鬼の持つ厄介な能力も、少しずつ攻略方法が見えてきているのだ。もう少しだ、もう少し粘れば、きっと勝機を摑つかむことができる──

　が、そんな希望を打ち砕くかのように、呪鬼の不気味な咆ほう哮こうが薄闇の空間に響き渡った。

　オオオオオオ!!

　そうはさせまいと言うかのように、呪鬼は空中に高く浮かびあがると、両手を広げ、文字を吐き出す。たちまちフードの奥から放出された膨大な文字は巨大な銀の大鎚ウオーハンマーを再現した。

　どうやら封印空間が壊される前に勝負を決める気らしい。

「ここまで来て……！　邪魔するなッ！」

　アリナは歯を剝むき、負けじと大鎚ウオーハンマーを生み出した。真正面からぶつかり合えば確実に押し負けるのはわかっているが、間違いなく、今が一番の踏ん張りどころなのだ。

　だが呪じゆ鬼きも負けていなかった。ふいに何もない空間で風が吹いた。それは徐々に強くなっていき、アリナのローブをはためかせ、なお威力を増していく。そのうち石造りの床が震え出し、低い音を轟とどろかせながら、巨大な風のうねりが呪鬼の大鎚ウオーハンマーに集まっていった。

「なにそれ……!?」

　十分な風の威力を集めきって、呪鬼が一息にアリナへ間合いを詰める。暴風をまとった大鎚ウオーハンマーを横から振り抜くと、まるで嵐のただ中にいるようにアリナの視界はめちゃくちゃに乱れた。

「くぅっ……！」

　それでもアリナは目をこらし、両足を踏ん張って、呪鬼の大鎚ウオーハンマーにぶつけるように、自らの武器を振るう。真正面からぶつかった大鎚ウオーハンマーは、しかし吹き荒れる暴風に威力を削そがれ、呪鬼の大鎚ウオーハンマーに負けて弾はじき飛とばされた。

「っ！」

　アリナの両手は強烈な衝撃にじんじんと痺しびれ、一時、力が入らなかった。これではすぐに大鎚ウオーハンマーを握れない。その隙をついて、呪鬼がアリナに大鎚ウオーハンマーを振りかぶり──

　その瞬間、背中からローブが乱暴に引っ張られ、アリナは後ろにすっ転んだ。

「ちょ!?」

　アリナを強引に後ろに退ひかせたのは、ジェイドだった。

　暴風で荒れ狂う視界のなか、凶暴な銀の大鎚ウオーハンマーの前に、ジェイドはただその体をさらけ出した。防御の手立てもなにもなく、無防備なまま、ただ破壊されるためだけに。

「ジェイド……──ッッ!!」

　アリナの叫びが暴風にかき消される。
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　ジェイドの痛覚は麻ま痺ひしているのか、全身の痛みは不思議と感じなかった。

　ただ一つだけ、明確に感じるものがある。

　──体の奥が、熱い。

　体を巡る血が煮えたぎっているようだった。鼓動が速まっていき、呼吸が荒くなっていく。体が内側からつくり変えられていくような、そんな奇妙な感覚だった。

　ジェイドはその場を退ひかなかった。逆に一歩、呪鬼に向かって足を踏み出した。

　ぬらりと、銀の大鎚ウオーハンマーが不気味に光る。

　一秒が、何十秒にも、何時間にも引き延ばされる。音がなくなり、匂いが消え、自分の輪郭すら曖昧に溶け合ってしまったような奇妙な感覚。そして──




　どくん！　と、ジェイドの心臓が大きく一度、跳ねた。




「！」

　どくん、どくん、と心臓の鼓動だけが聞こえる。対して周囲は驚くほど静かだった。

　──神域デイアスキルを発芽するには条件が二つある。一つは神の祝福……もう一つは〝強い願い〟を持つことだ。

　唐突に、レベッカの言った言葉を思い出していた。

　陽デイ封アヴ石イスを初めて見たとき、ジェイドはその光に見覚えがあった。

　アリナの大鎚ウオーハンマーから時折発せられる、まばゆいばかりの黄金の光。まるで太陽みたいな、暖かなあの光は、確かに陽デイ封アヴ石イスと同じ光だった。

　陽デイ封アヴ石イスの光が先人たちの言う〝神の祝福〟だと言うならば、今までアリナと共に戦ってきたジェイドたちは、すでにその祝福を受け取っていたのではないだろうか。

　だからジェイドは、ナーシャからもらった神域デイアスキルの情報だけで、未完成ながら〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉を発動できたのだ。

　そう、〝神の祝福〟はすでに受け、神域デイアスキル発芽の条件の、半分を満たしていた。足りなかったのは〝強い願い〟の方だ。

　一いつ片ぺんの迷いも不安もなく、己の心の奥底から沸き上がり、身を焦がし尽くさんばかりの激情を伴った、強い願い──

　そのとき、ジェイドは何も考えず、口を開いていた。




「──唱え」




　ジェイドは暴風で持って行かれそうな体を押さえ、右腕を、呪じゆ鬼きに向かって突き出す。

　するとまるでそれに応えるように、ジェイドの足下に、白い魔法陣が浮かび上がった。

「……魔法陣!?」

　アリナの驚きよう愕がくする声が暴風に吹き飛ばされていく。

　ジェイドには何をすべきかわかっていた。頭のなかに、一つの〝ある詠唱〟が浮かんでいたからだ。

　そうとも知らず、呪鬼は荒れ狂う暴風をまとった大鎚ウオーハンマーを、ジェイドにむかって振り下ろした。

　ごう！　とすさまじい轟ごう音おんが炸さく裂れつした。その風圧だけで石造りの床は次々砕け、風に巻き上げられ、吹き飛ばされていく。大鎚ウオーハンマーは獣のように吠ほえ、触れるもの全てを破壊し、まっすぐこちらに迫ってくる。

　しかしアリナの前に立つジェイドは、そこから一歩も退かず、避けることもせず、逆にもう一歩、前に踏み出した。

　風のうねりが生み出す轟ごう音おんにかき乱されて、もはや背後のアリナの声も聞こえないが、ジェイドの心の中は驚くほどに静かだった。

　ああ。今ならわかる。

　残業に追われていただけの一受付嬢が、なぜ神域デイアスキルを発芽させたのか。

　たった一つのことを強く願い続けるなんて、本来は難しいことなのだ。よっぽど追い詰められ、極限状態にでもならない限り。

　アリナは優しくて、なんでも一人で抱え込んでしまうから。激務に追われようが疲弊しようが、きっと心から誰かを憎むことも、心から誰かのせいにすることもできなかったのだ。

　はけ口を失った感情は自分に向く。──〝自分さえ、強ければよかった〟と。

　誰かを頼ることも、誰かに守られることも知らなかった少女は、自分自身が強くなることしか、願えなかったのだ。

（だから、アリナさんは、俺が守る──）

　き、とジェイドは迫り来る暴風を睨にらみ付つけた。この窮地において、熱い力がまだこみ上げてくる。まだ戦える。まだ守れる。頭の中に唐突に浮かんだその詠唱を、ただ信じて、〝唱える〟だけだ。強い願いとともに。

　何より大切な人を守る、そのための力が、欲しいのだと──




「〈巨神の不死盾デイア・グオール〉!!」




　ジェイドの詠唱と同時、カッと真っ白な光が、強く弾はじけた。

　かざした手のひらの先に、白い魔法陣が音もなく現れる。そこに光の粒子が集まって、それはやがて大きな盾をかたどった。

　精巧な銀細工が施された、銀色の盾だ。

　瞬間、暴風がジェイドを飲み込んだ。空間を破壊する威力を持った風が、大鎚ウオーハンマーが、ジェイドの盾に食らいつく。それはまさしく、暴れ回る巨大な獣だった。風がうねるたびに硬い石造りの床が砕け、破壊されていく。ふんばる足がもっていかれそうになる。いや、本来であればもうとっくに吹き飛んで、人間の柔らかい四肢などばらばらにされていただろう。

「……俺が守る……！」

　ぎり、と食いしばった歯の隙間から、ジェイドは低いうなり声にも似た声を絞り出した。

　アリナさんを守るのは俺だ。シュラウドじゃない。彼女の盾となるこの場所は誰にも渡さない。

　ジェイドの足には、荒れ狂う暴風のなかでも確かに地面を摑つかむ感触があった。ジェイドが守る銀盾の後ろは、驚くほどにずっと平穏で、静かだったのだ。戦火から住人を守る、堅けん牢ろうな要塞のように。

「俺が守るんだッッ!!!!」

　やがて荒れ狂う風の獣は、散り散りになって消きえ失うせた。
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　震動が終わり、轟ごう音おんが噓うそのように消きえ失うせる。

　は、とジェイドが顔を上げると、周囲に広がっていた薄闇は消えてなくなり、目の覚めるような青空と、草花と、白い遊歩道が見えた。

　ジェイドとアリナはいつの間にか空中庭園に戻っていたのだ。

「封印空間が壊れたのか……」

　ジェイドが後ろを見やると、呆ぼう然ぜんとした様子のアリナが立ち尽くしていた。その体には傷一つなく、彼女を守り抜けたのだとわかって、ジェイドはほっと表情を緩めた。

「よかった、アリナさ──」

「……よかったじゃないわよ……！」

　瞬間、ジェイドの胸ぐらがむんずと摑つかまれ、目を吊つり上あげたアリナの怒り顔が視界いっぱいに広がった。

「めっちゃびっくりしたんですけど!?　神域デイアスキルを発芽させるならさせるで、もうちょっとちゃんと事前に説明してよね!?　私はてっきりまたあんたが馬鹿みたいに自殺まがいの肉壁にでもなるつもりなのかと……っ」

　そこで言葉が詰まったのか、アリナは引き結んだ唇をぷるぷる震わせてから、諦めたように視線をそらした。

「……まあ、生きてるなら、それでいいけど。……ありがとう」

　どことなく不服そうな彼女の声が、ジェイドには無性に嬉うれしかった。それくらいアリナに想おもってもらえているのだ。これ以上ないくらい、自分は幸せ者である。

「ああ、ほとんどアリナさんのおかげだ！」

「どういうことよ……」

「──ジェイド！　アリナ！」

　レベッカの声が聞こえて、アリナとジェイドは二人同時にそちらを見やる。レベッカとアランがジェイドたちを見つけて駆け寄ってくるところだった。

「よかった、戻って来れたのだな……！」

「封印を壊してくれたんだな。助かった」

「力業だったがな……強引にこじ開けてやったぞ」

　苦笑するレベッカとアランの表情には強い疲労が見え隠れしている。本来四人がかりで行う封印の解除を、たった二人で無理に決行したのだろう。遠くには瓦が礫れきから救出されたロウがルルリから回復を受けている。皆満身創そう痍いでボロボロだが、生きていた。

「しかし、アリナもジェイドも、たった二人でよく無事で──」

　は、とレベッカが言葉を止めた。ジェイドの手に光る銀色の大盾に気づき、その両目をまるまると見開く。

「神域デイアスキル……!?　発芽させたのか!?」

「説明は後だ」

　ジェイドはすばやく周囲に視線を走らせる。すぐに、この美しい庭園には似つかわしくない黒い影を見つけた。壊れた噴水の前にゆらりと浮いている。

　呪じゆ鬼きだ。

「──来るぞ」

　レベッカたちを下がらせ、ジェイドは銀の大盾を構える。

『……何な故ぜ』

　しばし無言で固まっていた呪鬼が、ぽつりとつぶやいた。

『壊レヌ』

　呪鬼のフードの闇は、ジェイドに向いていた。

「さあな」

　ジェイドは開いている右手を虚こ空くうにかざした。手のひらの先に白い魔法陣が浮かび上がり、弾はじけた白い光の粒子が集まって、一振りの片手剣をかたどった。盾と対になるような銀の装飾が施されたその剣を、ジェイドは力強く握りしめる。

　それを見たアランが驚きに目を見開き、その口からぽつりと言葉が漏れた。

「銀の盾と剣……やっぱりあれは、神域デイアスキル……！」

　ジェイドは深く沈み込み、剣を握りしめて、遊歩道の石材を強く蹴り上げた。

「！」

　ぐん、と瞬またたく間まに景色が流れ、一息で呪鬼の懐ふところに潜り込んだ。人間をはるかに超越した筋力だ。体が軽い。これが神域デイアスキルに最適化された肉体なのだ。

　しかしここまできても呪鬼はなお、決められた機械のように右手をジェイドに向けるだけだった。ジェイドの神域デイアスキルを解析するつもりだろう。

　そう、呪鬼にはまだ見えない膜の防御も解析能力も残っている。たとえジェイドに神域デイアスキルが発芽しようと、この厄介な能力を崩すことはできないのだ。

　だがジェイドは勢いを止めなかった。ある確信を持ってその呪じゆ鬼きの右手の位置をしっかり目に焼き付け、ジェイドはさらに間合いを詰め──

「相手が誰だろうが関係ねえ」

　呪鬼に斬りかかる直前、壊れた噴水により作られた無数の水たまりの一つに、思いきり片足を突っ込んだのだ。間髪入れず、呪鬼にむかって水を蹴り上げた。

　ばしゃ、と大量の水が舞い上がって、呪鬼の視界を塞ぐ。もちろん、こんなもので呪鬼の不意を突けるとは思っていない。

　本当の狙いは──どうしても呪鬼に向いてしまうジェイドの敵意を、その〝水〟に差し替えて向けることだ。

「俺が守るものには、指一本触れさせねえッ!!」

　ジェイドの銀の剣は、まっすぐ蹴り上げられた水を貫いた。──そう、ジェイドは、あくまで呪鬼ではなく水を攻撃したのである。しかしてその水の向こうには、しっかり目に焼き付けた呪鬼の右手が、〝偶然〟にも位置している。

　ギィィイイイイッ!!

　瞬間、機械の異音のような不気味な悲鳴が、庭園に響き渡った。

　ジェイドの銀剣が呪鬼の右腕を肩まで貫いたのだ。

「攻撃が通った!?」

　レベッカが驚きよう愕がくに目を見開く。

　呪鬼は、敵意ある者に対しては無敵を誇るのだろうが、敵意のない攻撃に対しては、防御も反撃もすることができない。その機械のように徹底した能力が、仇あだとなったのである。

　ジェイドは剣を引き抜き、さらにもう一度、水を蹴り上げ、水に剣を突き刺した。その水のヴェールの向こうにあるのは、呪鬼の顔面部だ。フードの奥に広がる底なしの闇を、ジェイドの銀剣が深々と突き刺した。

　瞬間、わっと文字たちが飛び出して来た。しかしそれらはどれも途中で力尽き、ぽろぽろ落ちては消えていく。やがて、呪鬼の全身を覆う文字たちが姿を現した。それらも同様に、剝がれ落ちては消えていった。

（あれが〝見えない膜〟の正体か……!?）

　試しにジェイドは剣を引き抜き、よろめく呪鬼に一歩踏み込んで、だらりと垂れ下がる呪鬼の右腕に刃を走らせた。

　ざぞん！　と重い音をたて、呪鬼の腕は外がい套とうごと肩から切断され、宙を舞う。

『ぎ……ギ……ガぎ、ぎぎ……ギ…………』

　ひとしきり壊れた機械のような震えた声を吐き出すと、呪鬼は残った左腕もだらんと垂らして、頭を力無くうつむかせた。

「呪鬼の防御を解いた……！」

　レベッカの嬉うれしそうな声が聞こえたとき。突如、呪じゆ鬼きが顔を上げた。

「！」

　また何か仕掛けてくるかと思ったが、呪鬼は花畑を蹴り上げて、大きく空中へ飛び上がっただけだった。

「……逃げるつもりか!?」

　レベッカが焦あせった声をあげた。だがそれもジェイドには予想通りの行動だ。

「アリナさん！」

　ジェイドが彼女の名を呼んだとき、すでにアリナは飛び出していた。
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「逃がすかぁぁぁ──────ッ！」

　片手に大鎚ウオーハンマーを取り出し、アリナは強く地面を蹴り上げた。ぐんっと加速し、みるみる呪鬼に肉薄する。

　ここまで来て、ジェイドがここまで追い詰めてくれたのに、こんな厄介な敵をみすみす逃がすわけがない。

『あぎ、ギギギ、イイイ……』

　だが呪鬼も必死だった。彼が何か歪いびつな音を発するたび、歪いびつな形になった文字たちがフードから飛び出して、アリナに迫ってきた。しかしアリナはその文字たちには目もくれず、ただ呪鬼だけを見て、大鎚ウオーハンマーを握る手に力を込めた。

「唱え──！」

　ジェイドのこれまでの奮闘を近くで見ていたアリナには、今何をするべきか、どうすればスキルが発動するのか、だいたいもうわかっていた。

〝願い〟だ。

　アリナの願いとはなにか。そんなものははるか昔から決まっている。

　安全に、安泰に、平穏な人生を過ごすことだ。

　残業もなく、悲しい死もそこにない。そんな世界をアリナは願い続けていた。その願いを邪魔する者は、全員叩たたき潰してきた。きっとそのための力として生まれたスキルが〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉であり、〈全てを討ち滅ぼす者デイア〉なのだ。

　アリナには確信があった。大丈夫、この戦いはもう終わる。そして修正されたケリー・レイスのランク査定申告書をイフール・カウンターに届けて、残業を終わらせて、待ちに待った有給休暇に突入するのだ。

　大鎚ウオーハンマーをふりかぶり、その間合いに確実に呪鬼をとらえた。呪鬼は相も変わらず何かを叫んでいるが、アリナにはもうどうでもよかった。

「──〈全てを討ち滅ぼす者デイア〉！」

　全力でふるったアリナの一撃が、ばごん！　とすさまじい音をたてて、呪じゆ鬼きの腹を殴り飛ばした。

　瞬間、破裂するように黄金の光がばらまかれて、一時その場は、真っ白な光と、春の日だまりのような暖かさに包まれた。




　──とぷん、と水の中に落ちるような感覚だった。

　周囲は不自然なくらい静かなのに、アリナの耳には自分の鼓動の音がはっきりと聞こえる。空中庭園を抜ける風が、草花を揺らす音が聞こえる。視野はどこまでも広がり、小さなところまでよく見えて、空の匂いが心地よく鼻を通っていく。

　空中庭園の全てが手に取るように分かる。この研ぎ澄まされた感覚は、自分こそこの場の支配者だと主張しているかのようだった。

　遊歩道を破壊するほどの威力で地面に叩たたきつけられた呪鬼は、全身を小刻みに震わせ、もう立てないようだ。その足下にアリナが着地すると、たちまちフードの奥の闇から、ぐわっと奇妙な文字が飛び出してアリナに飛びかかってきた。

「──邪魔」

　その言葉だけで文字たちはあっさりと砕け散った。だがアリナは何も驚かない。なぜならこの領域において、アリナの願いは絶対だからだ。

　でもアリナは知っている。

　この領域の外に広がる現実は、ままならないのだということを。戦いが終わったって明日もまた仕事だし、今回の査定でイフール・カウンターがちょっといい方向に進んだとはいえ、それでもまた、数日すれば元に戻って残業三昧の日々なのだろう。

　そして相あいも変かわらずどこぞの悪い奴やつが世界を壊そうとしていて、意味のわからない怪物が出てきて、アリナの大切な人を奪おうとする、そういう血も涙もない現実が、待っているのだ。

　そう考えるとムカムカしてきて、アリナは眉間にしわをつくりながらぼそりとつぶやいた。

「……これさえ終わったら、私は満を持して有給休暇を取得できる……」

　アリナは己を奮い立たせるように、低くつぶやいた。

「そんで、長期休暇で休めなかった分、思いっきり旅行して楽しんで、お洒しや落れなお土産を買ってきて、先輩たちにささやかなお土産マウント返しをしてやるのよ……！　ベッドで寝て体力回復するだけで終わってしまう休みとは、訳が違うんだから……！」

　秘めていた壮大な休暇の計画を叫んで、アリナはびしりと呪鬼を指さした。

「その！　その、非っっっっっ常～～に貴重な有給は、今度こそ誰にも邪魔されたくないわけよ……！　もしここであんたを逃がして、運悪く有給中にリベンジでもされたらたまったもんじゃないから、あんたはここできっちりぶっ飛ばす！」

　その手に銀の大鎚ウオーハンマーを構えると、呪じゆ鬼きがふらふらと体を起こした。飛べなくなった羽虫のようによろよろと空中に浮かび上がる。

　そして何かをぼそぼそと言っていた。

『……オ前ハ……オ前ガ……神──』

「るっさい！」

　どぎゃ！　と鈍い音をたて、アリナの繰り出した大鎚ウオーハンマーが、呪鬼の胸を殴り飛ばした。骨の折れたような嫌な音とともに、吹き飛ばされた呪鬼は地を滑る。

「神様が残業なんかで苦しむわけないでしょ！」

　四肢を放り投げて地に転がったまま、呪鬼はなおもしつこくつぶやいている。

『オ前ハ、神、神──』

「私が神様だったら、難しい書類もさっさと片付けられるし、書類不備なんて発生させないし、毎日定時帰りのうはうは受付嬢生活で素敵なアフターファイブを満喫できてるんだけど!?」

『……カミだ』

「神じゃないから、せっせとこんなところまで来て、まんまとトラブルに巻き込まれて、明日は寝不足で仕事に行くことが決定しているわけよ……！」

『……かミ』

「神じゃないから、誰かが死ぬんじゃないかって、いつもいつもハラハラさせられてんでしょう……！」

『……』

「私は！　冒険者ギルドの！　なによりも平穏と有給休暇を愛する！　絶賛まだまだ残業中の！　受付嬢だ……ッ！」

　大鎚ウオーハンマーを腰だめに構え、深く、一度膝を曲げて、アリナは思いきり空中に飛び上がった。

「私の平穏を乱すヤツは……」

　飛び上がった空中から、庭園に転がる呪鬼に狙いを定める。両手で大鎚ウオーハンマーの柄をしっかりと握り、頭の後ろへ大きく振りかぶった。

「全員死ねぇぇぇぇえええええ────────ッッッ!!!!!!」

　重力を味方につけて、体重と怒りをまるまる乗せた強力な一撃を、呪鬼の顔面に叩たたき込こんだ。

　ずがぁん！　と重い音がして、その一撃は呪鬼のフードの奥に溜たまる闇を欠片かけらも残さず吹き飛ばす。さらに空中庭園は大きく揺れて、その遊歩道に、巨大なクレーターを作りだした。

『ガギ……ガ……』

　そうして頭を失った呪じゆ鬼きの体は、首から順に消えていった。
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　呪じゆ鬼きの消失とともに、空中庭園を囲んでいた文字が消えていく。その光景をみながら、ジェイドはさすがに座り込んだ。

「た……倒した……」

　呆ぼう然ぜんとしたレベッカのつぶやきがぽつりと響く。

「呪鬼を、倒しただと……そんな、神域デイアスキルを持った四聖はもとより、先人ですら、倒せなかったのだぞ……」

　レベッカの視線はアリナに向く。

「何者なのだ、お前は──」

　レベッカの困惑の声を聞きながら、ふいにジェイドの視界が一瞬ぐるりと回った。平衡感覚が狂い、気づいたらその場にくずおれていた。

「ジェイド!?」

　レベッカが慌ててジェイドに駆け寄ってくる。さすがのジェイドも限界だった。薄れゆこうとする意識のなかで、かろうじてこう言った。

「あの……回復……頼む……」

「うわああああすごい出血なのです!?　なんでピンピン動いてたのです!?」

　ルルリが血相を変えてとんできて、ジェイドに〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉をかけまくる。

「わー。リーダー今回も派手にやられたなあ」

　他ひ人と事ごとのように笑っているのは、着ているローブをぼろぼろに破れさせたロウだった。恰かつ好こうはひどいありさまだが、その様子では、どうやら受けた傷は回復したようだ。

「のんきなこと言ってる場合じゃないのですよロウ！　止血手伝ってください！　レベッカさんも！　一緒に回復を！」

「む、むう……」

　命令されて不服そうな顔をしつつも、ルルリの剣幕に負け、レベッカはジェイドに〈巨神の魔弾デイア・グロブス〉の銀弾を撃ちこみ始める。

「ア、アリナさんは怪け我がとか、大丈夫なのです？」

「私は大丈夫。それより今からイフールに帰って残業やらないと。まだ仕事残ってるし」

「へぁ？」

　さらりと言ったアリナの衝撃的な一言には、一瞬その場にいる全ての人間が凍りつき、言葉を忘れた。対してアリナは、皆にぎょっとする顔をされて、眉をひそめている。

「な、なによ。何か文句ある？」

「いや、残業って……神喰くいと戦った後に仕事するのか!?　社畜なのか!?　アリナは!?」

　ブラックすぎる大人の事情を目まの当あたりにし、顔を青ざめさせるアランに、アリナは容赦なく指を突きつけた。

「しゃ、社畜じゃないし！　そもそも元はといえばアランが書類修正しに来ないのが悪いんでしょーが！」

「うっ……」

「一社会人として冒険者やりたいなら、武器ぶんぶん振り回すだけじゃなくてまともに手続きくらいできるようになりなさいよ!?」

「わ、わかった……ごめん……」

「ふん。わかればいいのよわかれば。──じゃ、あとよろしく」

　びっと右手をあげるや、本当にアリナはそそくさと、復活した転移魔法陣から消えていった。

「……」

　残されたジェイドたちは、なんだか呪じゆ鬼きなんかよりよっぽどすごいものを見たような気になって、みんなして神妙な顔つきになる。

「……すごいな、受付嬢って。次からは提出書類、間違えないようにしよう……」

　アランのしみじみとしたつぶやきが、静かな空中庭園にぽつりと響いたのだった。
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「あーあー持ってっちゃう……」

　昼休み、小高い丘の上にある小さな空き地のベンチで、アリナは眼下の景色を口惜しそうに眺めていた。

　ちょうどイフールの大広場を見下ろせるそこからは、大きな赤い転移装置クリスタル・ゲートをくくりつけて、ギルド本部に運ばれていく一台の荷車が見えた。午前中に業者がイフール・カウンターから撤去した、地下牢ろう行きの特別な転移装置クリスタル・ゲートである。

「常設でいいのにぃぃ……」

　ボタン一つで厄介なクレーマーを地下牢ろう送りに出来る夢の装置は、ランク査定受付期間の終了とともに終わりを告げた。あの爽快感が忘れられないアリナは、悲しげにいつまでも赤い転移装置クリスタル・ゲートを眺めていた。

「しかし、強制的な地下牢ろう送りの転移装置クリスタル・ゲートか……俺がウォリアに行ってる間に、ずいぶん物騒なことになってたんだな」

「あれがギルド本部事務局の本気ってわけよ」アリナの功績ではないが、得意げにえへんと胸を張った。「冒険者共も、いつまでもナメた態度で甘ったれた書類ばっか提出してると、どんな目に遭うのか、今回でちょっとはわかったんじゃないかしら？」

　期間中に二十人以上を地下牢ろう送りとしたアリナの手により、イフール・カウンターに来る冒険者は他のカウンターの受付嬢が目を見張るほどに、大人しく、礼儀正しくなっていた。さらには人知れず〝地下牢ろう送りの女〟という渾名あだなが命名され、窓口に来る冒険者たちに恐れられていたらしい。

　しかし転移装置クリスタル・ゲートの撤去とともに、それも終わる。またいつもの日常が戻ってくるのだろう。

「ところでアリナさん……」

「なに？」

　ジェイドがばばばっと取り出したのは、観光地リーティアンのおすすめスポットを特集する種々のガイドブックである。それだけで五冊、さらに詳細なリーティアン地図を数種類と、必要あるのか旅人用のコンパス、双眼鏡などなど旅行グッズを取り出して、アリナに詰め寄った。

「なあアリナさん、有給はいつとるんだ？　何日くらい滞在する？　それによって回れるところと回れないところが出てくるからな。今回は星流れは見られなそうだけど、代わりにビーチで遊べるぞ！　うまそうな店と宿をいくつかピックアップしたから、日程さえ決まれば即おさえる！」

　早口にまくしたてたジェイドは、最後に子供のように無邪気に笑った。

「旅行、楽しみだな！」

「……」

　アリナよりも待ち遠しそうにするジェイドに、アリナはふっと苦笑して──ふいに、ジェイドの腹をぺちんとはたいた。

「痛ってえええええっ!?」

　あまり強く叩たたいたつもりはないが、ジェイドは痛みのあまり顔面を引きつらせ、腹を抱えてうずくまった。そこはちょうど、呪じゆ鬼きに貫かれて風穴があいた重傷箇所だということをアリナは知っている。

　軽く叩たたかれただけでも痛いのは当然である。というかあの一件からまだ数日しか経たっていなくて、あれだけの傷を受けたジェイドが、ぴんぴん歩き回っている方がおかしいのである。

　アリナは立ち上がり、痛がるジェイドの脳天にびしりと人差し指を突きつけた。

「〝旅行にいくのはあんたの傷が治ってから〟だって、何度言ったらわかるのよ!?　ていうか、入院中でしょ!?　毎回言うけどなにけろっと出歩いてるの!?」

「だってアリナさん全然見舞いに来てくれないし……」

「だからって抜け出して来るな！」

　今頃治療院は、重症患者がいなくなったと大騒ぎだろうか。それとも、もはや治療院常連のジェイドだから、仕方ないと諦めているかもしれない。

「まったく……」

　ため息をついて、アリナは再びベンチに腰かけた。考えながら、ふと気になったことがあって、アリナはジェイドをじっと観察した。

「な、なんだ？」

　目尻に涙をうかべるジェイドが、不審げに眉をひそめる。アリナはもう数秒見つめてからぱっと視線をそらし、虚こ空くうにむかって答えた。

「いや、この前はなんかおかしかったけど、今日はいつものジェイドね」

「え？」

「別に、なんでもない」

　そろそろ昼休憩が終わる。アリナはベンチから立ち上がって、ジェイドの持ってきたガイドブックを一冊もらった。

「言っとくけど、旅行楽しみにしてるの、あんただけじゃないし。私も私で楽しみにしてるんだから！　ジェイドは大人しくベッドで寝て、さっさと怪け我がをなおしてよね。有給とるまえにまた残業始まったら、怒るからね！」

　きょとんとしていたジェイドは、やがて嬉うれしそうにニッと笑って、親指を立てた。

「ああ、任せろ！」

　頼もしいジェイドの声を聞きながら、アリナは午後の仕事に向かうのだった。
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　時は少し巻き戻る。

「……倒したか……」

　長い息をついて、シュラウドは神喰くいの気配が消えたことを確認し、安あん堵どのあまり鍾しよう乳にゆう洞どうの池の縁に座り込んだ。

〝あいつらは神喰くいなんかにやられない〟──などと【剣聖】に大見得切ったものの、正直言って厳しい賭けであったことは事実だ。ジェイドなら呪じゆ鬼きのカラクリを見抜き、アリナならスキルを正しく使えるだろうとは信じていたが、一方で、全てうまくいくのは神頼みにも近い確率だった。

　が、結果として彼らは、想定以上の働きを見せてくれた。

（まさかこの土ど壇たん場ばでジェイドが神域デイアスキル発芽するとは思わなかったが……やっぱやるねえ、彼）

　一人でにやにや笑っていると、小さな足音が聞こえた。静かにこちらに近づいてくるそれに、シュラウドは嫌みったらしく口角を吊つり上げた。

「残念だったなぁ？　【剣聖】サンよ」

　現れたのは、消えたはずの【剣聖】だった。予想をはずして神喰くいが倒され、慌てて来たのだろうか。ざまあみろだ。

「虫けらと言っていたやつが神喰くいを消滅させたのはどうだっ──」

　しかし、シュラウドの言葉は皆まで続かなかった。

「……ああ。驚かされたよ」

　シュラウドの目の前に改めてやってきた〝それ〟を見た瞬間、ぞ、と体の芯が凍りつくのを感じたからだ。

「……ッ!?」

　おかしな話だ。もうシュラウドの体はただの作り物で、情報の集合体にすぎないのに。情報としての存在に、生物としての感覚などあるはずがないのに、そんな理屈を軽々超越するほど、目の前の男に対し、本能的な恐怖を感じたのだ。

「お前……まさか……！」

「おや、わかったかね。いや、情報から作られた今の君だからこそ、わかったのかな」

　シュラウドの視界に、どす黒い〝情報〟が広がった。

　解析できない。

【剣聖】の表情を正しく認識できない。笑っているように見えるが、その顔の裏にうごめく数多あまたの〝情報〟が、【剣聖】の顔を塗りつぶしている。

　シュラウドは立ち上がり、【剣聖】から距離をとった。引きつるシュラウドの顔をみて【剣聖】は満足そうに笑う。

「久しぶりだね、【大賢者】。君を殺した時以来かな？　こうして直接会うのは」

「……本、体……！」

　シュラウドの声は、本体たる【剣聖】から発せられる威圧感で押しつぶされ、かすれていた。彼を形作るその〝情報〟を見るだけで、こちらが飲み込まれそうだった。

　──【剣聖】は化け物だ。

【剣聖】は神喰くいや魔神なんかとは比較しようのない、本物の化け物である。千年前から息をひそめて眠ってきた、この大陸を壊す悪意そのものなのだ。

「言っただろう。あんまり鬱陶しいことをすると、〝私〟直々にひねり潰すと」

「……は！　神喰くいが倒されちまったんで、慌ててご本人登場ってわけか？」

　精一杯の嫌みを言ってやると、【剣聖】が不快そうにぴくりと眉を跳ね上げた。しかしすぐにその表情は奥に引っ込み、長いため息をつく。

「うん。認めよう。君たちのことを、視界にも入れる価値のない〝虫けら〟と言ったのは謝るよ。どちらかというと鬱陶しく目の前を飛び回る羽虫かな。ただ殺される存在のくせ、五う月る蠅さいったらない」

　次の瞬間、シュラウドの体は胴体から真っ二つに切り裂かれていた。

「は……？」

　唐突に視界が倒れ、切り離された己の下半身を見るまで、シュラウドは何が起きたのか理解できなかった。

　当然痛みなど感じる体ではないが、こうまで壊されると、手足の自由はもうきかなくなる。

　呆ぼう然ぜんとするシュラウドを、いつの間にか近づいていた【剣聖】が見下ろしていた。

「ああ、馬鹿正直に人間の体を再現しているのか。まあでも、君は情報に依よる存在だから、体の欠損くらい大丈夫だよ」

「……何を考えてやがる……!?」

　睨ねめ上げるシュラウドに、【剣聖】の胡う散さん臭くさい笑みが返ってきた。

「君は、〝私〟を倒し、この大陸をどうにかこうにか救うため、一度は死して歪いびつな形で蘇よみがえってまで、種を蒔まき続けたわけだ。実に涙ぐましいね。それがこうして、神喰くいを倒すまでに育ち、花開いた。よかったね」

　にたり、と【剣聖】が口角を吊つり上げた。

「君がせっせと育てたその〝花〟、君自身の手で摘んでもらおうか」

　取り繕うことをやめた【剣聖】の表情は、憎ぞう悪おと悪意と殺意に満ちて、ぞっとするほどおぞましく歪ゆがんでいた。その邪悪な気配にシュラウドは戦慄する。

「ちょうどね、当初予定していたより魔神が一人足りなかったのだよ。魔神核は一つ不良品だったみたいでね。うまく作動しなかったみたいだ。やれやれ、計画通りにいかないね」

　ふいにしゃがみ込んだ【剣聖】が、シュラウドの頭を摑つかんだ。

「しかし私は計画通りきっちりやらないと気が済まないタイプなんだ。こういうわずかな狂いも許せなくてね」

「……やめ……ッ」

　シュラウドの思考に、〝異物〟が入り込んできた。

　それは病原菌のように、次々シュラウドの思考を破壊し、新しいものに書き換えていく。

　シュラウドを形成する賢魔書サージ・リベルの強固な術式はあっさりと崩壊し、侵しん蝕しよくされ、【剣聖】の意思が入り込んできた。

　──人を殺せ。

「やめろ……ッ!!」

　──殺し尽くせ。

「やめ……──ッ」

　──殺してその魂をむさぼり尽くせ。

「そうだ。【大賢者】よ……」

　そっと、【剣聖】はシュラウドの耳元にささやいた。




「君が最後の魔神となれ」
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　ゴールデンウィーク……終わっちゃったね……！　こんにちは、香こう坂さかマトです。

　今回はイフール・カウンターの先輩受付嬢にもフォーカスをあててみたり、ジェイドのパワーアップ回であったりしました。ついにジェイドが……！　よかったね、ジェイド～！　今後の彼の活躍、そしてもちろんロウやルルリの成長も、楽しみにしててくださいね。え？　最後が不穏？　まあそんなのいつものことじゃないですかはっはっは。




　さて、社会経験がありかつ組織でうまく立ち回れるタイプではなかった私は、今回のイフール・カウンターみたいな話を聞くたび、「組織、めんどくせ～！」って叫びたくなります。

　が、そんな私と対照的に、社会人時代の私の同期はそういう立ち回りが上手な猛も者さばかりでした。

『〝お局つぼね四天王〟と呼ばれる最強のお局つぼねの一角を手のひらで転がす同期』、『幾人もの人間が沈んでいった過酷な部署で先輩から情報を引き出し平然と生き抜く同期』、『辛つらいときは心を〝止める〟という独自の奇術を編み出した同期』、『先輩から嫌がらせ受けてるけど無視してるよ！　私の方が優秀だもんと笑う鋼メンタル同期（実際優秀）』……。

　みんなすごすぎない??　不器用かつ雑ざ魚こメンタルの私にはついて行けないよ……！

　いや、そんな私だから、あえて言いましょう。〝組織でうまくやる〟というのは、いろんなやり方があり、かつ、そのどれもがとっても高度なスキルなのだと。才能なのだと！

　だからこの春社会人になった新社会人の皆様、そして学校に入学した新一年生の皆様、〝組織〟でうまく立ち回れなくても全然大丈夫です。それはできて当然のスキルではないのですから。ストレスがたまったらギルます読んでスカッとして、明日もがんばっていきましょう！




　それでは最後に謝辞と、今回は宣伝も。

　このたび電撃文庫が三十周年を迎え、そのスペシャル企画の一つであるサイン会に、僭せん越えつながら香坂も呼んでいただきました！　人生で初めての貴重な体験に嬉うれしい気持ちが半分、〝サイン会当日、来てくれたのは母だけだった……〟という夢を見てからサイン会がおそろしいです笑　皆様のご応募、お待ちしております～！（詳細は電撃文庫ＨＰへ）

　さて、本巻でも担当編集の吉よし岡おか様、山やま口ぐち様には大変お世話になりました。そして毎巻つよつよかわかわなイラスト・新キャラデザインを生み出してくださるがおう先生、七巻を刊行・宣伝してくださった編集部の皆様、なにより、ギルます七巻を手に取ってくださったあなたに！　心から感謝いたします。

　それでは、また次巻でお会いしましょう！
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